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「んっ……は、ぁ……」

「……………………う？」

　妙みように艶なまめかしい声に、クルトはまだぼんやりしたまま薄うすく目を開けた。

　部屋の中は真っ暗で、カーテンが閉められているはずの窓からは月明かりも入ってきていない。寝ね入いったのはかなり遅おそめで、夜明けまでは五時間もなかったはずで……つまり、寝ね始めてからそう経たってない。

「んんっ……それ、いいかも……」

　……というか。一人で寝ねていたはずなのに、自分以外の声がするのは何な故ぜなのか。

　しかも、すぐ近くから。恐おそらくは同じベッドの上からだ。

　そして──さっきから右手にある、ずっしりとした、それでいてしっとり吸いつくような柔やわらかな感かん触しよくは、果たしてどういうことなのか？

　嫌いやな予感に寝ねぼけた頭を急速に覚かく醒せいさせながら、クルトはつい右手をにぎにぎと動かしてしまい、

「あんっ！　それだと、ちょっと強い……」

「え、ぁ？　ご、ごめん……」

　相手の反応に思わず手を離はなそうとしたクルトだが、それを止めるように上から手が被かぶさってきた。

　そして大きくて柔やわらかなナニカを押おしつけられ、指が埋うまって包つつみ込こまれそうになる。むにゅにゅん、と頭を蕩とろけさせる……なんというか、こう、幸せの感かん触しよくだった。

「ん、許す。じゃ、もっと優やさしく続きを──」

　声と共にぐっと気配が近付いてきて、顔に相手の吐と息いきが当たり、




「──ここにいるのでしょう、ゼナさん!?」




　バンッ、と音を立ててドアが開かれて、そこから明かりと共に人ひと影かげが入はいり込こんでくる。

　だがすぐに立ち止まって、どうやらこちらを見て固まっているようだった。

　いきなりの光に眩まぶしくて目を瞑つぶりかけたクルトだが、細いシルエットの中でも尖とがった長い耳で誰だれなのかが分かり、侵しん入にゆう者の名前を呼ぶ。

「へっ、ティア？　なんで──ぇ？」

　詰きつ問もんしようと体を起こしかけたところで、クルトはベッドにいる人物が目に入った。

　褐かつ色しよくの肌はだを大だい胆たんに晒さらし、胸と股こ間かんだけ申し訳程度に隠かくす革かわを巻いた姿のゼナが、何な故ぜか添そい寝ねしている。

　そしてゼナの、大きく突つき出でた胸に、クルトの手がバッチリ埋うまっていた。しかも革かわ巻きの下から、直接タッチする形で。

　……道理で、とクルトはぼんやり納なつ得とくする。あんなのに触ふれていたら、そりゃあ柔やわらかくて気持ちいい訳だ。

「……って、何で!?　どうしてゼナがここにいるんだよ?!」

「えー、いいじゃん。そんなことよりさ、ほぉら、続きしよ続き。いい感じに気持ち良かったしさー」

　にっ、と八や重え歯ばを出して笑うゼナは積極的にぐいっと体を寄せて来る……が、

「駄だ目めに決まっているわ。早く離はなれなさい、早くっ」

　当然割って入ってきたティアは、エルフ特有の切れ長の綺き麗れいな目でゼナを睨にらむ。翡ひ翠すいよりも美しいと言われたその瞳ひとみで圧力を掛かけられれば、普ふ通つうなら思考を放ほう棄きして言いなりになってしまってもおかしくない。

　けれどゼナは全く気にしていないようで、チラッと見ただけでティアの方を振ふり向むきもしなかった。

「ちょっち大だい胆たんな覗のぞきがいるけど、これはこれで盛り上がるし。見たいなら見せてあげよ」

「誰だれが見たいなどと言ったの。わたしは止めなさいと言っているのよ……！」

「ヤだ。てかさ、見てるだけがヤならティー子も混ざる？　目的は同じなんだしさー」

「しないわ。一いつ緒しよにだなんて、そんなの……する訳がないでしょう、破は廉れん恥ちな……！」

　あくまでも静かに、けれど怒いかりのオーラはガンガンに増していくティアの様子に、クルトの方があわあわしてしまう。まだ長いとはいえない付き合いだけど、あれはまずい。キレるまでのカウントダウンが始まっている。しかも高速カウントで。

[image: ]

　……だというのに、ゼナはからかうようなにんまり笑え顔がおで、あろうことかクルトをギュッと抱だき締しめてきた。超ちよう柔やわらかいのが各方面から襲おそいかかってきて、たぶんここが天国──

「じゃー、一人だったらするんだ？　意外とティー子もエロエロだねぇ」

「……誰だれがエロよ、誰だれが……！」

「違ちがうんなら別にボクが何したっていーじゃん。ナニしたってさぁ」

「…………あなたは……いい加減に……」

　くぐもった声を出したティアの両手が、淡あわく光り出す。それを見ていよいよヤバいとクルトは悟さとる。天国どころか地じ獄ごくが迫せまっていた。

　慌あわててむにゅにゅんの園そのから脱だつ出しゆつしようとするけど、抱だき締しめるゼナの力の方が段だん違ちがいに強くて、まるで身動きが出来ない。こんなに柔やわらかいのにどこから怪かい力りきが生まれているのか。

　しかしそんな疑問を抱いだいてる場合じゃなくて、無表情のまま怒いかり心頭のティアが、光を帯びた両手を前へと──

「ちょっと、何を騒さわいでますのぉ……？」

「っ……イツミさん、起こしてしまったのね」

　開けたままのドアの陰かげから現れた新たな人物に、発動しかけていた魔ま法ほう──エルフ得意の精せい霊れい魔ま法ほうが霧む散さんしていく。それを感じてクルトはホッと胸を撫なで下おろし……

「夜よ更ふかし、寝ね不ぶ足そく、どちらもお肌はだの大敵ですのよぉ……私わたくしの美び貌ぼうに陰かげりが出たらどうしてくれるんです……の……？」

　長くて艶あでやかな黒くろ髪かみが綺き麗れいな、大人美女なイツミは白くて薄うすい衣ころもを一枚纏まとっただけの姿で、これはこれで凄すごく目に毒だ。

　まだ半ば夢の世界に入ったままらしくぼんやり顔をしていたが……どうやら部屋の内部をバッチリ見てしまったようで、欠伸あくびで半開きになっていた唇くちびるがわなわなと震ふるえ出す。

「な……何をしているんですの？　クルト様のベッドで、そんなあられもない姿で密着して……しかもティアリーズさんまで……!?」

「いえ、わたしはただゼナさんを……」

「ひ、酷ひどい……私わたくしだけ除のけ者ものだなんて酷ひどいですわ……！　いくら十歳さい近く年増の売れ残りだからって、若者の淫みだらな宴うたげから弾はじくだなんて……あんまりですわっ」

「だから、あの、イツミさん……？」

「あー、こりゃダメだよティー子。イーさん完全に聞いてないもん」

「諦あきらめてる場合じゃないよっ?!　まずいって、魔ま法ほう使おうとしてるじゃん！」

　悲痛な表情でいやいやするみたいに首を振ふるイツミの右手が、左手に塡はめられている指輪に触ふれて、そのまま指を腕うでの方へと滑すべらせていく。

　すると白い肌はだのなぞられた部分に紫むらさき色いろに光る紋もん様ようが現れて、さらにそれが円を描えがいて宙へと浮うかび上あがる。

　それを見て流石さすがにゼナの表情も固まり、

「うっわ、ヤバくない？　もしかしてあれ、ヤバいヤツじゃない？」

「すっごくヤバいって！　イツミさん駄だ目めだよ、室内で紋もん章しよう魔ま法ほうなんて放ったら──！」

　身に迫せまる危険にクルトが声を張り上げる……が、イツミの目は完全に正気を失っていて。

「どうせ……どうせ私わたくしなんて、若くないですものーーー！」

　悲痛な叫さけびと共に、宙に浮ういた魔ま法ほう円が一ひと際きわ輝かがやきを増し──

　光の洪こう水ずいが溢あふれ返った次の瞬しゆん間かん、盛せい大だいな爆ばく発はつ音が室内を埋うめ尽つくした。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「──では、どういうことか弁明を。一人ずつ順番にお願いします」

　夜が明けたばかりの、午前六時過ぎ。半はん壊かいして壁かべが吹ふっ飛とんだ部屋の前でそう言ったのは、濃こい紺こん色いろの髪かみを斜ななめに切きり揃そろえたレインだった。

　この屋や敷しきで護衛兼けん管理者という立場の彼かの女じよは、背中が大きく覗のぞく衣服を着ていて、その肩けん胛こう骨こつ辺りから大きな翼つばさを生やしているのを見て分かる通りの有ハ翼ー人ピ種ーだ。まだ二十歳さいそこそこと大人に成り立ての年ねん齢れいだが、とても有能で、怒おこらせると凄すごく怖こわい。

　レインはクルト達たち四人が横一列で正座する向かいに立ち、鞘さやに入ったままの刀を杖つえのようにして持っている。そして腰こしには二本の小こ太だ刀ちを差していて、もし下へ手たに刃は向むかえば色んな方法で薄皮一枚だけ切り刻まれる。彼かの女じよが使えるのは簡単な治ち癒ゆ魔ま法ほうと強化魔ま法ほうだけらしいので、それで治せる範はん囲い内の怪け我がで済ませてくれる……けど、その恐きよう怖ふは尋じん常じようじゃない。だってほんの少し間ま違ちがえば死んじゃうレベルの斬ざん撃げきがくるし。

　なので、あのゼナですら大人しく座すわって反省した雰ふん囲い気きを出している……と思ったら、どうやら半分寝ねているらしく、俯うつむいたまま目が殆ほとんど閉じかけていた。

「ゼナ様。お休みになられたいのであれば、永久の眠ねむりに案内しましょうか？」

「んっ、起きてる起きてる！　全然起きてるから、刀を抜ぬくの止めとこうっ」

　鋭えい利りな殺気にシャキッと背筋を伸のばしたゼナは取とり繕つくろった笑えみを浮うかべて、ふわっとした真っ赤な髪かみをわしゃわしゃと搔かく。褐かつ色しよくの肌はだより目立つ赤あか髪がみだが、それよりも特とく徴ちよう的なのは額からひょこっと生えた半透とう明めいの白い角と、首に付けた大きな首輪だ。

　世界で最も固く美しい物質の一つと言われているこの角もあって、ゼナの種族はこう呼ばれている──食オ人ー鬼ガ、と。

　見た目はただの可愛かわいくてスタイルの良いい女の子だが、クルトの何十倍も力は強いし、冬場でも革かわ巻きだけの格好で風か邪ぜ一つ引かない頑がん強きようさを持ち合わせている。だからあんな格好をしているんだろうけど、そのせいで目のやり所に困ってしまう。

　特に今は隣となりにティアがいるので、余計に比ひ較かくが凄すごい。陶とう磁じ器きよりも白い肌はだのティアは体のラインが丸分かりのピタッとしたローブを着ているから、その起き伏ふくの少なさが際きわ立だって──

「……クルト、その憐れん憫びんの目は何？　事と場合によってはお仕置きするわよ」

「なっ、何でもないよ？　それよりほら、説明しないと……」

「……まあいいわ。良くはないけれど、後でたっぷりと詰きつ問もんしましょう」

　慌あわてて誤ご魔ま化かしてみたものの、ティアはちっとも誤ご魔ま化かされてくれない。この数百年で一番の天才と噂うわさされるエルフの才女は甘あまくなかった。

　後でどんな展開が待ち受けているんだろうと恐おそれるクルトを尻しり目めに、ティアは正面で今にも刀を抜ぬきそうな気配のレインに向けて話し始める。

「では、申し開きさせて貰もらうけれど……原因はゼナさんよ。わたしは巻まき込こまれた身で、処しよ罰ばつを受けるのは納なつ得とく出来ないわ」

「あくまで被ひ害がい者だと？　それは真実ですか？」

「勿もち論ろんよ。このティアリーズ＝エンダークロフの名と、体に流れる祖先の血に誓ちかって」

　正座していると床ゆかに届いてしまう長い銀色の髪かみを気にしながら、ティアは淡たん白ぱく極きわまりない無表情な顔で話す。口調といい澄すみ切きった碧みどりの瞳ひとみといい、噓うそを吐ついている態度じゃない。

　それに、エルフが名と血に誓ちかうのはとても重いことだ。特に長老の孫まご娘むすめであるティアは一族を率いる人物になるという目標があるから、そこを軽かろんじることはまずない。そのことを知っているからか、レインはそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　次にレインが視線を向けたのは、真っ先に糾きゆう弾だんされるべき人物で、当人もそれは分かっているらしく見事に肩かたがビクッと震ふるえる。それでも素知らぬ振ふりで床ゆかを指でいじいじと撫なでて、我われ関せずを貫つらぬこうとしていた。

　だが、そんな素そ振ぶりでレインが見み逃のがしてくれるだなんて、絶対に有り得ない。まだ会って間もないけど、それは確実に分かる。

　……というか、なんで余計に怒おこらせるのが目に見えているのにあんな態度を取れるのか、クルトにはむしろそこが分からない。

「……イツミ様。イツミ＝アカツキ様。弁明があるのならば早めにどうぞ」

「…………」

「そうですか。何もないのであれば──全責任はイツミ様にあるということで、斬きり捨すてます。無念です」

「ちょっと待ったですわぁ！　き、気が早すぎですわよ?!」

　チャキ、という鞘さやから刀を抜ぬく音に、慌あわててイツミは両りよう腕うでを振ふってアピールし、

「ほんの少しの稚ち気きで黙もく秘ひしていただけなのに、どうして斬きるんですの!?　亡国の血とはいえ、一応私わたくしは皇族ですのよ?!」

「ですが今はただの一候補者に過ぎません。管理を任されている私わたしの裁量で首が落ちることもある、というのをお忘れなきよう」

「いや流石さすがに斬きり捨すてるのは駄だ目めだよ……」

　クルトが小声で突つっ込こんでみるものの、二人とも見事に気付いてくれない。

　特に身の危険をひしひしと感じているイツミは夜着の裾すそで口元を隠かくしつつ、焦しよう点てんの定まらない目をしてガタガタと可哀かわい想そうなくらいに震ふるえていた。

「横暴……横暴ですの……！　管理者に依よる権力の奪だつ取しゆが、正に今行われていますわぁ……！」

「……それで、イツミ様。弁明はなし、ということでよろしいですね？」

「よろしくありませんわっ!?　か、刀を抜ぬくのは早過ぎますわ、今から話そうとしていたところですのよっ」

　正気に戻もどったイツミは慌あわてて居住まいを正し、どうしても気になる抜ぬきかけの刀身をチラチラ見ながら話し始めた。

「黙だまっていたのは冤えん罪ざいをふっかけられそうだったからですわ。でなければもっと協力的な態度を取ってましたわよ」

「では、この破は壊かいされた部屋はイツミ様の魔ま法ほうが原因ではないと？」

「いいえ。あれは正しよう真しん正しよう銘めい、私わたくしが放ったものですの。刻印環キヤストリングからああもスムーズに紋もん章しよう魔ま法ほうを使える者は他にいない、と自負してますわぁ」

「…………」

「な、何ですの、その『これだから二十半ばの行き遅おくれは……』と言いたげな目は。傷ついてしまいますわよ……？」

　何な故ぜか嬉うれしそうに自じ慢まんを始めたところに向けられたレインとティアの醒さめた目に、過か剰じように空気を察したイツミは左手に塡はめた指輪──爆ばく破はの呪じゆが刻まれた刻印環キヤストリングを撫なでた体勢のままおどおどしてしまう。

　最年長らしさはまるでない彼かの女じよに、レインは頭痛を堪こらえているような面おも持もちで、それでも声を荒あらげず重ねて質問する。

「……では、どうして原因ではないと？」

「だって！　悪いのは私わたくしを除のけ者ものにしたティアリーズさん達たちですの！」

　急に声を大にして、なんだかとんでもないことを言い出した。

「年増だからって若者の淫いん靡びな集つどいから除外するだなんて、酷こくすぎますわ……私わたくしだって、好きで年を重ねた訳ではないですのに……」

「……えと、イツミさん？　それに関しては、ちょっと言い難にくいんだけど……」

「何ですの？　クルト様はやや熟うれの大人な女性の方が好みだと仰おつしやいますのっ？」

「や、そういうことじゃなくて。別にティアもゼナも、示し合わせて僕ぼくの部屋に来たんじゃないんだよ」

「…………えっ？」

　驚おどろくべきことに本気で意外だったようで、イツミはキョトンとしてティア達たちの顔に視線を送る。そして彼かの女じよ達たちの反応で、どうやらクルトの言葉が事実だと悟さとったらしく、両手で顔を覆おおって深々と俯うつむいてしまい……

　誰だれも声を掛かけられず静まり返った中で、ややあってから恐おそる恐おそる顔を上げたイツミは──

「…………て……てへっ、ですわぁ」

　片目を閉じてぎこちなく笑い舌を出すという、なんかもう他人を苛いらつかせる効果しかないことをやってくれた。

　それを見た各人の反応はというと──

　ティアは珍めずらしく眉み間けんに皺しわを寄せて視線を逸そらし。

　ゼナは「あの人なら食べても怒おこられないかなー」と呟つぶやき。

　レインは歯を食いしばって、自分の手が刀を抜ぬこうとするのを必死で堪こらえていた。

　まあ、これは仕方ない。フォローするつもりだったクルトですら『もう全部この人のせいってことでいいんじゃないか』と思ってしまったくらいだし。

　クルト達たちの反応に、やらかしたイツミは小首を傾かしげ、

「……お、おかしいですの。この仕草をすれば大体のことは許されると、都のニュースペーパーで話題でしたのに……？」

「……この際よ、可哀かわい想そうなイツミさんは置いておきましょう。わたしからも言いたいことがあるから」

　本気で不思議そうなイツミを無視して、そんなことをティアが言い出した。

　そして彼かの女じよの翠すい玉ぎよく色の瞳ひとみは、鋭するどく食オ人ー鬼ガの少女に向けられている。

「これ以上は審しん問もんなんて必要もないわ。悪いのは間ま違ちがいなくゼナさんだもの」

「えー？　ボク、別に悪くないじゃん」

　心外だなー、とふて腐くされるゼナを、ティアは険しい視線で射い貫つらぬく。

「そもそも、よ。あなたの夜這い当番は明後日あさつてで、昨夜はわたしの日なのにクルトの部屋に侵しん入にゆうするだなんて、言語道断だわ」

「えー、だってティー子は夜よ這ばいしないって言ってたじゃん。だったら代わりにボクが行ってもいいっしょ？」

「駄だ目めよ。活用するしないとわたしの日を勝手に使うのは、全く別の問題だもの」

　唇くちびるを尖とがらせて抗こう議ぎするゼナに、ティアは毅き然ぜんとした態度で突つっぱねる。

　ただし──『夜よ這ばい当番』なんて明らかにおかしなワードが出たのに、それに対しては誰だれも何も言わない。まだ慣れなくてドキッとしたクルトの方がおかしいみたいだ。

「えー、そんなの勿もつ体たいないじゃん。もっとクー太を誘ゆう惑わくしまくって早く一人前の大人な男にするのって、ボク達たち全員にメリットあるんだしさ」

「だからといって抜ぬけ駆がけは不許可よ。正妻の座は譲ゆずれないもの」

「だったらティー子ももっと積極的にいこうよ？　まー……ボクみたいに、触さわらせるおっぱいはないけどさ」

「────へぇ」

　ビキッ、と空気が凍こおり付つく音が、クルトの脳内に響ひびいた。

　勿もち論ろんそんな音、現実には鳴っていない。でも、全く表情を変えないティアからゆらりと怒いかりのオーラが立ち上るのは、精せい霊れい力で感じられたから間ま違ちがいない。

　それも喜き怒ど哀あい楽らくの感情の動きが乏とぼしいとされる森エルフにしたら、もう完全にぶち切れたと言ってもおかしくない激しいオーラだ。

「うわ……うわわ…………どうすんの、これ……?!」

「何ですの？　妙みように寒気がしますの……？」

「……やれやれです」

　クルト達たちがそれぞれに異変を感じる中で、一番強きよう烈れつに威い圧あつされているはずのゼナは平然と薄うすく笑えみを浮うかべていて……それが火に油を注いでいるのは間ま違ちがいないから、ちょっと勘かん弁べんして欲ほしい。

　蒼そう炎えんのように静かで強きよう烈れつな怒いかりを放つティアは、ゆらりと立ち上がってゼナを睨にらみつけ、

「……よく、聞こえなかったのだけれど。わたしには、何が出来ないと？」

「だからー、その荒あれた路面程度にしか起き伏ふくのない体じゃ誘ゆう惑わくなんて無理だよねー、って」

　……凄すさまじいプレッシャーに対して、より酷ひどいセリフで返した……！

　戦せん慄りつしたクルトはもう怖こわすぎてティアの顔が見られない。でも、ただならない怒いかりだけはどうしようもなく伝わってきて、それだけでも胃がキュッとなって吐はきそうになる。

　なのにゼナは無む邪じや気きに笑っていて、その胆たん力りよくを分けて欲ほしい。絶世の美少女エルフと森の外でも有名だったティアの美び貌ぼうが怒いかりに染まると、それはもう恐おそろしいのに。細かい変化はあっても基本的には醒さめた表情のままだから、余計に迫はく力りよくがある。

「……エルフの体型は一いつ切さいの無む駄だがなく、肌はだは滑なめらかで美しいと他人種の間でも評判なのよ。そしてスタンダードなエルフ体型であるわたしが、同どう胞ほうのクルトにとって魅み力りよく的に映らないはずがないわ」

「えー？　でもさぁ、そんなぺったんこなおっぱいじゃ揉もんだり揺ゆらしたり挟はさんだり出来ないじゃん？　精々、摘つまめるくらい？」

「は、挟はさむって……それはどういう……!?」

　言いながらゆっさゆっさと両手で自分の胸を下から持ち上げるゼナに、クルトは視線釘くぎ付づけでつい訊きいてしまう。だってナニをどうあの胸に挟はさむのか、初心者には見当も付かない。

　ただ、それがとんでもなく甘かん美びな誘さそいだってことだけは分かって、思わず前のめりに──

「……へぇ。随ずい分ぶんと興味を持つのね、クルト」

「ふぁうっ!?」

　氷の短たん剣けんを突つき付つけられたらような感覚に襲おそわれて、前ぜん傾けいになりかけていたクルトの体が、シャキッと背筋が伸のびる。

　確かく認にんしたくないけど、恐きよう怖ふに駆かられて恐おそる恐おそる隣となりを見れば……ティアが、優やさしい微笑ほほえみを浮うかべていた。

　……ただ、目だけは全然笑ってなかった。

「やだなー、クー太も男の子なんだから興味くらいあるって。むしろなかったら困るのはボクらの方じゃん」

「……無む駄だに大きいだけの塊かたまりに興味が持てなくても問題ないわ。正妻にはサイズよりも、本能を刺し激げきする美しい形が大事だもの」

「あら、形なら私わたくしが最有力候補になりますの！　掌てのひらに丁度収まる、それでいて垂れてもいなければ硬かたくもない、正に成熟した美しさと感かん触しよくを兼かね揃そろえてますわぁ」

　ハイハーイ、と手を挙げて胸を張るイツミは、確かにサイズ的にはそこまで大きくない。でも夜着を押おし上あげる確かな膨ふくらみはあって……少なくとも、ティアよりは全然大きい。

「えー、ボクは形にだって自信あるよ？　プルンプルンで弾だん力りよくも凄すごいしさ」

「ふふん、まだまだ若いですわね。大人になってから重ねた年月が、張りだけでなくしっとりとした突つき立たてのお餅もちのような素す晴ばらしい感かん触しよくにするんですの」

「そんなこと言われても、オモチって？　見たことないから分かんないよ。クー太は？」

「えっ？　あ、うん、聞いたことはあるけど……食べ物、だよね？」

「くう、文化の違ちがいが……！　私わたくしのもちもち感たっぷりの乳ち房ぶさを語るには欠かせないアイテムですのにぃ……」

　本気で悔くやしそうなイツミは夜着の合わせの部分を少し開いて、ほんのり素す肌はだを晒さらした胸をふにふにと人差し指で押おしていた。埋うまる指先と包つつみ込こむようにして沈しずむ肌はだを見ると、確かに凄すごく柔やわらかそうで、クルトも触さわりたくなってうずうずしてしまう。皆の思惑には乗せられないように、と強く決意したはずなのに、簡単にぐらっときてしまうのだから、男っていうのは厄やつ介かいだと心底思う。

　ここで希望を口にしたら、たぶんイツミは喜んで──でもちょっと恥はずかしそうに、許可してくれるはずだ。都合の良いい妄もう想そうじゃなくて、かなりの高確率で実現する。

　……ただ、まあ。問題が二つ。

　一つは勿もち論ろん、クルトがエロい行こう為いを拒きよ否ひするスタンスを取っていること。感かん触しよくを確かめるだけならギリギリセーフ、と自分に言い聞かせることも可能といえば可能だけれど、そうしてセーフゾーンを広げていくと、なし崩くずしに爛ただれた行こう為いを許容してしまう気がする。

　そしてもう一つは……隣となりで自分の胸を無表情のままペタペタと触さわっているティアの前で言えるのなら、だ。

　とても密着率の高いローブを着ているからボディラインが丸分かりのティアの胸は、板みたいに真っ平らという訳じゃ無くて、ほんのりと膨ふくらんで……は、いる……気がする。

　そんな無いに等しい膨ふくらみを両手で押おして、無表情のまま、常とこ闇やみの国へと誘さそいそうなどんよりとした空気を醸かもし出だしているエルフの少女。

　彼かの女じよの前で言えるのならば叶かなう……つまり、無理だ。声が喉のどを通らないだろうし、言ってしまったらどんな凄すさまじい目に遭あうか分かったもんじゃない……！

　想像しただけで震ふるえてしまうクルトだったが、この混こん沌とんとした状じよう況きように痺しびれを切らしたのか、疲つかれたようにレインのため息が聞こえてきた。

「……皆みな様さま、静せい粛しゆくに。事の次し第だいは良く分かりました」

　刀を鞘さやに収め、それでトントンと床ゆかを叩たたいたレインは正座をするクルト達たち四人を睥へい睨げいし、まずゼナへと視線を向ける。

「ゼナ＝トッド様。事の発ほつ端たんは貴女あなたの抜ぬけ駆がけと言える行動からです。共同生活の和を乱すようなら強制退去も有り得ますので、お忘れなきように」

「えー？　ボク、何か間ま違ちがった？」

「他者の当番回に勝手な判断で動きました。するのであれば、キチンと当番の方に権利譲じよう渡との許可を取ってから行って下さい」

「あー、なるほどねー。そうやるんだ、りょーかい！」

　とても良いい笑え顔がおで返事をするゼナに満足そうに頷うなずいたレインは、視線をスライドさせて黒くろ髪かみの淑しゆく女じよ──だったはずの人を見やる。今じゃ着き崩くずして自分の胸を触さわっている、なんかもう色々と持て余した人っぽくなっちゃってるけど。

「次に、イツミ＝アカツキ様。部屋を破は壊かいした件ですが、害意がなかったのは魔法が発動したので分かります」

「っ、そうですの！　私わたくし、嫉しつ妬とに駆かられたとしても軽々に人様を傷付けるような真ま似ねはしませんのよっ？」

　パッと表情を輝かがやかせるイツミだが、そこにレインの鋭するどい眼光が水を差す。

「……ですが、だからといって室内で爆ばく破は系の紋もん章しよう魔ま法ほうなどいいはずが有りません。軽けい率そつな真ま似ねをした罰ばつとして、イツミ様には破は壊かいした部屋の修しゆう繕ぜんをして頂きます」

「はうっ?!　……か、簡単に仰おつしやいますけれど、修復魔ま法ほうはとても大変ですの。あの規模の破は壊かい跡あとを直すには、　かかりきりで半日近くは……」

「では今からやれば夕食までには終わりますね。頑がん張ばって下さい」

「…………は……はい、ですの……」

　有う無むを言わさないレインの迫はく力りよくに、イツミは絶望感たっぷりの表情で頷うなずいた。これは流石さすがに可哀かわい想そうだけれど、クルトにはどうにも出来ない。高度な修復魔ま法ほうどころか適性が高いはずの精せい霊れい魔ま法ほうですらまともに使えないし、大工仕事もしたことないし。完全に役立たずだ。

　部屋を壊こわした要因と原因の二人に沙さ汰たが下り、レインの視線は自然とティアに向く。

「そして──ティアリーズ＝エンダークロフ様。ある意味、一番問題なのは貴女あなたです」

「……えっ？」

　その言葉に、クルトは思わず声を漏もらしてしまう。

　今回、ティアは何もしていないはずなのに……という疑問は、すぐにレインの口から解き明かされた。

「夜よ這ばい当番に何もしないというのは、確かに貴女あなたの自由です。ですが、そもそもこの館に貴女あなた方がたが集つどうことになった目的からは反してします」

「……それは……分かってはいるわ」

「理解しているのであれば結構です。長老様からここを任された身として、貴女あなたを贔ひい屓きする訳にはいきませんので……まだ共同生活に慣れていないでしょうから、しばらくは仕方ないと看過しますが、目に余るようなら強制退去も有り得ます」

「…………了りよう解かいしたわ」

　先さき程ほどまでのゼナ達たちに対するのとはまるで違ちがう殊しゆ勝しような態度で応じるティアは、どこか悔くやしげな雰ふん囲い気きだった。

　そうしてクルト以外の全員に説教をしたレインは、改めて三人を順に見てから刀で床ゆかをドンと突つき、

「いいですか？　皆みな様さまは同じ目的の元に集ったライバルであり、協力する仲間でもあります。必要以上に仲良くしろ、とまでは言いませんが、無用な諍いさかいは無きようお願いします」

「……分かったわ」

「あーい」

「了りよう解かいですの」

　各おの々おのかららしい返事がきて、レインは満足げに一つ頷うなずく。

　そう、三人の目的は一いつ緒しよだ。そしてその為ためにクルトはここにいる。

　何な故ぜなら、その目的というのが──

「では、皆みな様さま──一日でも早くクルト様を一人前の男にして子作りに励めるよう、頑張って誘惑して下さいませ」

　……とまあ、そんなとんでもないことだったりした。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「ふぁ～……やっぱり、今日はかなり眠ねむいなぁ」

　二度寝ねしようにも部屋を破は壊かいされてしまったので、クルトは仕方なしに夜明けと共に館を出て、森の奥おくにある小川で釣つりをして過ごした。

　本当は糸を垂らしつつ寝ねてしまおうと思っていたものの、意外に魚の食いつきが良くて、それでいて簡単には釣つれてくれない。なのでちょっとムキになり、普ふ通つうに昼過ぎまで釣つりに没ぼつ頭とうしてしまった。

　それなりの釣ちよう果かを得て館に戻もどった後は、レインを教官に迎むかえての体力作りが待っていて、当然眠ねむれない。しごかれて気絶するのを昼ひる寝ねと言うのであればなくはなかったけども。

「走り回って、筋トレして、最後に組み手だもんなぁ……」

　一日置きに勉強と体力作りを交こう互ごに見て貰もらっている身としては、文句を言うなんてとんでもないのかもしれない。けど、ただでさえ世間からは『野外系インドア派』という謎なぞの称しよう号ごうを得ているエルフが、影かげが倍の長さになるくらいの時間を運動に費ついやすなんて、ちょっとした自殺行こう為いだと思う。

　ちなみに持久走の間に二回、筋トレ中に三回、組み手の最中に十数回は軽く意識が飛んだ。しかも組み手と言ってもこっちは棒を持たせて貰もらって向こうは素す手で、その上で打だ撃げきは寸止め投げは足から落として関節は極きわめても折らないという超ちよう甘あまやかし設定で、ボロ屑くずみたいにされて終しゆう了りようした。

　護衛はするが最低限自分の身を守れるように、ということでやっているが、

「……十年経たったとしても勝てる気が全然しない…………はぁ……」

　ぼやきながら、クルトは部屋に入り、ベッドへと腰こし掛かける。クルトの元の部屋はイツミがふらふらになりながらも魔ま法ほうの力で修復したものの、定着するまで丸一日は使わない方がいいらしいとのことで、今日は空き部屋に簡易ベッドを持もち込こんで寝ねることになった。

　幸いにも館は広く、まだ部屋がいくつも余っている。管理人のレインを含ふくめて五人も住んでいるのに、二階建てのこの館には図書室やら談話室やら、一いつ般ぱん家庭にはまず必要無い用よう途との部屋まであった。

「将来的にはもう数人増える可能性が高いっていうし……どこまで耐たえ切れるかなぁ……」

　正直今の三人でも完全に持て余しているクルトとしては、考えるだけでも気が重くなる。

　タイプの違ちがう美人に囲まれた生活は……まあ、うん、全然嬉うれしくないと言ったら噓うそだ。でも、だからといって幸せの絶頂かと訊きかれると、全然違ちがう。

　あの三人は別にクルトのことが好きな訳じゃ無くて、子作りが目的でやって来ている。追加で来るとしても、目的は同じだ。

　それは男になってまだ日が浅いクルトにとって、嬉うれしさよりも気まずさや戸と惑まどいの方が強い。

　そして極きわめつけは、勝手に押おしつけられたこの状じよう況きように抗あらがうと決めたってことだ。決意、なんて格好いいもんじゃなくてほぼ勢いで宣言したことだけど、口にした以上はやりきるしかない。頭にきたのは事実で、今も納なつ得とくはしていないし。

「……初志貫かん徹てつの意志以外、考えてもどうにもならないか。今日はもう寝ねよう」

　呟つぶやいて、クルトはランプの明かりを消そうとベッドから立ち上がる。

　もう夕飯は済んでいるし、入浴は食事の前に終わらせた。そして今夜は非番で、夜よ這ばい当番はいない。

　昨日の今日ならゼナも抜ぬけ駆がけ夜よ這ばいには来ないだろうし、修復魔ま法ほうで酷こく使しされたイツミはぐったりしていたのでもう寝ねているかもだ。

「これだけ疲つかれていればいつものベッドじゃなくてもぐっすり……ん？」

　壁かべ掛かけのランプの火を落とそうと手を伸のばしたクルトだったが、そこにドアをノックする音が耳に入る。

　誰だれだろ、と疑問に思いつつドアを開けてみると、そこには全く予想していなかった人物が立っていた。

「え、う？　ティアが、どうして？」

「夜分に失礼するわ。少し時間を貰もらってもいいかしら？」

　てっきりレインが説教に来たか、もしくは暇ひまを持て余したゼナかなと思っていたので、これはとても意外だ。他の二人と違ちがって計画に消極的な姿勢のはずのティアが、誰だれの当番でもない日にやって来るなんて。

　軽く動どう揺ようしつつ身を引いて部屋に招き入れると、ティアは淀よどみなく中へと入り、周囲を一いち瞥べつする。

「何もないのね。掃そう除じは綺き麗れいにされているみたいだけれど」

「あ、うん。日ひ頃ごろからレインがやってくれているから、だと思う」

「如じよ才さいないわね。座すわらせて貰もらうけど、いいかしら？」

「それはいいけど、イスもクッションもないよ」

　そもそも何をしに来たんだろう、という疑問が浮うかぶ中、ティアがそっとベッドの上に座すわり込こむ。

　腰こし掛かけるのではなく、中央付近にだ。

「…………」

　部屋にはベッドと壁かべ掛かけのランプくらいしか置いてないのだから、そこに座すわるのは自然な流れだろう……けど、肩かたと首回りが大きくさらけ出された薄うすい寝ね間ま着き姿のティアが、これから自分が寝ねるベッドに脚あしを崩くずして座すわっている光景は、そんな理り屈くつなんて関係なしに脳にくる。

　しかも見下ろす形というのも新しん鮮せんで、ほっそりした華きや奢しやな肩かたとか、銀色に輝かがやく綺き麗れいな髪かみの隙すき間まから覗のぞく項うなじとか、今まで意識していなかった要素に気がいってしまって──

「何をしているの？　クルト、あなたも座すわりなさい」

「ふぁうっ!?　あ、や、座すわる座すわる、今すぐ座すわる……！」

　生なま唾つばを飲のみ込こむ寸前だったクルトは、慌あわててティアと同じくベッドの上に正座する。

「……どうしてそんなに畏かしこまっているの？」

「い、いや……ちょっと正座したい気分だったんで。他意はないです、はい」

「おかしな人ね。まあいいわ、押おし掛かけたのはこちらなのだから気を楽にして頂ちよう戴だい」

　そうは言われても、何となしに覗のぞき見みを咎とがめられたような罪悪感があって、クルトは曖あい昧まいに半笑いを浮うかべるだけで動けない。

　それに──そもそも、だ。ただの街エルフだったクルトとは違ちがって、ティアリーズ＝エンダークロフは十年近く前の年とし端はのいかない子供の時から有名だ。それも森エルフが多く住む『叡えい智ちの森』だけでなく、離はなれた街に住むクルト達たちの耳にも入る程ほどの。

　理由はティアの並外れた賢かしこさと精せい霊れい魔ま法ほうとの高い親和性で、まだ二次性せい徴ちよう前から次期長老候補として名前が挙がったくらいだ。

　そして年々能力だけでなく美しさについても噂うわさされるようになり、何年か前に大陸中で人気の情報誌に『妖精の森の宝石エメラルドクイーン』と銘めい打うたれて写真が載のったことで、その知名度は爆ばく発はつ的に高まった……らしい。

　ただでさえ美形揃ぞろいのエルフの中でも飛とび抜ぬけた美び貌ぼうのティアには分化の直後から、交際、結けつ婚こん、あと謎なぞの『奴ど隷れいにしてください！』というものまで申もうし込こみが殺さつ到とうしたそうな。

　──そんな彼かの女じよが、目の前に。しかも薄うす手での寝ね間ま着きで、同じベッドの上に。

　これで緊きん張ちようするなっていう方が無理、興奮すら上う手まく出来ないくらいだし。

　ティアに比べてクルトはというと、黒っぽい灰色の髪かみや碧へき色しよくの瞳ひとみはエルフでは珍めずらしくないが、それ以外は一いつ般ぱん的な森エ精ル族フのイメージとは程ほど遠とおい外見をしている。目はやや切れ長程度でそんなにキリッとしていないし、輪りん郭かくもほんのり丸みを帯びていて……まあ一言で言うと、美形とは程ほど遠とおい。

　そこまで悪くはない……と信じたいが、自己評価なので何とも言えないし、他のエルフと比べたら桁けた一つか二つくらい劣おとる。初めて『叡えい智ちの森』に行った時なんて、見る人見る人が全員端たん整せいな顔立ちで、自分がエルフかどうか本気で悩なやむ羽目になったし。

　つまるところ、同じエルフという種族でも翠すい玉ぎよくと路ろ傍ぼうの石ころくらいの差があるんだから、緊きん張ちようするなっていう方が無理だ。

　もうガチガチのクルトは強こわ張ばりまくりの笑えみを浮うかべて、怜れい悧りな碧へき色しよくの瞳ひとみに見み据すえられても目を逸そらさずにいるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「ところで、その……どんな用事で？」

「あら、用が無くては部屋を訪おとずれては駄だ目めなの？」

「あ、いやっ、そういう意味じゃなくてさ。なんというか、その、」

「冗じよう談だんよ、そんなに取り乱さないで。少し話をしにきたの」

「……話？」

　だったら明日でもいいんじゃ、と思いはしたものの、クルトはそれを口に出せない。

　何な故ぜならティアの表情が、ちょっとした話をしに来ただけとは思えないくらい真しん剣けんなものだったからだ。

　無意識に正座のまま背筋を伸のばすクルトに対し、ティアも座すわり直して正座で向かい合う。

「……今朝にレインさんが言っていた通り、わたし達たちの目的はあなたの子供を授さずかること。もっと言えば、最も優ゆう秀しゆうになる可能性が高い最初の子供を授さずかる為ために、あなたから正妻に選んで貰もらうことよ」

「…………」

　確かく認にんするようなティアの言葉に、クルトは無言で頷うなずく。ただし、ちょっと渋しぶい顔で。

「……僕ぼくは誰だれ彼かれ構わず子供を作るような真ま似ね、更さら々さらする気ないよ。長老様と約束──というか契けい約やくしちゃったから一年間は共同生活をするし、色々決められたことにも拒きよ否ひ権有りなら反対もしないけどさ」

　この変な共同生活を命令してきた長老の説明に、ある程度は仕方ないと頷うなずける部分もあった。ただし、感情面では全然受け付けられなかった。

　男エルフとの間に産まれた子はとびきり優ゆう秀しゆうになる──これは噂うわさでも迷めい信しんでもなく、歴れつきとした事実なのだとか。ただし男のエルフは滅めつ多たに産まれない。二次性せい徴ちよう期に分化して初めて性別が分かれるけど、殆ほとんどが女性になる。

　どれくらい男のエルフが貴重かというと……現在、男エルフの若者はクルトだけ。それも百年ぶりに産まれた男エルフなのだとか。

　なのでクルト自身は全然大したことがなくても、ゼナ達たちのように子供目的で婚こん姻いんを望む相手が殺さつ到とうした……が、クルトはそんなの全然望んでいない。

　だって、いきなり良く知らない女の子と子作りを前提に共同生活をしろだなんて、無茶にも程ほどがある。しかも相手は複数で、今後増える可能性も大ときた。

　だからクルトは人生で初めてと言っていいくらいに大反対をして、結果、共同生活を受け入れる代わりにいくつかのルールを勝ち取ることに成功した訳だ。ルールを破ったらその相手は共同生活から強制排はい除じよされることになるので、強ごう引いんなゼナも守ってくれている。

　共同生活開始からいくらか経過した今では、子作り目的のゼナやイツミにもそこまで悪い感情はない……とはいえ、無理矢理に作られた状じよう況きようには今でも納なつ得とくしていない。

「まだ受け入れるつもりはないのね？　まあ、わたしは積極的に動くつもりなんてないから、別に良いいのだけれど……他の人ひと達たちは違ちがうわよ」

「……理り屈くつとしては分かるよ。でもさ、そんな簡単に……」

「価値観の違ちがいというやつね。だからゼナさん達たちは少しでも早く子作りを可能にする為ためにあんな風に色いろ仕じ掛かけをして、夜よ這ばい当番なんてものもある。あなたがちゃんとした男になる時間短縮になって正妻へのアピールにもなるし、確かに理に適かなっているわ」

「まあ……客観的に見れば、そうだね」

　──そう、ゼナ達たちはクルトの子供が欲ほしくてやってきた。だが、幸か不幸か、今のクルトにはまだ男性としての子を成す機能がない。

　エルフは二次性せい徴ちようがきて、そこでようやく性別が分かれるが……十六歳さいのクルトが男になってから、まだ一ヶ月程度だ。二次性せい徴ちようが終わり生せい殖しよく機能がちゃんと働くようになるのは、数年から数十年はかかると言われていて、その長さも一定ではないとか。

　ただし、分かっていることが一つ。男としての本能を──ぶっちゃけると、性欲を刺し激げきすることで、機能が働くようになるまでの期間が短縮されるのだとか。ティアが理に適かなっていると言ったのは、その為ためだ。

　ちなみに今のクルトは生せい殖しよく器すら作られ始めたばかりなので、性欲を刺し激げきされてもどうにも出来ない。ただ悶もん々もんとするだけで、これはこれでかなり辛つらかったりする。

「女エルフは元から体が近い機能を宿しているから、生せい殖しよくが可能になるまでそんなに時間も掛かからない。事実、わたしも半年と掛かからなかったもの」

「な、何でそんな生々しい発言を……!?」

「ここからが本題だからよ」

　言って、ティアは難題に挑いどむ研究者のような面おも持もちになる。

「性欲……つまり新たに芽生えた本能を刺し激げきすることで、肉体の成長を促うながすことにも繫つながる、と言えるわ。そしてもう一つ、わたしには仮説があるの」

「仮説って……どんな？」

　正直、話が少し難しいものになりそうで、クルトにはちょっと辛つらい。高等教育を受けてないし、そもそもティアとは知識量も思考の速度も違ちがいすぎる。

　きっとその仮説とやらも、凡ぼん人じんには思いも寄らない複雑怪かい奇きなものに違ちがいなくて──

「女エルフの体も、性的刺し激げきに依よって成長が促うながされるのだと思うわ」

「…………はい？」

「つまり子供が産めるようになったからといって成長期が終わったと勘かん違ちがいしては駄だ目めなの。まだまだ成長の余地はあって、刺し激げきすることで促うながされるのよ」

「………………つまり？」

「わたしのおっぱいはまだ大きくなる可能性に満ちている、ということよ」

　至し極ごく真面目な顔で、なんか物もの凄すごく頭の悪そうなことを言い切った。

　思わず言葉を失うクルトに対し、ティアは微かすかに口元を綻ほころばせて優やさしく笑う。

「……そう、まだまだこれからなの。かといって、どこかの誰だれかみたいに無む駄だに膨ぼう張ちようした邪じや魔まな塊かたまりにまではならなくていいわ。エルフの細身に似合った、上品で慎つつましやかな、小こ振ぶりで美しいおっぱいになるに違ちがいないのよ……！」

「…………な……なるほど、なー……？」

「ふ、ふ……わたしとしたことが少し興奮してしまったようね。でも、ここを訪おとずれたのは理想の未来を得る為ため。そしてこれは、あなたにとってもマイナスにはならないわ」

「……えーっと…………ごめん、全然何を言っているのか分からないんだけど」

「ならばシンプルに。単刀直入に済ませましょう」

　キリッ、と理知的な瞳ひとみになったティアは真しん剣けんそのものの表情で、真まっ直すぐにクルトを見つめてくる。

「クルト。わたしのおっぱいを揉もみなさい」

「な………………うえぇっっ!?」

「そんなに驚おどろくことないでしょう。話の流れからして、自然な提案のはずよ」

　それはティアの言う通りだが、まさかそんなという思いが強かったクルトには完全に予想外だった。

　だって、あの『森が生み出した美の極地』とまで謳うたわれたティアが。

　まだ若葉の年とし頃ごろにも拘かかわらず、次期長老も確実と言われている天才が。

　その口から『おっぱいを揉もめ』だなんて言葉が出てくるなんて、夢だとしてもまず有り得ないことだ。

　しかし現実に、ティアは薄うすい寝ね間ま着きの胸むな元もとに両手を当てていて、

「文ぶん献けんに依よると、自分で刺し激げきするよりも異性にして貰もらう方が効果的らしいわ。……実際、少し自分で触さわってみたけれど、いまいち良く分からなかったし」

「もう試ためしたのっ!?　というか、あの、それって今の僕ぼくでも意味あるの？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。恐おそらくは意識の問題、そして自他の違ちがいでしょうね。少なくともわたしはクルトを男の子だと思えているから、作用するはずよ」

　こちらの疑問にスラスラと答え、ティアは怜れい悧りな目をクルトへと向ける。

「さあ、理解したのなら揉もんで頂ちよう戴だい。とりあえずは服の上からでいいわね」

「ほ、本当にやるの？　本気で言ってるわけ？」

「冗じよう談だんでこんなこと言うはずないでしょう。お互たがいの成長の為ためよ」

「いや待って、そうは言うけど……これってさ、普ふ通つうにエロいことだよね？」

　目の前に丁てい重ちように置かれた据すえ膳ぜんに、クルトは頭がクラクラしてしまいそうになりながらもストップをかける。

　エルフの中でもとびきりの美人の胸だ、そんなの触さわりたいに決まってる。たぶん性別が女になっていたとしてもこの欲求は生まれていたに違ちがいない。

　けど、それに素す直なおに従ってしまうのは、クルトの方針に反する。

「言ったはずだよ。僕ぼくは断固として子作りなんてしないって。拒こばむ権利はあるんだから、そんなことに協力は……」

「クルト。これはあくまでもお互たがいの成育の為ためよ。他の意図なんてないわ」

　じっ、と真面目な目でそんなことを言ってくる。

　確かに、ティアの性格を考こう慮りよすれば、下へ手たな噓うそはつかないはずだ。彼かの女じよがそう言うのなら、他の意図なんてないんだろう。

　それでも、だ。

「や、だとしても……やることって、その…………胸を触さわれ、ってことだよね？」

「触さわるだけじゃ不十分だわ。しっかり揉もんで貰もらわないと、意味が薄うすいもの」

「も、揉もむって……それはやっぱりエロい行こう為いなんじゃ……」

　というか、どう考えてもそうだ。

　一いつ般ぱん的に考えて、男が、女の胸を揉もむ。それは性的な行こう為いと言っていいはずだ。

　やりたいかやりたくないかと問われればそれは勿もち論ろんやりたいけど、ここで誘ゆう惑わくに負けたらクルトの沽こ券けんに関わる。

　この館で共同生活を送る一年の間、女の子達たちはあの手この手でクルトに迫せまってくる。それは早く子作り出来るようにする為ためであり、場合によっては正妻の座を得る為ためでもある、らしい。

　ただし、半ば強制的な子作りに反対しているクルトは、直接的な接せつ触しよくを拒きよ否ひすることも出来る。これが勝ち取ったルールの一つで、だからこそ今朝みたいな不意打ちはあっても、強ごう引いんに押おし倒たおされるようなことはない訳だ。

　契けい約やくの責任者はエルフの長老なので、偉い大だいな祖母を尊敬しているティアが軽々しく破るような真ま似ねなんてまずしない。他の二人だって、契けい約やくした以上は守らざるを得ない。

　だからクルトは興味をそそられることではあっても、女の子の胸を触さわるなんて性的な行こう為いをする訳にはいかなかった。これは契けい約やくじゃなくてただの意地だが、それを貫つらぬく意志がある。

　そのことはティアも分かっているはずだし、子作りに消極的なティアはこれまで夜よ這ばい当番だって活用せずに来たのに、どうして今になってこんな提案をしてくるのか。そこがクルトには分からない。

　ただ一つ分かるのは──普ふ段だんは冷静で深しん謀ぼうを思わせるティアの目が、真しん剣けん勝負に挑いどむようなマジなものになっている、ということくらいだ。

「……いい、クルト？　勘かん違ちがいしてはいけないわ。これは生せい殖しよく行こう為いや性的行こう為いとは全く別のものよ」

「えっ？　いやでも、胸を揉もむって……」

「仮説だけではなく、様々な文ぶん献けんを調べたの。例えば人間の女性は子供を産んでから母乳の出を良くする為ためにマッサージをするし、サイズを大きくする為ために食事や運動を試みるそうよ。そしてそれは大なり小なり効果はある、らしいの」

「へぇ……そういうものなんだ？」

「そう。つまり刺し激げきを与あたえて成長を促うながす、というアプローチは間ま違ちがいじゃないはずよ。だからこれは仮説を実証する為ためのものであり、胸のサイズで苦しむわた──全エルフの夢を叶かなえる為ためのものなの」

「……なんか物もの凄すごく個人的な要望に聞こえた、ような……」

「気のせいよ。クルト、あなたが胸を揉もむという行こう為いを性的なものと捉とらえてしまっているのも、気のせい……いえ、感受性の相そう違いね。先入観が邪じや魔ましているのよ」

　じっ、と真面目な面おも持もちで語るティアに、クルトはつい前のめりになって聞き返す。

「先入観、というと……？」

「赤子が母親の胸を触さわったり吸ったりしていても、そこに性的なものを感じる人はそういないはずよ。食事であり本能であり、とても自然なことだと認にん識しきしているから。でも、成人男性が同じ行こう為いをすれば意味合いは違ちがってくるでしょう？」

「そりゃあ、まあ……」

「同じように、肩かた凝こりを解消する為ために肩かたを揉もむ行こう為いは健全、けれど同じ体なのに胸やお尻しりを触さわるのは不健全……そこに健康的な名目があっても、先入観が邪じや魔まをして性的な行こう為いとして捉とらえてしまうの。同性ならば治ち療りよう行こう為い、或あるいはスキンシップとしか感じないはずなのに」

「…………確かに……」

　静かに理論立てて解説してくれるティアの言葉に、自然とクルトは聞き入ってしまい、神しん妙みように頷うなずく。なんだか授業を受けている気分になってきて、さっきまでの戸と惑まどいがどこかに隠かくれ落ち着きが戻もどって来た。

　正座をする背筋も伸のびるクルトに、ティアは静かに頷うなずき返し、

「もう一度言いましょう。これからわたしのおっぱいを揉もむのは、決して疚やましい行こう為いではなく、成育の為ためのものよ。お互たがいの利益になる、トレーニングなの」

「……トレーニング…………やらし……じゃなくて、疚やましいことじゃない……」

「ええ、そう。だから何の問題もないわ。問題に思うことの方が意識過か剰じようよ」

「…………なるほどー……」

　やけに耳に優やさしいティアの言葉を聞いている内に、段々とクルトの頭はぼんやりしてきた。何だかティアの言うことは全て正しくて、逆に自分の考えは間ま違ちがえていたんじゃないかという疑問が強くなる。

　思考が止まりかけているのに気持ちは穏おだやかで、今なら何でも信じられそうな感じがした。特に『妖精の森の宝石エメラルドクイーン』と謳うたわれるティアの言うことを信じなくてどうするのか。お互たがいの為ためを考えての提案をしてくれているのに。

　……それでも微かすかに、頭の片かた隅すみから『いやでも流石さすがにそれは……』と抵てい抗こうする声がする気がした。クルトの中の常識さんがちょっと待ちなよと訴うつたえているらしい。おかげで頭の中は再び混乱してきた。

　確かに、やっぱり男が女の胸を触さわるっていうのはまずい……けど、ティアの言う通りなら、それはむしろエロ意識があるから過か剰じよう反応しているだけってことで、つまり拒きよ否ひをするというのは自分がエロいことを考えているってことになる、ような……！

　悶もん々もんとしながら必死で考えるクルトだが、何が正しいのか全然分からなくて、気持ちとしては触さわりたいような触さわっちゃいけないような、でもこんなチャンスは二度とないんじゃないか、けれどやってしまえばあの決意はなんだったのかということに──

「それで、どうなの？　クルトは、わたしのおっぱいを触さわりたくないの？」

「そりゃあ触さわりたいよ！」

「そう。だったら問題ないわね」

「…………ハッ?!　本能が反射的に……!?」

　あれだけ葛かつ藤とうしていたのに即そく答とうとか。男になってから芽生えたこの本能はどれだけの熱量があるというのか、クルト自身もびっくりだ。

「でも……良かったわ。良いい返事が貰もらえて。断られたら、わたし……」

「えっ……ティア？」

　微かすかに表情を緩ゆるませて安あん堵どした様子の彼かの女じよに、クルトは思わずドキッとする。

　あの才女がこんなに喜ぶだなんて、もしかしたらティアは本当に自分のことが好きなんじゃないかと──

「もし断られたら、おっぱいを揉もませようとして袖そでにされたなんて事実ごとクルトを消し去る必要があったもの。そうならなくて良かったわ」

「それは本当に良かったよ！　……えっ、何？　僕ぼく、今地味に命の火が消される瀬せ戸と際ぎわだったの……!?」

「死にはしないわ。数日間の記き憶おくが消える程度の重傷で済ませていたもの、安心しなさい」

　何一つ安心出来ないことを微笑ほほえんで言われた。滅めつ多たに見せない極ごく上じようの笑えみをこのタイミングで見せるとか、凄すごまれるよりもずっと怖こわい。

「さあ、クルト。早く触さわって」

「う…………ほ、本当にいいの？」

「ええ。何度も言わせないで。これは育成、もしくは治ち療りよう行こう為いよ。何一つとして疚やましいことはない、健全なことだもの」

　何な故ぜかとても寛かん大だいな雰ふん囲い気きを醸かもし出だすティアは両手を膝ひざ上に置いて、胸を張る。いつでもどうぞ、と言わんばかりだ。

　ここまでされては流石さすがにクルトも腹を決め、ごくりと唾つばを飲のみ込こむ。

　戸と惑まどうことはない、疚やましいこともない。だってこれはトレーニング、お互たがいに有益な健全な行こう為いだ。自分に禁止しているエッチな行こう為いとは全然違ちがう。

　そう自分に言い聞かせ、それでも恐おそる恐おそる、ゆっくりと両手をティアの胸へと伸のばす。

　動き出してから、しまった初めは片手で行くべきだったんじゃないかとか、いやでも片手は失礼かもだし最初で最後の機会かもだから思い残しのないよう両手に感かん触しよくを残したいとか、もやもやと雑念が高速で浮うかびまくる。

　しかしそれも震ふるえる手がティアの寝ね間ま着きに触ふれた瞬しゆん間かんに消し飛び、頭の中が真っ白になった状態になる。

　何も考えられなくなって、ティアの綺き麗れいな顔が気のせいか緊きん張ちようしているようにも見えて、何な故ぜだかそれが余計に興奮を煽あおって……

「い、いくよ……触さわっちゃうよ……?!」

「……ええ、どうぞ」

　最後の確かく認にんもブレーキにはならず、最も早はや妨さまたげるものは何もない。

　カラカラに喉のどが渇かわいてしまい、もう一度『これは健全なトレーニングだから』と内心で呟つぶやき唾つばを飲のみ込こんだクルトは、意を決してティアの胸に──触ふれた。

「…………？」

　……確かに胸には触ふれている。寝ね間ま着きの生き地じの感かん触しよくが掌てのひら一いつ杯ぱいに広がっているし、薄うつすらと体温も伝わってきているから間ま違ちがいない。

　だが…………淡あわく期待していた柔やわらかさは……

「クルト、触さわるだけじゃ駄だ目めよ。遠えん慮りよしないでいいから、しっかりと揉もんで。マッサージをするようにね」

「う、うん……」

　促うながされて、やんわりと指に力を入れつつ、掌てのひら全体を使うようにして揉もんでみる。

　最初は指先に意識を集中し、ゆっくりと慎しん重ちように……それから外側から中央へと集めるように、動かしてみる。

　けれどやっぱり、そこにはあるべきものがないというか、むしろないからないというか、

「……………………ゼナの時と……」

　思わず感想を口走りそうになった直後、刺さすような殺気が目の前から溢あふれ出でた。

「……今、何と言ったの？」

「ふぁっ!?　いやっ、別に他意はなくてっ……！」

「…………」

　咄とつ嗟さに否定の言葉を口にして両手を上げるが、ティアの目は完全に囚しゆう人じんを処しよ刑けいする刑けい務む官かんのそれで、攻こう撃げきが飛んでこないのが不思議なくらいだ。

　ホールドアップしたまま死の恐きよう怖ふに怯おびえるクルトに、切れ長の目を鋭するどく細めたエルフの才女は無表情に殺意を叩たたきつけてくる。

「…………わたしの、おっぱいと……ゼナさんの……何が違ちがうと？」

　……そしてこれは、恐おそらく運命を決める質問だ。回答次し第だいでは本気で死にかねない──そう覚かく悟ごさせられるだけの威い圧あつ感がある。

　地じ獄ごくの釜かまが口を開けて手招きしているこの状じよう況きように、クルトは猛もう烈れつに嫌いやな汗あせを搔かきながらも必死に頭を働かせ、

「や、だからさ?!　ほらっ、ゼナの時は直接触ふれていたから、それとは感かん触しよくが違ちがうなって！」

「……む。確かに、その差は大きいでしょうね」

「うん、うんっ……やっぱり布越ごしとは違ちがうよ、うん……！」

　理解を示してくれたところで過か剰じようなまでに頷うなずいてみせると、ティアが殺気を納めて少し考えるような表情になる。

　どうやら命の危機は脱だつせたと心底から安あん堵どするクルトだが、まだ片足が抜ぬけ出だせただけだ。次の失態で頭の天てつ辺ぺんまで沈しずめられるのは変わらない。

　そんな崖がけっぷちな心境のこちらとは違ちがい、ティアはやや気き後おくれしたのか眉まゆ根ねを寄せる。

「……つまり、直じかに触さわらせろということね。それは少し困るわ」

「…………えーと……何が？」

　選せん択たく肢しを間ま違ちがえられないのでイエスともノーとも言わずに返すと、ティアは微かすかに表情を曇くもらせて、

「この格好だと下から手を入れるのは難しいわ。横や上からだと触ふれることは出来ても、無理に入れると服が伸のびてしまいそうだから嫌いやだもの」

「あ、そっか。でも、たくし上げればいいんじゃ？」

「そんな格好したくないわ。それに……裸はだかを見せるのは、恥はずかしいもの」

　困った風な顔で視線を逸そらすティアは、正直物もの凄すごく可愛かわいい。

　でも、

「えぇー……今いま更さらそんなこと言うの……？」

「勿もち論ろんよ。わたしがしているのはあくまでもトレーニングで、裸はだかを見せるとなればそれは性的なものになってしまうわ」

「……そうなるなら僕ぼくも拒きよ否ひするけどさ……でも、胸を触さわらせるのはいいのに？　医者に診みせる感覚とは違ちがう？」

「生あい憎にくと健全なエルフだもの、医者に裸はだかを診みせるのだって物心ついてからは経験ないわ。分化した後の検けん診しんではわざわざ脱ぬぐ必要無いし」

　そう言われると確かに、クルトも同じくだ。華きや奢しやで色白なエルフは物語では病弱な存在として扱あつかわれることが多いけど、実際はとても病気に強い。風か邪ぜ一つ引かずに老ろう衰すいで生しよう涯がいを終える、なんてこともそう珍めずらしくないくらいだ。

　ただしティアと一つだけ違ちがうのは、クルトの場合は分化で男と診しん断だんされた後、念の為ためにと裸はだかの状態で検査も受けたので、記き憶おくにも新しい。

　ともあれ、ティアの寝ね間ま着きは体にフィットしたワンピースタイプだから、たくし上げると不格好になるっていうのは頷うなずける。顔も完全に見えなくなるだろうし。

「脱ぬがずに直じかに触ふれるのは無理なら、もうここまでにしとく？　ティアも、そんなに効果ありそうな感じじゃなかったし」

「……そうね、文ぶん献けんには段々と気持ち良くなると書いてあったのに、少しくすぐったい程度だったわ」

「なら、また別の機会に、ってことで……」

「駄だ目めよ。一分一秒を争うという程ほどではないでしょうけど、成長の余地を残す期間は短いの。ゼナさんとイツミさんの夜よ這ばい当番の日は遠えん慮りよするのが当然だから、一日でも無む駄だには出来ないわ。それに……」

「まだ何かあるの？」

「このまま終わると、わたしのおっぱいの評価はゼナさん以下となってしまうじゃない……！　そんなの絶対に許せないわ」

　全く予想外の理由を口にしたティアは、勝負に拘こだわる本気の目をしていた。女のプライドというヤツなのかもだ。

　一方のクルトはどうなのかというと、踏ふん切ぎりが付かない。今のままだと服の上から背中を触さわったのとそんなに変わらない気もする。勿もち論ろんそれを言ったら確殺コースなので、口が裂さけても言えないけど。

　でも、『じゃあ脱ぬいでよ！』と言ってしまうのは違ちがう気がする。それはもう積極的にエロい行こう為いを望んでいるみたいで、自分判定ではアウトゾーンだ。

　……かといって、生で触さわってみたいかどうかと聞かれると、やっぱり触さわってみたい。あくまでも好こう奇き心で。どんな感じなのかなー、という興味で。他意は無しで……！

　そんなこんなでクルトが退ひき際ぎわを悩なやんでいると、

「……分かったわ。こうしましょう」

　いつの間にか意を決した表情に変わっていたティアが、ベッドに置かれた枕まくらへと手を伸のばしていた。

　そして枕まくらを持ったティアは何な故ぜかカバーを外して、横長に折おり畳たたみ始める。

「え、と……何をしているの？」

「これを使うの。クルト、後ろを向きなさい」

「へっ？　いいけど……？」

　何が何やら、と疑問は抱いだきつつ、クルトは素す直なおにくるりと背を向けて座すわり直す。

　と、背後に近付く気配を感じたと思ったら、ふわりと顔に何かか巻き付いてくる。

「わぷっ?!　な、何をっ？」

「目め隠かくしよ。これをこうして……どう？　見える？」

「見えるも何も、目を瞑つぶったところを巻かれたから開けられないよっ」

「だったらいいわ。これでわたしが裸はだかを見られることはなくなったから、性的行こう為いにならず健全にマッサージを行えるわ」

　……これが健全とか、どういう冗じよう談だんなのか。目め隠かくしをして胸を触さわる男って、傍はた目めから見たら完全に変態だ。少なくともクルトなら、そんな現場を見たら一発で特とく殊しゆなプレイだと思うし。

　けど、自分の閃ひらめきにティアが満足しているのが声で伝わって来るので、余計なことは言わぬが花だろう。

「……意図は分かったから、もっと緩ゆるくしてくれない？」

「駄だ目めよ、それだと少し動いただけで外れてしまうもの。そのまま大人しくしてなさい」

　そんな命令をされて聞く義理はないが、しっかりと目め隠かくしされた状態で逆らうなんて命知らずなこと、出来はしない。

　それに──尖とがった耳に届く、衣きぬ擦ずれの音。これは間ま違ちがいなく、ティアが寝ね間ま着きを脱ぬいでいる音だ。

　目め隠かくしされて見えないせいか、どうなっているのか分からなくて、さっきよりドキドキが凄すごい。考える気もないのに、こんな格好をしているのかなとか、胸だけじゃなくてパンツまで見えちゃってるのかなとか、妄もう想そうが止まらなくなる……！

「……準備出来たわよ。クルト、続きを」

　促うながすティアの声に、悶もん々もんと俯うつむいていたクルトは顔を跳はね上あげる。

　……が、

「あの……どこが胸なの？」

「…………へえ。わたしのおっぱいが影かげも形もなくて分からないと？」

「ふぁっ、そうじゃなくてね!?　目め隠かくししてるから、触さわろうにもどこにティアがいてどの辺が胸なのか分からないって意味だよ！」

「……ああ、そういえばそうね。ケアレスミスだわ」

　そのうっかりで危あやうく殺されるんじゃないかって殺気を叩たたきつけられた身としては勘かん弁べんして欲ほしい。

　視界が真っ暗なせいか恐きよう怖ふも倍増してクルトが頰ほおを強こわばらせていると、後ろにいたはずのティアが動く音がした。

　そして気配が正面に回ってきて、膝ひざをつき合わせた距きよ離りに相手を感じる。

「分かる？　目の前にいるから、手を伸のばせば触さわれるわ」

「う、うん……それじゃ……」

　今度は恐きよう怖ふではなく緊きん張ちように襲おそわれつつ、両手を前へと伸のばす。実際に裸はだかが見れないのはとても残念だけれど、これはエッチな行こう為いじゃないんだから仕方が無い。今からするのも、エッチな行こう為いじゃなくて、マッサージだ。

　そう強く自分に言い聞かせ、興奮にちょっと理性がどうにかなりそうなのを押おさえ込こむ。

　ゆっくり、探さぐるようにして手を伸のばしていき……そしてついに、指先に明らかに布とは違ちがう柔やわらかで少しひんやりしたものが触ふれた。

「あっ……こ、これがティアの……？　何だかちょっと硬かたいけど……？」

「そこは鎖さ骨こつよ。もっと下」

「下、ってことは……あっ、ここ？　柔やわらかいし……」

「……そこはお腹なかよ。もう……無む駄だな脂し肪ぼうはついていないのに」

「うっ…………じゃあ、ここは……違ちがうかな、なんだかゴツゴツしてるし……」

「…………そこ、ほぼおっぱいよ。肋ろつ骨こつだから、少し下ではあるけれど……でも……！」

　またも溢あふれ出でた殺気に、クルトは慌あわてて手を上の方にスライドさせて、

「こっ、ここだよね！　わあ、全然感かん触しよくが違ちがうなぁ！　触さわってみたらすぐに分かったよ！」

「……ええ、そうでしょう？　少しくらい小さくても、ちゃんと膨ふくらんでいるもの。分かって当然だわ」

　何事もなかったかのように静かに話すティアの怒いかりが急速に萎しぼんだことに、クルトはだらだらと冷ひや汗あせを搔かきながら胸を撫なで下おろす。良かった、もう少しフォローが遅おそかったら目め隠かくしされたボコボコの死体という猟りよう奇き的なものになっていたかもしれない。

「さあ、念願のおっぱいよ。あまり乱暴にしなければ好きに触さわっていいから」

「……う、うん……じゃあ、お言葉に甘あまえて……」

　本当は死を予感したことでむずついていたエロい気持ちなんて完全に吹ふっ飛とんでいたが、ここで止めたら酷ひどいことになるのは目に見えている。

　それに、これはあくまでもマッサージだ。むしろ邪よこしまな気持ちが消えたことで、真面目にやれるかもしれない。

　初めての体験なので上う手まくやれる自信はないけど役得なのは間ま違ちがいないし、その分も精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろうと、クルトはやわやわと両手を動かしてみた。

「えっと……どう？　こんな感じ？」

「んっ……そんな風に弱く撫なでられると、むしろくすぐったいわ。刺し激げきを与あたえるのだし、もっとちゃんと揉もんでいいのよ」

　ティアの体がこちらの手から逃のがれるように動き、それでもくすぐったいのを我が慢まんしようとしてくれているらしく、指は触ふれたままだ。

　なのでクルトは言われた通り、もう少し強めにしっかり揉もんでみようとする……が、どうにもよく分からない。

　触ふれた肌はだの感かん触しよくはとても滑なめらかで、ずっと触ふれていたいくらい気持ちいい。けど、肉の重量感というか、掌てのひらにフィットする肉感は全然無かった。さっきうっかり口にしそうになったゼナとの差は、『え、比べちゃうの？』と言いたくなるくらいの雲うん泥でいの差さがある。

　揉もむ、というより撫なでている、という方が正しい。横や下から集めるようにして触さわっても、無む駄だな脂し肪ぼうが殆ほとんどないから集まってもくれない。手の中からすり抜ぬけていく。

　クルトの思おもい描えがいていた『おっぱいを揉もむ』というものとは全然違ちがう現実に、何だか段々と虚むなしくなってきて……

「…………ん…………ふ、ぅ……」

「…………」

「ぁっ…………ふ……」

「……………………」

　……訂てい正せい。全然虚むなしくなんてなかった。むしろ物もの凄すごく興奮する要素がてんこ盛りだ。

　確かに胸は薄うすい。果たしてこれをおっぱいと呼んでいいのか審しん議ぎにかけたいくらいだ。

　けど、触さわればティアが微かすかに反応する。身を捩よじったり、吐と息いきを漏もらしたり、艶なまめかしい声を出したり……なんかもう、凄すごい。

　それに、視界が塞ふさがれているからつい忘れがちだけど、あのティアの胸を直じかで触さわっている。これだけでも客観的に見たらとんでもないことだ。いやまあ、目め隠かくしして女の子の胸を触さわっている時点で客観的にはアウト間ま違ちがいなしだけど。

　つい鼻息を荒あらくしてしまいながら、クルトはさっきまでよりも積極的にやわやわと指を揉もみ動かし……

「……少し体が温かくなってきたわ。その調子で…………んっ……?!」

「あれ？　なんか、ここ……？」

　人差し指の根本辺りに、すべすべの肌はだの中で少しだけ異なる感かん触しよくがあって、クルトは手を下にずらして指の腹で触ふれてみる。

　そこだけ小さな突とつ起きみたいになっていて、形を確かく認にんするように撫なでてみた瞬しゆん間かん、ティアの体がピクンと震ふるえた。

「やっ……そこは、ちょっと……！」

「えっ？　でも、ここも胸だよね？」

「そう、だけれど……ぁっ、だからっ……！」

　何な故ぜだかティアの声がさっきまでより高いというか、切せつ羽ぱ詰つまった感じに。

　変化はそれだけじゃなくて、

「…………あ、れ……なんだか、少し硬かたく……？」

「っ、それはっ……そこばかり触さわるから、ぁ……っ」

「え、や、でも、ここが一番反応が良いいし……！」

「ふあぅっ……!?　敏びん感かんなところだから抓つねらないのっ…………んっ……！」

　気が付けばティアの息いき遣づかいが荒あらくなっていて、それがクルトの耳を擽くすぐる。

　というか、いつの間にかティアの手がこちらの肩かたから首にかけて回されていて、抱だきつかれる寸前みたいな形になっているらしかった。

　これはとてもヤバい体勢だ。半はん裸らの相手と抱だき合あう形って、こんなの健全な訳がない。もうここで止めて離はなれないと、このままエスカレートしたら本気で大変なことになる……！

　……と、頭では分かっているのに。どういうことか、クルトは胸を触さわる手の動きを止められない。

　いつもと違ちがって余よ裕ゆうのないティアの声が、指に触ふれるぷっくりと丸みを帯びた固い感かん触しよくが、どうしようもなく夢中にさせて、

「…………ぁ？」

　不意に、興奮の真っ直中にいたクルトはその異変に気付く。

　閉じた瞼まぶたを強く押おしつけるようにして巻かれていた布が、いつの間にかふわりと緩ゆるんでいるのを。たぶんティアの手が後頭部にある結び目に当たって、解けかかっているに違ちがいない。

　そしてそれは現在進行形で緩ゆるくなっていて、クルトの手の動きに反応してティアが微かすかに体を捩よじる度たびに、瞼まぶたを圧あつ迫ぱくする力は弱まっていく。

　少しだけどもう目は開けられて、布越ごしに部屋の明かりと、すぐ前にいるティアの輪りん郭かくもぼんやりと黒く見えた。

　もしかすると──いや、ほぼ確実に、このままいけば目め隠かくしが取れる。別に手を使った訳でもわざとでもないし、不ふ可か抗こう力りよくだ。

　不ふ可か抗こう力りよくだから……取れてしまってティアの裸はだかが見えても、これはもう仕方ない……！

　そう思うと更さらに頭の奥おくが熱くなって、ぺったんこだけどいつまでも触さわっていたい滑なめらかな肌はだの胸に這はわせた指を一心不乱に動かし、

「や、ぁっ…………は……んんっ……?!」

「………………！」
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　そしてついに、一ひと際きわ激しくティアの体が震ふるえた瞬しゆん間かん──はらりと、目め隠かくしが取れる。

　既すでに目を開けていたクルトは、部屋の明るさに反射的に瞼まぶたが閉じそうになるのを全力で堪こらえて、バッチリと見た。

　間近に迫せまっていたティアの、運動直後のような紅潮した顔。

　剝むき出だしになった、眩まばゆいくらいに白くて華きや奢しやな肩かた。

　そして──




「じゃじゃーん！　二日続けてボク参上！」




　……その肩かた越ごしに、ドアが開いて飛とび込こんで来た侵しん入にゆう者の姿が。

「なっ、ぜ、ゼナ?!　どうしてっ、なんで……!?」

「ぇ……ゼナさんっ……?!」

　半ばパニックでクルトが上げた声に、とろんとしかけていたティアがすぐさま反応し、バッと素す早ばやく拾った服で体の前面を隠かくす。咄とつ嗟さのことすぎて、物もの凄すごく残念なことに肝かん心じんな部分を見み逃のがしてしまった。

　だがそれを悔くやしがる前に、バッチリ目が合っていたゼナの弾はじける笑え顔がおが驚おどろきに染まって……ややあって、ポカンと開いた口がにんまりと笑えみの形に変わる。

「……へー。へぇぇー。そーなんだぁ、ボクにはあんなこと言っておいて、ティー子ってば抜ぬけ目めないんだぁ」

「何を誤解しているか知らないけれど、これはあなたがしたような夜よ這ばい目的のものではないわ。歴れつきとしたマッサージよ」

「そ、そうだよ！　これはマッサージだから、健全な行こう為いだよ！」

「へー。マッサージ、かぁ。そんな格好で、体勢で、目め隠かくしっぽいのもして？　なるほどなー、マッサージかぁ……」

　何やら意味深なゼナの呟つぶやきに、クルトは氷水をぶっかけられたような気分になる。

　言われてみれば……半はん裸らの相手が抱だきついてくる形で、目め隠かくしまでして、果たしてあれがマッサージと呼べるのかどうか。いや勿もち論ろん目的はマッサージと同じはずなんだけど、客観的に見てみると、あれは──

「あ、れ……？　マッサージ……なのかな、あれ……？」

「自信を持ちなさい、クルト。あれはマッサージよ。淫みだらな行こう為いではないわ」

「う、うん…………でも、あれは……」

　ティアはそう言うものの、一度疑問を持ってしまうと、あんなの怪あやしさしかない。

　始めはちょっと不ふ埒らちではあるけれどちゃんとしたマッサージと言えなくもなかったものの、目め隠かくしの時点から何かがおかしくなっていた気がする。

　あれはエロ禁止の自分ルールで果たしてセーフなのかどうなのか、判定に迷ってしまう。

　そんなクルトに、「そだっ」という明るいゼナの声が届いた。

「じゃあボクもそのエロマッサージ受けよっと。いいよね、クー太？」

「ええっ?!　いや、そのっ……」

「わたしが受けているのはそんな不ふ埒らちなものじゃ……！」

　キッ、と睨にらみを効かすティアだけど、顔が赤らんだままだし目つきもいつもより鋭するどさに欠けていた。

　だからという訳じゃないだろうが、ゼナは全く聞く耳持たずに笑えみを深め、

「いいじゃんいいじゃん。このボクがクー太に本当のおっぱいの揉もみ心ここ地ちというものを教えてあげちゃおっかな──とうっ！」

「わわっ……!?」

　またティアの殺意メーターが上がりそうなことを言ったゼナは、さして広くもない部屋で走って近付いて来て、そのままベッドにダイブした。クルトとティアの間に入る形でだ。

「ちょっと、あなた……！」

「自分だけずっこいよー。ボクだっていちゃいちゃムラムラしたいんだから」

「だからわたしはそんな目的でクルトの部屋に来たんじゃないわっ」

「なら帰ればいーじゃんかー。ここから先はボクが責任を持って、クー太を大人の男に近付けてあげるからさー」

「あわわ……うわわわわわ……！」

　話しながら前から抱だきついてくるゼナと、それに触しよく発はつされて反対側の背中に身を寄せるティアに挟はさまれて、クルトはもう一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいだ。

　このままあの幸せな時間が延長されるのなら嬉うれしいけど、たぶん……いや間ま違ちがいなくそうはならない。天国に見せかけた拷ごう問もんタイムの始まりだと勘かんが告げている。

　それに、ティアと違ちがってゼナの目的は間ま違ちがいなく性的なものだ。マッサージすれば素す晴ばらしい感かん触しよくが体験出来るだろうけど、その目的だと完全にアウトになる。

「あのっ！　僕ぼくは、そんなこと──！」

　ベッドの上でほぼ裸はだかのティアと際きわどい格好のゼナに挟はさまれながらも、クルトは気持ちを強く持って拒きよ否ひしようと、

「ちょっとぉ、うるさいですのよぉ……私わたくし、今日はとても疲つかれているので早く眠ねむりに就つきたいんですの…………に……？」

　──そこに、混乱を加速させる新たな人物が入って来た。

　眠ねむそうに目を擦こすりながら現れたのはイツミで、心なしかやつれているようにも見えた。修復魔ま法ほうによる過か酷こくな労働と寝ね不ぶ足そくが響ひびいているのかもだ。

　だが、クルトが彼かの女じよに同情するのよりも先に、ぼーっとしたイツミがベッドの上へと視線を走らせて……その表情が、一いつ瞬しゆんにして引ひき攣つってしまう。

「な……なんですの、これは？　ティアリーズさんとゼナさんが、あられもない姿でクルト様のベッドに……?!」

「えっ、や、これはっ……違ちがうよっ?!　違ちがうから落ち着いてっ！」

「イツミさん、何か勘かん違ちがいしているわ。それと……嫌いやな予感がするのだけれど」

「……ありゃりゃ、なんか覚えがある展開だよ？」

　クルト達たちが口々に言う声も、わなわなと震ふるえるイツミの耳には届いていない様子だ。

　昨夜も同じような光景を見ちゃったなー、とこの後をほぼ確信してしまったクルトは泣き笑いに近い表情になりながらも、どうにか悲劇を止めるべく説得しようとする……が、もう既すでに手て遅おくれで。

「また……また、私わたくしだけ除のけ者もの…………私わたくしは嫌きらわれ年増ですのっ?!」

　指輪をなぞったイツミが紋もん章しよう魔ま法ほうを発動させて──

　よもやの二日連続で、部屋を閃せん光こうと炎ほのおが埋うめ尽つくした。







　──まあ、大体こんな感じで。

　あの日から一変したクルトの生活は、とんでもない刺し激げきに満ちた、喜んでいいのか塞ふさぎ込こめばいいのか分からないものになっていた。
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「……おめでとうございます！　男の子ですよ！」

　興奮した看護師の声に、言われた当人はすぐに反応出来なかった。

　こういうのは普ふ通つう、産まれたばかりの赤子を見て言うものだと思う。相手が母体か家族かは分からないけれど、そういうもののはずだ。

　だが、看護師が件くだんの言葉を向けたのは、もう十六歳さいになったクルト本人にだった。




　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　◇




　物心がついた時、クルトは既すでに自分のことを『微び妙みようだなぁ』と思っていた。

　父親は平へい人じん種しゆ──つまり人間で、母親がエルフという組み合わせはそこまで珍めずらしくない、らしい。

　見み目め麗うるわしいエルフだが、その外見が美的感覚でどストライクなのは平へい人じん種しゆに多く、パワーこそ正義な人が多い獣じゆう人じん種しゆや、小さくてがっしりとした体格を好む地精族ドワーフには全然タイプが合わないのだとか。一方のエルフの好みも、細身で知的な創造性に優すぐれた人物なので、お互たがい様なのだろう。

　クルトの場合は抜ばつ群ぐんに美しいエルフの母親と、なんだか頼たよりなさそうな童顔な人間の父親との間に産まれたエルフだが、種族的にはハーフじゃなくて完全なエルフに分類される。

　というのも、エルフとの間に産まれる子供は『エルフか、相手の種族か』の二に択たくになるからだ。つまりクルトならエルフか平へい人じん種しゆかの二に択たくになる。

　産まれてすぐにエルフだというのは確定した。生せい殖しよく器がないことと、念の為ために行う精水晶ピユアクリスタルによる色判定でエルフ特有の緑色が出たので確定している。

　……にも拘かかわらず、年々周囲の反応は『えっ？　本当にエルフなの？』というものに変わっていった。まあでも、仕方ないだろうなー、とはクルト自身でも思う。

　まず、華きや奢しやで衆しゆう目もく美び麗れいが基本のエルフにしては、ぱっとしない顔立ちをしていること。尖とがった耳以外はそこまで人間と変わらない、しかも平均顔だ。

　それから父親が人間、母親が変わり者ということで、食生活は人間寄りで肉や魚も普ふ通つうに食べる。森に住むエルフは果物や野菜類以外は殆ほとんど食べないのだから、これを知られると凄すごく驚おどろかれた。

　何度か母親に連れられて全エルフの八割以上が暮らしているという『叡えい智ちの森』に行ったことがある。……というか、森で産まれて森で育っていながら大陸横断の旅だなんてことをする母親がエルフの中でどれだけの変人なのか、あそこに行かなければ知らなかったし。

　森に住むエルフと自分との違ちがいには、子供ながらに物もの凄すごくショックを受けた。母親が特別綺き麗れいなだけだと思っていたら、むしろ自分がエルフとしては異い端たんという衝しよう撃げき事実に。母親みたいに内面が変わっているだけなら良かったのに、世の中そう上う手まくはいかないらしい。

　そんな訳で端はたからは『あれ本当にエルフなの？』と疑ぎ惑わくの目で見られつつ、自分でも『これならむしろ平へい人じん種しゆとして産まれたかったなぁ』と思いながらクルトは育ち……

　そして、運命の日を迎むかえた。

　十六歳さいで二次性せい徴ちようが始まり、何日にも渡わたる高熱に魘うなされてぐったりした後で、町にある病院で念の為ために診しん察さつを受け──そこで言われたのが、例の「おめでとうございます」だった。




　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　◇




「……全く。大変なことをやらかしてくれたもんだね」

「長老様、どういう意味です？　我わが子が男の子だと何か不都合でも？　喜ばしいことのはずですが」

　疲つかれた声で呟つぶやいたエルフの長老に意見したのは、クルトの隣となりにいる母のネーザリスだ。いつものようにツンと澄すました表情だが、実子のクルトには分かる。あれはちょっと苛いら立だっているはずだ。

　今日はクルトが男だと判明してから最初の週末で、本来ならお祝いに家族で食事に行くところだった。それを精せい霊れい魔ま法ほうで呼び出され、遠路遥はる々ばる『叡えい智ちの森』まで来る羽目になったのだから、そりゃあ文句も出る。道中の馬車で『百年近く産まれていなかったエルフの男児なのだから、大々的にパーティーでも催もよおしてくれるのでしょう』とか言っていた母親からすれば、よもやの対応のはず。

　とはいえ、クルトにしてみれば長老とは初めて会うので、むっとするような余よ裕ゆうなんて全然無かった。

　エルフ総人口の実に八割以上が暮らしている『叡えい智ちの森』だけでなく、全てのエルフの中から選ばれる最も優すぐれたとても偉えらい人──それが長老だ。今の長老になってからもう百年近く経たっているらしいのに、まだまだ年寄り扱あつかいするには早い二百歳さいくらいなんだとか。

　実際に見た長老は小こ皺じわの一つもない、とても綺き麗れいな女性だった。人間だとしたら十代半ばくらいにしか見えなくて、やや身長が低いせいか、クルトの母親より幼く感じられる。まあ、母だって七十歳さいを超こえているのに二十歳さいそこそこで十分通じる外見だけど。

　美人な二人に決定的な違ちがいがあるとすれば……二人とも表情に乏とぼしいけど、長老の方には凄すごみというか、威い厳げんみたいなものが感じられるってところだろう。

「その子が百年振ぶりに産まれた男の子かい。間ま違ちがいないんだろうね？」

「あら。疑うなら脱ぬいで確かめますか？」

「ちょっ?!　母さん何言ってんの!?」

「冗じよう談だんですよ。全ぜん裸らになっても、まだ意味がないでしょう」

「……だとしても脱ぬぎたくなんてないんだけど…………はぁ……」

　真顔でえらいことを言う母は相変わらずどこかピントがズレていて、クルトは深々とため息を吐つく。恥はずかしいからあんまり変なことを言わないで欲ほしい。

「全く、あんたは相変わらずだね。頭は良いいのに所々抜ぬけているのは若木こどもの頃ころからだよ」

　親子のやり取りを見ていた長老はどこか疲つかれた様子で首を横に振ふり、それから改めてクルトを見み据すえる。

「後で医い療りよう院に行って、正式な立ち会いの下もとで再確かく認にんはさせて貰もらうがね。別に疑っている訳じゃないんだが、事が事だ」

「だからパーティーは後回しにしたと。そういうことですか」

「……全然違ちがうよ。あんたは本当に……」

　今度はハッキリと項うな垂だれて、長老はジロリと母を睨にらみ付つける。

「あんたがそんな風に適当でこっちの指示通りにしなくて問題が起こるんだよ。困った子だよ、全く……！」

「あら。ちゃんと子供の性別が判明したら報告したというのに、酷ひどい言い様ですね。面めん倒どうだから止めようかとも思ったのに」

「……いやあの、無視する気満々だった母さんを説得したの、僕ぼくだよね？　しかもやったのかどうか確かく認にんしたら、まだだって言うし……」

「そんなことありましたか？　記き憶おくにないですが」

　思わず口を挟はさんだクルトに対し、母はしれっと言い切る。堂々としていてある意味凄すごい。

　そんな態度に長老は眉み間けんを指で軽く揉もみながら、

「言っておくけどね。あんたからの《言こと珠だま》を聞いたのは昨日の晩だよ。こっちから呼び出しの《言こと珠だま》を送ったのは、昨日の昼前さ」

「……長老が痴ち呆ほうでなければ、順番がおかしいですね。なら、クルトの性別が分かる前に呼び出したと？」

「いいや、知っていたさ。それが問題なんだよ、全く……」

　長老の言葉に、母の表情が微かすかに張はり詰つめたものに変わるのがクルトには分かった。他の人には分からないかもだけど、流石さすがに十六年以上一いつ緒しよにいるから見て取れる。

　でもピリッとした理由がまるで分からず、母親と長老の顔の間で視線を往復させるしかないクルトの耳に、驚きよう愕がくの事実が飛とび込こんできた。

「あんたからの《言こと珠だま》が届く前に、近くの街に住む情報屋が事実確かく認にんに来たんだよ。『長らく産まれていなかったエルフの男子が誕生したと聞いたが本当か』、ってね」

「えっ？　でも、母さんからの連れん絡らくより早いって……？」

「──つまり、情報が売られている、と？」

　先さき程ほどまでよりも低い声こわ音ねでの問いに、長老は重く頷うなずく。

「そういうことだね。だから指定の医い療りよう院で検査を受けろと言いい含ふくめておいたってのに……」

「確かに、それは私のミスですね。まさかうちの子が男になるとは全く、微み塵じんも、これっぽっちも思っていなかったので」

「それ本人の前で言っちゃうの？　二次性せい徴ちようを終えたばかりで多感な時期の我わが子に言っちゃうの？」

　凄すごくハッキリと期待ゼロ発言をされてしまった。まあ今いま更さらだから傷付きはしないけど、デリカシーって何だろうとは思う。心なしかこっちを見る長老の目に同情の色が混ざってるし。

「……とにかく、だ。情報屋には未み確かく認にん情報だから事実がハッキリするまで広めるのは止めるよう釘くぎを差しておいたがね。各地に売られただろう情報についてはどうにも手て遅おくれだよ」

「医い療りように関わる人間が、患かん者じやの情報を売るとはとんでもない話です。今度報復に行かないとですね」

「さらっと怖こわいこと言ってるんじゃないよ。確かに褒ほめられない行こう為いだが、あんたが迂う闊かつなのも事実だ」

「医い療りよう関係者のモラルを信じられないとは嫌いやな世の中です。どこかの老人のように性しよう根ねが捻ねじれた人ばかりだなんて」

「あたしのことを老人呼ばわりするのはあんたくらいだよ、全く……」

　やれやれだと疲つかれた様子で首を横に振ふった長老は、しれっとした顔の母からクルトへと視線を移し、

「そんなことより、ここからが本題だがね──クルト、だったね？　あんたに早さつ速そく婚こん姻いんの申もうし込こみが来ているんだよ」

「あ、そうなんですか…………って、え？　婚こん姻いん……？」

　思わず流してしまいそうになったが、かろうじて頭の片かた隅すみで『ちょっと待てや』とストップが掛かかり、聞き返す。

　何かの間ま違ちがいだとは思うが、それにしたって有り得ない単語が聞こえた。

　いきなり婚こん姻いんの申もうし込こみだとか、そんなの自分にくるはずがないと、クルトは自じ嘲ちよう気味に笑って──

「正確には婚こん姻いんというより、子種を貰もらいたいという旨むねの親書だがね。子供を作れるのなら結けつ婚こんという形には拘こだわらないとのことだよ」

　……益ます々ます意味が分からなくなった。

　というか、常識的に考えて有り得ないにも程ほどがある。

「子種……つまり都会で流は行やっているヤリ目モクというやつですね。うちの子がそんな淫みだらなグループに目を付けられるだなんて、母はショックです」

「……あんたね、分かっていて言っているだろう？　目的は行こう為いじゃなくて、結果だよ。森では初等教育で習わせているけれど……クルト、分かるかい？」

「あ、ええっと……確か、男エルフの子供は凄すごく優ゆう秀しゆうになるって……？」

　突とつ然ぜん振ふられてあわあわしつつ答えると、長老は重々しく頷うなずいた。

「ああ、そうさ。基本的にエルフの子は容姿と思考力が優すぐれる傾けい向こうにあるんだがね。男エルフの場合、身体能力も含ふくめて全てに於おいて優ゆう秀しゆうな子が産まれる可能性が高いんだよ。ほぼ間ま違ちがいなくそうなる、と言って過言でないくらいにね」

「でも、長老様。それだけでいきなり結けつ婚こんの申もうし込こみって……」

「おかしな話でもないよ。エルフの子は、エルフか相手の種族かの二に択たくになるのは知っているね？　それが男エルフの場合、確実に相手種族の子が産まれるのさ」

「へー。そうなんだ……じゃなくて、そうなんですか」

　初耳だったのでうっかり素を出してしまい、クルトは慌あわてて言い直す。

「ああ、楽に喋しやべるといいよ。礼れい儀ぎ云うん々ぬんで厳しく言うのは問題児の矯きよう正せいが出来なかった時点で諦あきらめたからね」

「随ずい分ぶんと不敬な人もいたものですね。年寄りは敬えというのに」

「……いや絶対に母さんのことだから……！　今も現げん役えきで問題起こしてくれてるから……！」

　小声で母に突つっ込こむが、母はまるで意に介かいした様子なく澄すまし顔だ。むしろクルトの方が焦あせってしまっている。

　最も身近なエルフが母なので『エルフって他の人がいうより自由な生き物なんだなー』と思っていたけれど、完全に間ま違ちがいだった。単に母が自由な生き物なだけらしい。

　エルフの一族に不敬罪があったら何回死んでるのかなぁ、と現実逃とう避ひ気味に考えてしまうが、長老は怒おこることなくため息と苦く笑しよう一つずつで済ませ、

「クルトの坊ぼうやは気にしなくていいよ。それより、子種を欲ほしがっている連中のことに関してだがね」

「……正直、まだ信じられないんですけど……男になったといっても、僕ぼくの容姿は変わらないし、魔ま法ほうもあまり上う手まくないし……」

「性別が固定されたからといって容姿や能力に変化はないからね。成長の余地はまだあるだろうが……早々に婚こん姻いんを申もうし込こんできた連中にとって、坊ぼうやの外見や能力なんて大した問題じゃないよ」

　かなりシビアな発言だったが、長老の口調は優やさしいものだったので、クルトは傷付きはしなかった。むしろ告げようとしている内容の方が気になる。

「大陸千年の歴史を振ふり返かえる中、英えい雄ゆうと呼ばれ平へい人じん種しゆにして大陸の半分を制せい覇はした『紅ぐ蓮れん王おうバロウ』、精せい霊れい魔ま法ほうの基き礎そを築いた『黒の森の賢けん者じや』、大陸全土で猛もう威いを振ふるった疫えき病びよう問題を解決した『片かた翼よくの天使リスティノール』──他にもまだまだ父親がエルフという偉い人じんがいる。つまり、とびきり優ゆう秀しゆうな子が産まれる可能性が高いと歴史が証明しているのさ」

「そう言う長老だって、エルフ同士の子として若い頃ころから将来を担になう存在として期待されていたと聞いています。もしかしてこれ、遠回しな自画自賛ですか？」

「自じ慢まんになるから言わなかったんだよ。とはいえ、両親がエルフという色眼鏡で長老になれた訳じゃないことは断言しておこうかね。精せい霊れい魔ま法ほうなら森で一番の使い手で、神しん霊れい樹じゆの病気を治す薬を開発した功績が認められて、若じやく輩はいの身ながら長老に推すい薦せんされたのさ」

「…………うわぁ……」

　思わず感かん嘆たんの声を漏もらし、クルトは尊敬の目で長老を見る。病気に罹かかった神しん霊れい樹じゆは切るか燃やすかして処理するしかない、と言われていたのを快かい癒ゆする薬を生み出したことに関しては、歴史の教科書にも載のっていた。

　精せい霊れい魔ま法ほうだって、クルトの数十倍は上う手まく扱あつかう母が出来ないという《天候支配》や《再生の炎ひ》を操あやつれると聞くし、凄すごい人なのは間ま違ちがいない。

「全く、忌いま々いましいことです。偉えらそうなだけで実力のないお飾かざりならば、長老の座から引きずり降ろすことも吝やぶさかではないのに」

　……むしろ母がとんでもないことを画策していて、本気で怖こわい。なんだろう、他の森エルフと比べたらちょっとエキセントリックな人だとは思ってたけど、こうして別の面を目まの当たりにすると凄すさまじく厄やつ介かいな人だ。

　幸運にも長老は問題発言に激げき昂こうしたりはせず、やれやれと言わんばかりに眉み間けんを指で揉もみ、

「全く、本当にあんたは……ともかく、坊ぼうやは医い療りよう院で診しん察さつを受けてきな。表に案内がいるから、後のことはその子に訊きいておくれ」

「あ、えっと……」

「クルト、ひとまず長老様の指示通りに。その間にこちらも話を済ませておきます」

　母からの後あと押おしも来たので、もう断る理由は無い。

　ぺこりと一礼し、クルトが大きな木のドアを開けて部屋の外に出てみると、近くに鮮あざやかな藍あい色いろのローブを着た人物が立っていた。

「長老様からの話は済んだかしら？　なら、次は医い療りよう院ね」

　春を告げる鳥の囀さえずりよりも澄すみ切きった綺き麗れいな声で、初対面にしてはフランクに喋しやべる。ただしとても落ち着いたトーンなので、気安さはあんまり感じられなかった。

　目ま深ぶかにフードを被かぶっているので顔は見えないが、声が一いつ緒しよなのでここに連れてきてくれた人と同一人物のはず。

　たぶん森に住む若い女エルフなんだろうなー、と考えつつ、クルトは大人しく彼かの女じよに先導されるままに家を出た。

　歩きながらちらりと振ふり返かえり、もしもの時に集落で迷っても大だい丈じよう夫ぶなように、町ではまず見かけない長老の家の外見をちゃんと覚えておく。

　長老の家は曲がりくねった大樹を上う手まく利用しつつ寄より添そうようにして建てられていて、『叡えい智ちの森』だけでなくエルフの森では大体がこの建築方式らしい。鉄は使わない木造のものばかりで、中には大きな葉っぱを繫つなげたものを蔦つたで纏まとめた、テントの方がマシなんじゃないかって家まである。

「前に来た時も思ったけど、雨が降ったら家の中が水みず浸びたしになっちゃうんじゃないの？　それに冬は寒そうだし……」

　医い療りよう院に向かう間、ずっと黙だまっているのも変なので疑問を口に出してみると、少し先を歩いていたローブの人がちらりとこちらを見て、

「余よ程ほどの大雨でない限り、水は葉や幹を伝って家の外に流れるよう工く夫ふうされているの。ここは神しん霊れい樹じゆのおかげで季節による寒暖の差が少ないし、天災も避さけてくれるから天幕程度でも大だい丈じよう夫ぶなくらいよ」

「へー……やっぱり神しん霊れい樹じゆって凄すごいんだ」

「ええ。だからこそエルフの大半はこの森から出ないし、代々の長老は高位の精せい霊れい魔ま法ほうで結界を維い持じする義務があるの。逆に言えば、それが出来なければ長老にはなれないわ」

「そうなんだ……でも、森から出ないで暇ひまじゃないの？」

「やることは色々あるもの。精せい霊れい魔ま法ほうの鍛たん錬れんに植物学の研究、他にも魔ま法ほう薬作りや蚕の繁はん殖しよくに……総じて地味ではあるわね」

　森エルフは基本的に自給自足の生活を送っているらしいので、確かに細々とした仕事は多そうだ。それに、思し索さくや研究といった作業は種族的に向いているそうで、陰いん鬱うつとなりはしないのだとか。

　そんな生活に嫌いや気けがさした変わり者のエルフは森を出て、刺し激げきを求めて人里で暮らすらしい。ただしそれはかなりの少数派で、エルフの総人口からすると一割にも満たないのだとか。

「うちの母親は研究は好きだけど、新しく色々なものを見たり触ふれたりして体験する方がいいって言ってたかな。だから町で暮らすことにしたって」

「素す晴ばらしい探究心ね。森で暮らしているエルフの中にも、日々の生活に憂うれいている者は少なからずいるわ。たまに外の世界を旅しただけで満足する場合もあれば、外から人を招いて話を聞く場合もあるの」

「へー、そうなんだ？　じゃあ……えっと、お姉さんも森の外には行ったことある？」

　年ねん齢れいは分からないけれど案内を任されるくらいだからたぶん自分より年上だろうと当たりを付けてそう言うと、フードで隠かくれがちな口元が微かすかに緩ゆるむのが見えた。

「まだないわ。でも、これから行くとは思うけれど」

「じゃあ行きたいところとかある？　僕ぼくの家がある北のアルマナ王国の方に来るなら、案内出来るよ。有名な『嘆なげきの滝たき』とか山海市場とかは一見の価値はあると思うし」

　軽い気持ちで提案したクルトに対し、ローブの人は何な故ぜか歩みを緩ゆるめた。気のせいか、じっと視線も感じる。

「え、と……？　何か気に障さわることでも言っちゃった？」

「……いいえ。その様子だと、長老様から全て説明された訳じゃないのね」

「えっ？　とりあえず医い療りよう院で診しん察さつだか検査だかを受けるって話じゃ……？」

「間ま違ちがってはいないわ。そこが医い療りよう院だから、中で少し説明しましょうか」

　そう言って彼かの女じよが指差したのは、二本の木に挟はさまる形で建てられた木造の家だった。平屋だけど、ここに来るまでに見た住居に比べると明らかに大きいし、しっかりした造りだ。

「エルフは人間に比べて病気に掛かかり難にくいから、どちらかというと薬品や病気の記録を保管する場所としてメインで使われているわ。常じよう駐ちゆうの医者なんていないしね」

「なら、誰だれが診しん察さつしてくれるの？　長老様が来るとか？」

　それとも水すい晶しようの検査程度で専門の医者は要いらないのかな、と自分なりに答えを出すクルトに、案内役の人は医い療りよう院のドアを開けながら小さく頭を横に振ふった。

「勿もち論ろん、わたしが診みるのよ。一通り医学の知識はあるから安心して」

「あ、そうなんだ。でも、精水晶ピユアクリスタルで診みるだけなら知識はあんまり要いらないんじゃ……」

　血を抜ぬいて精水晶ピユアクリスタルにかけ、緑色になったらエルフの証あかし。男エルフの場合、そこに女エルフの血を追加することで水すい晶しようが輝かがやきを増すのだとか。

「何を言っているの？　種族判定だけでなく、ちゃんと健康診しん断だんもするのよ」

　先に屋内へと入った彼かの女じよが手招きしながら、当然のようにそんなことを言う。

　指示のままに中へと入りつつ、目を丸くしたクルトは、

「健康診しん断だん、って……一応、町の診しん療りよう所で毎年受けていたよ？　これまでだって、エルフだから二次性せい徴ちようのあれ以外はちょっと体調崩くずすくらいで病気なんてしたことないし」

「まあ、そうでしょうね。でも男エルフはデータが少ないし、大事な体だもの。身体的な問題がないか、キチンと調べておかないと」

「大事な体って、別にそんな……」

「あら。婚こん姻いんの申もうし込こみが来ているという話、聞いてないの？」

「それは聞いたけど……でも、お見合いの申もうし込こみってことだよね？　受ける側がそこまでするもんなの？」

「……どうやら少し詳くわしい説明をしないといけないみたいね。ひとまず、こっちへ」

　そう言うと、案内役の人は奥おくに繫つながるドアを開けて中へと入る。クルトもそれに続くと、どうやらここが診しん察さつ室らしく、簡素な机と棚たなだけでなくベッドも置かれていた。

　ドアを閉めると部屋の中は一気に暗くなり、ランプはどこだろうとクルトは探そうとしたものの、すぐにそれは無用だと知った。

「《光精ひかりよ、在れ》」

　短い呟つぶやきが聞こえた瞬しゆん間かん、真昼のような明るさが部屋を満たした。

　クルトが目を細めて案内役の人を見れば、ローブの裾すそから伸のびた両手の上に、小さくて丸い光の精が浮ういていた。それも一体じゃなくて三体だ。

「凄すごい……あれだけの呼よび掛かけで、同時に三体も呼ぶなんて……！」

「これくらいで大おお袈げ裟さよ。ほら、そこに座すわって」

　指し示されたイスにクルトが素す直なおに腰こし掛かけると、案内役の人は机の前へといき、そこで着ていたフード付きのローブを脱ぬぐ。

　すると隠かくれていた顔が露あらわになり──

「…………うわぁ……」

　思わず、そんな声を漏もらしてしまった。でも、これは仕方ないはずだ。

　だって案内をしてくれた彼かの女じよの素す顔がおは、美形揃ぞろいのエルフの中でも今まで見たことがないくらいの美び貌ぼうだった。

　切れ長の目は透すき通とおるような碧へき色しよくで、怜れい悧りな面おも持もちは綺き麗れい過ぎて神秘的ですらあるし。銀色の長い髪かみも真っ白なだけでなく染しみ一つないきめ細やかな肌はだも、全てが芸術作品みたいに見ているだけで思考を奪うばわれてしまいそうになる。

　絶世の美女と呼ばれるに相応ふさわしい彼かの女じよの容姿に、クルトはぼうっと見み惚とれてしまう……が、すぐにあることに気付く。

　今まで見たことがないくらいの美人だと思ったけど──そうじゃない。こんなに大人びた雰ふん囲い気きじゃなかったものの、同じくらい綺き麗れいな人に会ったことがある。

　それは幼い頃ころに母親と一いつ緒しよに何度か『叡えい智ちの森』を訪おとずれた時のことだ。百年に一人の逸いつ材ざいとして将来を期待されていた少女と出会い、年を跨またいで数回会って話をしていた。

　最後に会ったのは確か四年前だが、まだ子供ながらも可愛かわいいというより鮮せん烈れつな美しさがとても印象的で、おまけに精せい霊れい魔ま法ほうも使って見せてくれた記き憶おくがある。

　長老の孫まご娘むすめという恵めぐまれた血筋の彼かの女じよは、確かクルトよりも一つだけ年上で、名前は──

「もしかして…………ティアリーズ、さん？」

　そんな馬ば鹿かなという気持ちが半分、それしかないという気持ちが半分で恐おそる恐おそる口にしてみると、彼かの女じよはやや不満げにほんの少し唇くちびるを尖とがらせた。

「もしかしなくてもそうよ。見れば分かるでしょう？　どうして分からないの？」

「え、いや、フード被かぶってたし……」

「少しくらい顔が見えなくても精せい霊れい力の波動で分かるはずよ。特にわたしの場合は他の人よりも揺ゆらぎが少なくて特とく徴ちよう的だもの」

「いや分からないって！　そりゃあ集中すれば精せい霊れい力の探知くらいなら出来るけどさ、常時判別なんて高位の人みたいな真ま似ねは無理だよ」

「あら、そう？　わたしは九歳さいの時には出来たわよ」

「規格外すぎるよ……百年に一人の天才って言われているティアリーズさんを基準にされても困るって」

　そういや昔からどこかズレた人だったなぁ、と思い出しながら苦く笑しよう気味に口端くちのはを上げるクルトだったが、何な故ぜかティアリーズは眉み間けんに微かすかに皺しわを寄せて、益ます々ます不ふ機き嫌げんそうになる。

「……クルト、その他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方はどういうこと？　昔はもっと親しげに呼んでくれていたはずよ」

「あ、や、そうだけど……」

「わたしとクルトは数少ない同年代の若木こどもだし、対等な関係なのだから遠えん慮りよはいらないわよ。昔のようにフレンドリーに、『賢かしこく優やさしく可か憐れんなティア様』と呼んでいいわ」

「いやそんな呼び方一度もしたことないよ!?　しかも対等どころか完全に上下関係出来上がっちゃってるし！」

「あら、変ね。勘かん違ちがいしたかしら」

　どこをどう勘かん違ちがいすればそんな思い出の捏ねつ造ぞうが起こるのか。頭脳明めい晰せきな天才のはずなのに、不思議そうな表情で首を傾かしげているのが謎なぞすぎる。

　……まあ、でも。

　案内してくれた人の素す顔がおが絶世美人だったり、しかもそれが知り合いだったりと、驚きよう愕がく展開が立て続けに起きて混乱しかけていたけど、大声を出したら少しだけ落ち着いた。

　そのせいか、驚おどろきと感動と興奮がごちゃ混ぜになっていたせいで周回遅おくれになっていた懐なつかしさが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。

「……うん、そうだね。久しぶり、ティア」

「ええ。あなたとの四年振ぶりの再会が異性でのものになるだなんて、流石さすがのわたしも想像していなかったわ」

　そう言うと、ようやくティアリーズの──ティアの表情が和やわらぎ、口元に薄うすく笑えみが浮うかぶ。ほんの僅わずかな変化だけど、そもそも喜き怒ど哀あい楽らくをあまり表情に出さないのが森エルフだから、これでも十分に喜んでいるのが伝わって来る。

「再会と分化を祝して宴うたげでも開きたいところだけれど、それは後ね。まずは役目を終わらせてしまいましょうか」

　言って、ティアは机の上に置かれていたいくつかの道具を選び出す。クルトは手伝いを申し出ようかと思ったものの、検査される側があまり出しゃばっても邪じや魔まになりそうなので、大人しく座すわっておくことにした。

　となると、自然と視線はすぐ近くで動くティアに引き寄せられる。男になったから、というのもあるだろうけど、たぶん女になっていてもこの際きわ立だった美び貌ぼうを前にしたら同じだと思う。

　最後に会った時は大人びてはいたものの、まだ小さくて髪かみも肩かたくらいまでだった。それが今ではクルトとそう変わらない背せ丈たけで、銀色の髪かみも腰こしまで届きそうなくらいある。

　ローブの下は貫かん筒とう衣いのような服に包まれていたけど、それが体にピタッとフィットしていてラインをハッキリ浮うかび上あがらせていて、それがまた凄すごい。スレンダーを通とおり越こして儚はかなさを覚えるくらいに華きや奢しやで、一いつ切さいの無む駄だを削そぎ落として磨みがき上あげたんじゃないかと思える程ほどに、一つの形として完成されたスタイルだ。

　強しいて欠点を挙げるとしたら脂し肪ぼうがなさすぎて胸も殆ほとんどないことだけど、そこはもうエルフなんだから仕方がないとも思う。

　……まあ、エルフにしても普ふ通つうはもう少し膨ふくらみが──

「……何か不快な気配を感じるわ。何な故ぜかしら、今すぐ原因を始末しなければならない衝しよう動どうが込こみ上あげて来るような……」

「き、気のせいだよ、うん。それより準備は終わったの？」

　抜ばつ群ぐんの勘かんの良さを見せて強きよう烈れつな殺気を滾たぎらせるティアに、身の危険を感じたクルトが焦あせりを誤ご魔ま化かして早口で訊たずねると、

「……ええ。まずは定番の精水晶ピユアクリスタルからね。クルト、ちょっと痛いかも知れないけれど血を貰もらうわよ？」

「う、うん。それは構わないけど……」

「じゃあやるわね。すぐに終わるから安心して」

　そう言うティアの手には、どこから取り出したのか太い木の枝でも一発で切り落とせそうな大きな鉈なたが。

「……待って、おかしいから。それは絶対に駄だ目めなやつだから……！」

「あら、随ずい分ぶんと臆おく病びようなのね。少し血を出すだけよ？　チクッとするだけで終わるわ」

「それ使ったらザクッといって色々なものが終わっちゃうよ！　こういう時はもっと小さな刃は物ものでやるんじゃないのっ!?」

「大は小を兼かねるっていうでしょう？　心配しなくても大だい丈じよう夫ぶ、滅めつ多たなことにはならないわ。初めてだけど上う手まくやってみせるわよ」

「安心出来る要素が一つもないよ！　……あっ、ほらっ、針！　あそこに縫ほう合ごう用の針があるから、あれでやって！」

「仕方ないわね……全く、しばらく会わない内に随ずい分ぶんと我わが儘ままになったものね」

　ぼやきながらティアは大おお鉈なたを机の上に置いて、棚たなにあった針山を取る。診しん察さつを受けるはずがあわや命の危機に陥おちいるって、そんなサプライズ全然要いらない。

　子供の頃ころから天才らしく少し変わった思考の持ち主だったけど、これは以前にも増して酷ひどくなっている。そこはもっと大人しめの成長をして欲ほしかった。

　太めの針を手にしたティアは、消毒液を浸ひたした布で先せん端たんを拭ぬぐい、クルトの向かいにイスを置いてそこに腰こし掛かける。

「それじゃ、手を出して。右の掌てのひらを上に向けて頂ちよう戴だい。左手はこれを持って右手の下に」

「うん。こんな感じでいいかな？」

　ティアから受け取ったのは、小さな瓶びんだ。口は開いていて、中には白っぽい半透とう明めいの結けつ晶しようが入っている。これが精水晶ピユアクリスタルで、大して高いものじゃないけど加工が難しい上に用よう途とは少ないので種族判定以外ではあまり使われていないとか。

　瓶びんの口の上に右手の人差し指がくるように構えると、ティアは静かに頷うなずいた。

「ええ、血が滴したたり落おちたら上う手まく入れて。失敗したら何度でも刺さすことになるわよ？」

「それはやだなぁ……出来るだけお手柔やわらかにね」

「任せて頂ちよう戴だい。これでも実験は多くこなしているの。これくらい簡単よ」

　自信満々にそう言うだけあって、ティアはクルトの右手を摑つかむと、まず布で指を丁てい寧ねいに消毒する。それから躊ちゆう躇ちよ無く人差し指の腹を針で突つき、痛いと思った時にはもう終わっていた。

　血がぷくっと出てくるので手を逆さにし、瓶びんの口につけて中に落ちるようにすると、ゆっくりと数滴てき入る。

　するとすぐに白っぽかった精水晶ピユアクリスタルに変化が現れ、血の付いた場所が緑色へと変わっていく。検査で同じことをしているはずだけど、実際に見るのはこれが初めてなのでクルトは興味深く変色する様子を覗のぞき込こみ、

「へぇー……こんな感じなんだね。平へい人じん種しゆならそのまま、獣じゆう人じん種しゆなら赤くなるんだっけ？」

「ええ。有ハ翼ー人ピ種ーなら青、ドワーフなら黄色ね。それよりクルト、瓶びんをこちらへ」

　精水晶ピユアクリスタルに見とれていたクルトは言われた通りにすると、ティアがいつの間にやら新たな針を取り出して自分の指に刺さすところだった。

　指を伝って血が流れ落ち、それを瓶びんの中へと入れるとすぐに変化が現れた。

「わ、本当にキラキラ光った！　不思議だなぁ……」

「わたしもこの反応を見るのは初めてよ。文ぶん献けんではもう少し大人しい、ゆっくりとした光り方をするとあったのだけれど、主観の記述は実際に見てみないと分からないものね」

　興味深げに目を細めて精水晶ピユアクリスタルを注視していたティアは、すぐに切きり替かえて「さて」と呟つぶやき、

「次は爪つめと体毛の摂せつ取しゆを……と、その前に手当てね」

「あ、でも全然大したことないからこのままでもいいよ。血も殆ほとんど出てないし、こんなの舐なめとけば平気だって」

「そう？　ならそうしましょうか」

　頷うなずいたティアは瓶びんを机に置いて、それから何な故ぜかクルトの手を摑つかんで引き寄せる。

「え、えっ？　何を──」

　意図を訊たずねる、その前に。

　血の付いたクルトの人差し指を、控ひかえめに開けた口でティアがパクリと咥くわえてしまった。

「ちょっ、えぇぇっ?!　な、どうして……!?」

「んっ……んんぅ……」

　半ばパニックになるクルトに対して、ティアが『うるさい、暴れないの』と言わんばかりの抗こう議ぎの視線を飛ばしてくる。けど、落ち着いてなんていられない。指を包む柔やわらかな唇くちびると、温かな口内で指先をちろちろと舐なめる舌の感かん触しよくに、落ち着けるはずがない。

　恐おそろしく綺き麗れいなティアが自分の指を咥くわえている有り得ない光景だけでも頭が真っ白になりそうなのに、それ以上にダイレクトな刺し激げきが指から伝わってくる。
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「やっ、本当に何でっ?!　どうして、ティアが僕ぼくのを舐なめてっ……」

「んっ……騒さわがしいのね。集中出来ないじゃない」

　ゆっくりと口に含ふくんでいた指を離はなして、消毒用の布で拭ぬぐってはくれるものの、ティアは不満げにクルトを見やる。

「いや普ふ通つう騒さわぐって……傷を舐なめるっていっても、自分でやるって意味だったのに」

「あら、それくらい分かっていたわよ。男と女で血の特性に違ちがいがあるのなら、もしかしたら味も違ちがうのかと確かめてみたの」

「どこまで好こう奇き心旺おう盛せいなのさ……それで、違ちがいはあった？」

　そこまで興味は無かったものの一応訊きいてみると、ティアは自分の指に口付けてから、

「……少量だから分かりづらいけれど、微び妙みように違ちがうかしら。でも、誤差の範はん囲い内ね」

「じゃあそんなに違ちがわないのかもね。個体差だってあるだろうし」

「かもしれないわ。もっと調べたいから、やっぱりこれを使って……」

「待って、鉈なたを持つのは止めて！　それ使ったら舐なめるどころか瓶びんから溢あふれて飲みきれない量が出ちゃうって！」

　ついでに言うと魂たましい的なものもポロッと溢あふれ出でる可能性まである。というか、どうしてもあの鉈なたを使いたいらしくて、なんだかもの惜おしそうな顔をしているし。

　美人にそんな顔をされるとちょっぴり気持ちが揺ゆれなくもないけど、秤はかりに掛かけられているのが自分の命なので、まあいっかとは言えない。

「……仕方ないわね。これを使うのは次の機会にして、診しん察さつを続けましょうか」

「出来ればここじゃなくて外で真っ当な使い方して欲ほしいなぁ……」

　心の底からの呟つぶやきだが、どうやらティアの耳には届いてくれないようで、鉈なたは机の上にそっと大事そうに置かれる。

　もう二度とこの診しん察さつ室に入らずに済むことを、クルトは祈いのらずにはいられなかった。




「──さて。次に移りましょうか」

「うぁ……まだあるんだ？」

　淡たん々たんとしたティアの言葉に、クルトは思わずそんなぼやきを漏もらしてしまう。

　でも、医い療りよう院に着いて診しん察さつだか検査だか実験だかもうよく分からないことを始めて、たぶん小一時間は経たっているのだから、仕方ないと思う。途と中ちゆうで何な故ぜか腕うで立たてやら腹筋やらの体力測定までやらされたし。

　気き疲づかれだけでなく普ふ通つうに体力もなくなってきて、いつ終わりになるのか全く分からない診しん察さつに辟へき易えきするクルトに、涼すずしげな表情のティアは手元の紙に何やら書かき込こみながら、

「後は問もん診しんを交えながらの確かく認にん作業ね。それで終わりになるわ」

「ようやくかぁ……でも、問もん診しんなら初めの方にやらなかったっけ？」

「あれは健康状態を知る為ためのものよ。これから行うのは、分化してからの精神面の変化を中心に訊きくことになるわ」

「精神面……心理テストみたいなもの？」

「違ちがうけれど似たようなものね。それじゃ、始めましょうか。質問に『はい』『いいえ』の二に択たくで答えてからその詳しよう細さいを語って貰もらうだけの、簡単なものよ」

　そう言うとティアは薄うすい木板の上に数枚の紙を載のせて、インクを付けたペンを持ち、足組みをする。

　何を訊きかれるのかまるで見当がつかないものの、ようやく終わりが見えてホッとしたクルトはやや明るい表情でイスに座すわり直し……

「男に分化して以来、女性を見るとムラムラと性欲が抑おさえられなくなる、もしくは欲望のままに襲おそいかかりたいと思ったことがある──さあ、是ぜか否ひか、どちら？」

　──予想外の角度からのとんでも質問に、思わずイスから滑すべり落おちた。

「いきなり何言ってんの?!　正気？　ねぇそれ正気の発言なの？」

「勿もち論ろんよ。これはあくまでも診しん察さつの一いつ環かんだもの。無意味な質問はしないわ」

「ええぇ……でも、今のはちょっと……」

「いいのよ、正直になって。クルトが分化の影えい響きようで女なら誰だれでも見境なく襲おそいたくなる変態になったとしても問題ないわ」

「むしろ問題しかないよっ?!　ないから、そういうのは全然ないから……！」

「本当に？　取とり繕つくろって噓うそを言っても駄だ目めよ」

「噓うそ偽いつわりなく本当だよ！　ほ、ほらっ、その証しよう拠こにさ、こんなに長く一いつ緒しよにいるのにティアにも襲おそいかかってないでしょ!?」

「……なるほど、信しん憑ぴよう性はあるわね」

　必死の訴うつたえにようやく納なつ得とくしてくれたようで、ティアは真面目な顔でスラスラと手元の紙に何やら書かき込こむ。

　誤解されずに済んだ、とクルトは胸を撫なで下おろす……が、安心するのはまだ全然早いとすぐに思い知らされた。

「では次ね。女性と男性の裸はだかでは、女性の裸はだかを見た方が興奮する？」

「だから何なのそれっ!?　女の人の裸はだかを見て興奮だなんて、そんな──」

「なら男性の裸はだかに興奮するのね？」

「ごめんなさい物もの凄すごく女性の裸はだかに興奮します！」

「そうよ、素す直なおに答えればいいの。クルトは女性に興奮する、と……」

「……えらいことメモられてる…………本当にどういうことなの、これ……」

「次よ。二次性せい徴ちよう前の子供と成人した大人では、子供の方が好み？」

「なんで先にそっちを訊きいてくるの……？　大人だよ、ちゃんと大人の方がいいよ……」

「それは肉体的な意味でかしら？　それとも精神的な意味で？」

「えっ？　それは、肉体的な意味だけど……でも、子供っぽい人より落ち着いた人の方が好み、かも……？」

「なら、子供っぽい人は苦手？」

「ええと……そんなこともない、かな？　明るくて元気な人は好きだし」

　自分自身に問とい掛かけつつ答えを捻ひねり出だすと、ティアは小さく頷うなずきながらペンを走らせる。だが、クルトは首を捻ひねらざるを得ない。思わず相手をじっと見つめるが、端たん整せいな顔からは何の情報も窺うかがえなかった。

　これがティアの特とく徴ちように合うことばかりを質問されているのなら、まだ意図は分かる。でもこの感じだと、単なる調査にしか思えなかった。

「ねえ、これってさ……？」

　もやもやするのでハッキリ訊きいてしまおうかとクルトが声を上げたその時、ドアがノックされる音が聞こえてきた。

「あら……予定より随ずい分ぶんと早いのね」

「えっ？　誰だれが来たのか知ってるの？」

「長老様からの遣つかいだと思うわ。少し待ってて」

　そう言うとティアは立ち上がり、診しん察さつ室の入り口へと近付く。そして開いたドアの向こうにいた見知らぬエルフと短く会話を交かわし、クルトの方を振ふり向むいた。

「ごめんなさい、少し出で掛かけてくるわ。すぐに戻もどるから、ここで待っていて」

「うん、それは別にいいけど……って、もう行っちゃったよ」

　帰って来たら説明を、と続ける前に、ティアはさっさと診しん察さつ室から出て行ってしまった。

　一人残されたクルトは閉じられたドアをしばし眺ながめていたものの、ため息を一つ吐ついて、イスに座すわったままくるりと反対側を向く。

　とはいえ、室内に見ていて面おも白しろそうなものは殆ほとんどない。エルフは華きや奢しやな外見の割に病気に掛かかることが稀まれなので、街の医院に比べたら半分も物が置かれていない。壁かべに貼はられた注意書きも『他種族の急きゆう患かんが来た際には』みたいな非常時用のものばかりで、しかも専門用語が多く使われているので意味はさっぱりだ。

　薬品棚だなには触ふれたらいけないだろうし、となると暇ひま潰つぶしになりそうなのは何も──

「……ん？　あれ、もう戻もどってきた？」

　外から足音が聞こえて来て、クルトは首を傾かしげつつ振ふり返かえる。

　まだティアが出て行ってからいくらも経たっていないので、もしかしたら忘れ物でも取りに帰ったのかもと予想をしていると、

「──ここかなっ？　まー違ちがっててもいっか、お邪じや魔ましまーす！」

　元気な声と共に勢い良くドアが開け放たれると、そこには見たことのない女性の姿が。しかも驚おどろくべきことに、この子はエルフじゃない。

　ふわっとした真っ赤な髪かみに褐かつ色しよくの肌はだだけでも否定材料としては十分だけど、胸と腰こし回りだけを革かわで覆おおっただけの露ろ出しゆつしまくりな格好も、首に付けた大きな首輪も、まずエルフはやらない。それに弾はじけんばかりに大きな胸とかむちっとした太ふと腿ももとかも、筋肉や脂し肪ぼうがあまりつかない種族特性として絶対に有り得ない。

　ならどこの種族なのかって話になるけど……その疑問の答えになりそうな大きな特とく徴ちようが彼かの女じよにはある。

　キラキラと輝かがやく笑え顔がおの、額部分。そこに白っぽい半透とう明めいの角がちょこんと出ていた。

　つまりクルトの知識が正しければ、この流行新聞に載のっていそうな、潑はつ剌らつとしたスタイル抜ばつ群ぐんの美少女の種族は──

「……もしかして、食オ人ー鬼ガ？　西方の山里に暮らしているっていう、あの……」

「おっ、ボクらのこと知ってるんだ～？　マイナー種族だっていうのに、流石さすがはエルフって感じだねー」

「や、たまたま授業で習っただけで……じゃなくてっ、本当に食オ人ー鬼ガ?!」

　西方の集落で暮らす食オ人ー鬼ガといえば、種族人口こそ少数だけれど彼かの女じよが言うようなマイナーな種族じゃない。

　何しろ強きよう靭じんな体と怪かい力りきを活いかして傭よう兵へいとして各地の戦争で暴れ回って一いつ騎き当とう千せん級の活かつ躍やくをしているのだから、ただの学生でも普ふ通つうに知っている。

　しかも種族名が示す通り、彼かの女じよ達たちは人を食べる。性的な意味じゃなくて、リアルな意味で。

「あー、ボクに食べられちゃうって心配してる？　大だい丈じよう夫ぶだよ、食オ人ー鬼ガだって普ふ段だんは人を食べないから。あれって子供を産む時に栄養の意味と独ひとり占じめしちゃいたいって本能でやることだから、そんなに食べまくる訳じゃないんだよ」

「う、うん……それは聞いたことある、けど……」

「ところでさ、クルトってキミのこと？　ここにいるって聞いて来たんだけど」

「あ、うん。そうだよ、僕ぼくがクルトで合ってる」

　まだ動どう揺ようが収まらなくて少しドキドキしながら頷うなずくと、

「やたっ、当たり！　ボクはゼナ、ゼナ＝トッドね。こないだ十五歳さいになりました！　ゼナって呼んでよ、こっちはクルトのことクー太って呼ぶからさー」

「う、うん……別にいいよ」

　パッと笑え顔がおを花はな咲さかせて自己紹しよう介かいをするゼナに、クルトは内心で安あん堵どの息を吐はく。

　噂うわさにしか聞かない食オ人ー鬼ガの存在にビビってしまったけど、こんなに友好的な相手なら何の問題もな──

「それじゃ、早さつ速そくだけど──しちゃおっか！」

　何を、と問とい掛かけたくなる発言をしたかと思った直後、ゼナが軽かろやかなダッシュで近付いてきた。あっという間に目の前まで来て、にまっと笑った顔がどアップになる。

　かと思ったら、次の瞬しゆん間かんにはクルトは体を抱かかえられていて、

「ポイッ、と」

「うわぁぁぁっ!?」

　手軽なぬいぐるみ感覚で投げられてしまったクルトは、奥おくにあった簡易ベッドに背中から落ちる。痛みはまるでなかったものの、精神的なショックは半はん端ぱない。

「え、ちょっ、何っ?!　これどういうことなのっ？」

「やー、寝ね床どこが用意されてるなんてラッキーだよ。すぐにやれちゃうもんね」

　状じよう況きように全くついていけないまま起き上がろうとするクルトに、ベッドに飛び乗ってきたゼナが覆おおい被かぶさってくる。

　しかもその手は容よう赦しやなく体へと伸のびて、

「なっ、何で脱ぬがすのっ!?　食べないって言ったばかりだよ?!」

「クー太を食べる気なんてないよ？　エルフってあんまり美お味いしくなさそうだし。あ、クー太は意外と美お味いしそうだけど」

「そんな意外性要いらないからっ！　た、食べる気ないなら何をっ……というか脱ぬがすの止めてって！」

「やーだ。ほらほら、上はもう裸はだかだよー」

　楽しげなゼナの言う通り、クルトはあっさりと着ていた服を脱ぬがされてしまった。体格ではこちらよりもやや小こ柄がらなくらいなのに、必死で抵てい抗こうしても摑つかまれた腕うでが全然動かない。噂うわさ以上の怪かい力りきで、子供と大人よりも差がある。

　上は裸はだか、下もズボンに手が掛かかっていて、これも秒殺で脱ぬがされる。しかも膝ひざ下したまで下げられたので、足をバタつかせることもままならない。

「フフーン、これでやりやすくなったね。ついでに腕うでの方も、っと」

「くっ、僕ぼくの服を使って縛しばるだなんて……こんなことに手慣れすぎだよっ」

「や、初めて初めて。これも才能ってヤツかなー」

　そんな才能捨ててこいと言いたい。人を脱ぬがして拘こう束そくする才能って、まず間ま違ちがいなくまともなことに使えないし。

　そして現実として、クルトは酷ひどいピンチに陥おちいっている。半はん裸らで、しかも相手は太ふと腿ももの上辺りに跨またがって、どうにでも出来てしまう状態だ。

「ほらぁ、もう観念しちゃって楽しもう？」

「何も楽しくないよっ！　た、食べる気がないなら、こんなことしてどうするつもりなの!?」

「えー？　そんなの、決まってるじゃん？」

　どうしてそんなこと訊きくの、と言いたげに不思議顔をしたゼナは、

「えっちだよ、えっち。とっても楽しい子作りタイムだよー」

「………………えええぇえぇぇっっ?!」

　思わず叫さけんでしまったクルトだが、よく考えてみたらそこまで意外でもない。相手が食オ人ー鬼ガじゃなかったら、ベッドに押おし倒たおされて脱ぬがされて向こうも脱ぬいで……という展開なら、予想出来ていた解答だ。

　けど──

「いきなりすぎるよっ！　無理、駄だ目めだって！　本当に何考えてるのっ?!」

「だいじょーぶだいじょーぶ。初めてでも気持ち良くしてあげるからさー」

「そういう問題じゃないし！　もっと根本的な──」

「その気になんない？　んじゃ、その気にさせちゃおっかなー」

　全然こちらの説得を聞いてくれないゼナは、楽しげにフリーになっている左手で胸の革かわ巻きを摑つかむと、

「んしょ、っと」

　軽い声と共に、革かわ巻きを勢い良く引っ張り上げ──ぷるるるっ、と盛せい大だいに揺ゆれながら、ゼナの胸が露あらわになった。

「なっ……えぇっ……!?」

「どう、どう？　おっぱいには結構自信あるんだー」

「ど、どうって言われても……！」

　いきなりの事態に思いっきり混乱しながらも、クルトの視線は大きな二つの膨ふくらみに釘くぎ付づけになってしまう。

　去年まで通っていた学校では同年代の女子もいたが、このサイズの子はいなかった気がする。いたとしても、当然服を着ていたから生で見たことなんてない。そもそも女性の裸はだかなんて、本当に小さい頃ころに母親のを見たくらいだ。あれは親で、しかもエルフ特有のぺったん状態なのでカウントに入れられない。

　つまり──人生初めての、特大ボリュームを目まの当たりにしている。

　革かわ巻きの下の肌はだも褐かつ色しよくなのは一いつ緒しよだけど、先せん端たん部分だけは薄うつすらと──

「……って、駄だ目めだよこんなのっ?!　早くそのっ、仕し舞まって！」

「えー、いいの？　そんなこと言って、視線釘くぎ付づけじゃん。クー太も興きよう味み津しん々しんだし、何の問題もないって」

「いやあるよ、むしろ問題しかないよっ!?　会ったばかりなのにこんなの、絶対におかしいってば！」

「そぉ？　どーせ目的は一つなんだし、サクッとやっちゃえばいいじゃんさー。それにボクのパパって吸精鬼インキユバスだから、えっちのテクは凄すごいんじゃないかと思うし。たっぷり気持ち良くしてあげるよっ」

「食オ人ー鬼ガと吸精鬼インキユバスってどういう組み合わせのご両親なのさ……!?　それと問題にしてるのは気持ち良いとかそういうのじゃなくて……っ」

「あ、でも、実際に男の人とえっちするのは初めてだから、どんな感じか楽しみにして来たんだよねー。だからほら、お互たがい楽しんでいこ？」

　にこにこ笑え顔がおで革かわ巻きをポイ捨てしたゼナは、話題の食べ物を前にしたみたいにちろりと舌した舐なめずりをする。

　押おし倒たおされて見上げるクルトも、その仕草に思わずドキッとしてしまう。一つ年下とは思えないエロさもだけど、リアルな意味で食べられる恐きよう怖ふもあって、本気で心臓にくる。

　曝さらけ出だした大きな二つの膨ふくらみを全く隠かくそうとせず、恥はずかしい素そ振ぶりもゼロな様子のゼナはわきわきと両手を動かす。その目は好こう奇き心に満ちているだけじゃなくて、狩かりを楽しむ獣けものみたいに爛らん々らんと攻こう撃げき的に輝かがやいていた。

　狩かられる側のクルトはぞわぞわっと身の危険を感じて、

「だから駄だ目めだってってばぁ！　は、話し合おう？　もっとほら、そういうのはちゃんと段階を踏ふんでからっ」

「そんなまどろっこしいのヤだ。ヘーキヘーキ、口ではそんなこと言っててもすぐに良くなるっぽいから！」

　これは駄だ目めだ、会話が完全に一方通行になっている。

　こうなったら無理にでもどうにかするしかないと、クルトは今までの人生で出したことがないくらいの全力で藻も搔がく……が、全然ビクともしない。

「んっ？　その気になってくれた？」

「いや違ちがうっ、逆だよ！　くっ……このっ……」

「抵てい抗こうするならもっと思いっきりやって欲ほしいなー。ほら、そっちの方が燃えるし？」

　クルトの全力をもってしても、ゼナはあっけらかんと笑うだけ。嫌いやがる素そ振ぶりすらなくて、片手で軽くこちらの胸を押おさえるだけ……なのに、全然動けない。

　そしてもう片方の手は、クルトの下着にと伸のばされていて──

「さーてと、わくわくの初体験タイムだよっ。楽しみだなー、ドキドキだなー」

「無理っ、考え直して！　だ、やっ、パンツ下げようとしないで?!」

「無理とかダメとか言われたって、走り出したボクは止まらない──んん？」

　パンツを死守しようとするクルトの手を、埃ほこりを払はらうくらいの感覚であっさり除のけたゼナが、不意に動きを止めて振ふり返かえった。

　視線の先には入り口があって……そこから、コンコン、とドアをノックする控ひかえめな音が聞こえてくる。

　来訪者を告げる音に、組くみ敷しかれたクルトはパッと顔を明るくし、

「ティアが戻もどってきたっ?!　やった、これで……！」

「ありゃ？　どしよ、流石さすがに初めては二人っきりがいいんだけどなー」

「じゃあいつになるかも金輪際ないかもしれないけど、また次の機会ってことで──」

「んー……倒たおしちゃうか交ぜちゃうか、ちょっと迷うなー。どしよっか？」

「いや諦あきらめようよ!?　まず真っ先に中止する選せん択たく肢し入れよう?!」

　マイペースにも程ほどがあるゼナに改めてクルトが戦せん慄りつしていると、中の騒さわぎが返事代わりに聞こえたらしく、ゆっくりと入り口のドアが開かれる。

　そして現れたのはティア──じゃなくて、全然別の人物だった。

「失礼致いたしますわ。こちらにクルト様がいらっしゃると聞いてやって参りましたの」

　予想外なことに、そこにいたのはとても長い黒くろ髪かみの女性。黒くろ髪かみは平へい人じん種しゆだけの特とく徴ちようだから、まず間ま違ちがいなく人間。だとすると、クルトより年上の二十代後半、くらいだと思う。

　赤や黄色や紫むらさきといった彩さい色しよく豊かな花はな柄がらの長なが衣ぎぬを着て、腰こしには魚の描えがかれた太い帯。どこの地域の服装かは忘れたけど、確か平へい人じん種しゆの国がいくつかある地域でこんな感じの衣い装しようが伝統的に着られていたはずだ。

　スッと細い眉まゆと淑しとやかな微笑ほほえみが印象的な美人で、優やさしい大人っぽさが溢あふれんばかりの女性で……そしてもう一つ肝かん心じんなのは、見知らぬ相手だってことだ。

　立て続けに知らない人が現れたことにクルトは戸と惑まどいながらも、とりあえず助けを求めようと顔を上げる。

　ドアを開けた異装の美人は深々と一礼し、

「お初にお目にかかります。私わたくし、イツミ＝アカツキと申しま…………す……わ……？」

　自己紹しよう介かいの挨あい拶さつをしながらゆっくりと頭を上げた彼かの女じよは、微笑ほほえみながら室内の様子を見て固まってしまう。

　そりゃまあ、そうなるだろう。何しろ半はん裸らの女の子に半はん裸らの男が組くみ敷しかれて襲おそわれそうな真まっ只ただ中なかなんだし。

　時間ごと止められたみたいに室内の全てが動かなくなった中、真っ先に我に返ったのは新たにやってきたイツミという女性で、

「しっ、失礼致いたしましたわっ?!　出直して……ど、どれくらいで終わるものなのか知りませんけれど、なるべく手早く終わらせて頂けると……」

「いや出直さなくていいからっ!?　こっち来て助けてって！」

　初対面の女性に物もの凄すごく情けない頼たのみをしているけど、形振なりふりなんて構っていられない。ここまでリアルに身の危険を感じたのなんて初めてだ。

　殆ほとんど顔は見えていないが声だけでもクルトの必死さは伝わってくれたようで、回れ右してドアを閉じかけていたイツミはこちらへと振ふり返かえり、

「助けてって……どういう状じよう況きようですの？　まさかこれは特とく殊しゆなプレイへの誘さそい……？」

「そんな手助けは期待してないって！　なんで真っ先に止めさせるって発想しないのっ!?」

「あ、あら？　そういうことでしたの……って、つまり同意の上の行こう為いじゃありませんのねっ?!　そこの貴女あなたっ、どういうつもりですのっ!?」

　ようやく事態を察してくれたイツミが声を荒あらげながら診しん察さつ室内へと入はいり込こんできた。

　良かったこれでどうにか止めて貰もらえると、クルトは胸を撫なで下おろす……が、ゼナはちっともどいてくれる気配がなく、

「えー、ボクが一番に来たのに。終わるまでちょっと待っててくれても良くない？」

「そういうわけには参りませんわっ。合意の上でならば横よこ槍やりを入れるような無ぶ粋すいな真ま似ねしませんが、強ごう引いんに迫せまっているとなればこの私わたくしの正義が許しませんもの！」

「うーん……やっぱり倒たおしちゃえば……でも、長老さんに暴れないって約束しちゃったし」

「な、何なら物ぶつ騒そうなことを仰おつしやってますわね？　ですがそのような真ま似ね、私わたくしの目の黒い内はさせませんわよっ」

　勇ましいとは無む縁えんそうな柳りゆう眉びの優やさしい顔立ちなのに、年上らしく毅き然ぜんとした態度で、凛りんとして格好いい。その分、こんな状じよう況きように陥おちいっている自分が情けなくもなるけど、今は棚たな上あげだ。

　頼たよりになりそうな人物の登場に、クルトは目に希望の光を取とり戻もどし、

「わっ、目の色違ちがうのになるのっ!?　赤とか金とかっ？」

　……クルトよりも、上に乗っていた人物が凄すごい勢いで食い付いた。しかも目をキラキラ輝かがやかせて、期待に満ちた表情で。

　予想外の反応だったらしいイツミは呆あつ気けに取とられたように目を丸くし、

「えっ……？　あ、いえ、違ちがいますわ。それはそういう言い回しといいますか、私わたくしの国で使われていた表現でして……」

「ええー、じゃあ変わんないの？　警けい戒かい色しよくとか攻こう撃げき色とかないの？」

「……あの、期待されているところ、とても申し訳ないですが……」

「ぶー、だったらいいよ。バイバイ！」

「え、ええ……失礼しましたの……」

　頭を下げ、悪いことしちゃったかなー、と居たたまれない表情で出て行こうとするイツミだが、それを黙だまって見ていられない状じよう況きようにいるクルトが叫さけぶように、

「だぁっ、待って待って！　僕ぼくを助けるという本来の目的を忘れないでっ?!」

「ハッ!?　そ、そうですの、すごすごと引き返している場合じゃありませんわ……！」

　寸すんでのところで思い直してくれたイツミが慌あわてて部屋の中へと入って来て、勇ましく右手をゼナへと突つき付つける。

　まだ距きよ離りは少し開いているのに何をするつもりなんだろうか、かなり気になる。切実に助けを必要とする身としては特にだ。

　口元に微かすかな笑えみを浮うかべたイツミは左手で右手の人差し指に塡はめた指輪に触ふれて、

「私わたくしの旦だん那な様に不ふ埒らちな行こう為いを強制するだなんて、許せませんわ。このイツミ＝アカツキが排はい除じよしてみせますの」

「ふぅん、戦う気？　なんかすぐにポキッといっちゃいそうだけど？」

「その姿……貴女あなた、食オ人ー鬼ガですわね？　怪かい力りき自じ慢まんと分かっていて接近戦など挑いどみませんわ。指先一つ触ふれさせずに勝利してみせますの」

　何をするつもりなのかとゼナとクルトが見つめる中、イツミの細くたおやかな指が指輪の表面をそっとなぞり、続けてその指先で虚こ空くうに円を描えがく。

　するとあまり見覚えのない赤い文字が宙に浮うかび上あがり、円の軌き道どうに沿って回り始めた。

　その光景をクルトは初めて見るが、知識では知っている。

「あれって……もしかして、紋もん章しよう魔ま法ほう?!」

「ぅえっ!?　魔ま法ほうはちょっと……や、かなり厳しい、かも……！」

　あっけらかんと明るく余よ裕ゆうの態度を崩くずさなかったゼナも、流石さすがに焦あせって笑えみを強こわばらせた。そりゃあそうだろう、クルトの知る限り食オ人ー鬼ガはとても力強くて頑がん丈じようだが、魔ま法ほうにはまるで抵てい抗こう力がない。逆にエルフはそこそこ魔ま法ほうに強いが、そうは言ってもそこそこだ。

　つまり、ある程度の攻こう撃げきなら死にはしない……けど、物もの凄すごく痛い思いをする。

「だっ、待って！　この状態で紋もん章しよう魔ま法ほうなんて使われたら、僕ぼくまでっ……!?」

「ふふ、心配なさらずとも大だい丈じよう夫ぶですわ。私わたくしは魔ま法ほうの扱あつかいが上手ですの。そこの蛮ばん族ぞくだけに当てて見せますわよ」

「フンだ、そっちがその気なら……えいっ」

「ちょっ、抱だきついてきた!?　密着して死なば諸もろ共とものつもりっ!?」

　露あらわになっている自分の胸に、むにゅにゅっ、という感かん触しよくがダイレクトに伝わってきて、しかもすぐ目の前には愛らしい顔が。

　潑はつ剌らつ美少女との触ふれ合あいに、だけど全く喜べない。馬乗りになっていたゼナがそんなことをするのは間ま違ちがいなく人ひと質じちにするつもりだからだ。

　逸そらさずにいたままの視線の先には紋もん章しよう魔ま法ほうを放とうとしているイツミがいて、その狙ねらいはバッチリこちらに向いていた。

　突つき出だされた手とその先に浮うかぶ魔ま法ほうは、もう完全に直ちよく撃げきコースだ。

「フフン、小こ賢ざかしいですの。その程度の策略で私わたくしが魔ま法ほうを取とり止やめるとでも？　読みが浅過ぎですわね」

「いや浅くていいから止めとこう?!　助ける対象の僕ぼくも一いつ緒しよに食らっちゃうから！」

「問題ありませんわ私わたくしの精せい緻ちなコントロールにかかれば、その状態でも蛮ばん族ぞくさんだけ爆ばく発はつさせることが出来ますのよ！　……試ためしたことはありませんけど」

「何で自信なさげなのさ!?　しかもそれなのに止める気はないってどういうこと!?」

「乙女おとめが一度した決意をそう易やす々やすと翻ひるがえしては女が廃すたりますもの。誇ほこりにかけて放たせて頂きますわっ！」

「ぶーぶー。そんな決意や誇ほこりなんてポイしちゃいなよー。もう乙女おとめって歳としでもなさそうだしさー」

「ちょおっ?!　この状じよう況きようで煽あおるってどういうこと!?　死ぬの、死にたいのっ？」

　余計なことを口走るゼナをどうにかしたいけど、そもそも抑おさえ込こまれているクルトにはどうにも出来ない。

　そして何より──もう、遅おそい。

「…………微び妙みような年とし頃ごろの婦女になんという……！…………分かりましたわ。威い嚇かくだけで済ませるつもりでしたけれど、こうなったらお望み通りぶち当てて差し上げますの……！」

「ほら余計な燃え方しちゃった！　あれたぶん僕ぼくの巻まき添ぞえも込こみになっちゃってるよ!?」

「聖なる鉄てつ槌ついに尊い犠ぎ牲せいは付き物ですの。大だい丈じよう夫ぶ、魔ま法ほうに強いエルフなら死には至りませんから………………きっと」

「ぼそっと最後に付け足したの聞こえてるからねっ?!　大だい丈じよう夫ぶな確信持てないなら止めて……あっ、ちょっ、まだ説得中なのに魔ま法ほう陣じん光らせないで!?」

「もう止まりませんわっ。その肉厚な体、こんがり美お味いしそうに焼き上げて差し上げますの！　食らいなさい、《爆鎖火蓮ドミノフレア》！」

　絶対の自信が籠こもった声と共に宙に浮ういていた円えん環かん状の紋もん章しようが一ひと際きわ眩まばゆく輝かがやき、それを見たクルトは爆ばく発はつか炎ほのおの塊かたまりが飛んでくる予想に動けない体を硬かたく強こわばらせ………………るが。

　どういうことか、炎ほのおも何も飛んでこない。それどころか、あれだけ強い光を放っていた紋もん章しようが跡あと形かたもなく消えていく。

　思わぬ展開に、冷ひや汗あせを搔かきながらも安あん堵どするクルトだったが、どうやら予想外だったのはこっちだけじゃないらしく、

「…………あ、あら？　おかしいですの……発動しないだなんて……？」

　魔ま法ほうを用意していたイツミの方も、何やら不思議そうな表情をしていた。

　もしかしてただの脅おどしだったのかな、と一いつ瞬しゆん思ったけど、あれは素だ。もし演技ならたぶん世界を欺あざむける才能があるはず。

　険しげに眉まゆ根ねを寄せるイツミは、しかしすぐに余よ裕ゆうの笑えみを取とり戻もどして、

「……今のは何かの間ま違ちがいですわ。今度こそ消し炭にしてみせますの……！」

　とんでもなく不ふ穏おんな言葉を放ったイツミが再び指輪をなぞると、またさっきと同じ魔ま法ほう陣じんが浮うかび上あがる。しかもさっきより輝かがやきと回転速度が上がっていた。

「今度は本気で、殲せん滅めつ用の威い力りよくでいきますわよ──《爆鎖火蓮ドミノフレア》！」

　怖こわいことを言いながら魔ま法ほうを発動させ……ようとするけど、また発動せずに魔ま法ほう陣じんが消えた。というか、発動していたらゼナとクルトの命が消えていそうだった。

　二度の失敗に焦あせりの表情を浮うかべたイツミは、ブンブンと何かを否定するみたいに大きく首を振ふって、

「たっぷりと魔ま力りよくを注つぎ込こみましたのにっ……まさか刻印環キヤストリングの不調ですの？　ならっ、違ちがう魔ま法ほうで……！」

　そう言うと今度は薬指に塡はめた指輪をなぞって円を描えがき、それに応えて水色の魔ま法ほう陣じんが浮うかび上あがる。

「今度こそ……《氷華流星雨アイス・スコール》ですのっ！」

　高々と上げた手を振ふり下ろすと共に魔ま法ほうが叫さけばれる……が、やっぱりこれも発動することなく消えてしまった。

「ど、どういうことですの……？　私わたくしの魔ま法ほうは完かん璧ぺきのはずですのに、こんな……」

　見てて哀あわれになるくらいに動どう揺ようするイツミだが、うっかり巻まき込こまれて死にかけたクルトとしてはまるで同情出来ない。

　それに──命の危機を免まぬがれたっぽいとはいえ、安あん堵どするにはまだ早すぎる。

「なんかよく分かんないけど、魔ま法ほうは使えない、と。やった、これで安心して子作り出来るね！」

「だっ、や、嬉き々きとしてズボン脱ぬがすの止めようよ!?　無理だって言ってるじゃん！」

「ヘーキヘーキ、すぐに終わるって。出来ちゃうまで何回もするけど！」

「なっ、なんという破は廉れん恥ちな……!?　ああでも、魔ま法ほうを使えない私わたくしの細ほそ腕うででは粗そ野やで凶きよう悪あくな食オ人ー鬼ガの力には抵てい抗こうすら……！」

　視界の端はしでおろおろするイツミの姿が見えて、クルトは心底から思う。この人、本当に何しに来たんだと。何の役にも立ってない。

　やっぱり自分でどうにかするしかない。どうにもならないってことを理解して貰もらえればいいだけだけど、肝かん心じんのそれを聞いて貰もらえないって最悪すぎる。

　とはいえ力の差は覆くつがえせるようなレベルじゃない以上、説得するしかなかった。

　意を決したクルトはキッと目つきを鋭するどくし、今までの人生で初めてくらいの胆たん力りよくを声に込こめ、

「ちょっと待ってって！　すぐに終わるから、僕ぼくの話を、」

「──隙すきありっ、と」

　……話を聞く気がないにしたってあんまりな躊ちゆう躇ちよのなさで、ゼナの手がクルトのズボンを抜ぬき取とった。

「だあぁっ、なんでこのタイミングでそんなことしちゃうのっ!?　人の話を聞かないにも程ほどがあるよっ！」

「戦場では相手の都合を考えちゃうとやられちゃうからねー。やると決めたら躊躇ためらっちゃダメだよ、っと」

　そんなことを言いながら、今度はパンツに手を掛かけるゼナ。最後の砦とりでにしてはとても頼たより無ない布切れを、容よう赦しやなくグングン引っ張ってくる。

「ああもうっ！　無理なものは無理なんだから、そんなことしないでって──」

「やってみてから考えればいーじゃん？　ほーら、抵てい抗こうしたってもう取れちゃうよー？」

「だからっ──あぁっ!?」

　必死に抵てい抗こうして引っ張られるパンツを押おさえていたクルトだが、圧あつ倒とう的てきな力の前に、先に下着の生き地じの方が根負けし……つまり、パンツが音を立てて破けた。

　切きれ端はしの殆ほとんどはゼナの手に握にぎられていて、しかもクルトの手は強きよう烈れつすぎる手応えが不意になくなったことで、万ばん歳ざいするみたいに跳はね上あがる。

　その結果──クルトの股こ間かんを隠かくすものはなくなり、曝さらけ出されてしまった。

「あーあ、破けちゃった。でもこれで……………………えっ？」

「──やっぱりこんなの許せませんの！　私わたくしの目の前でこんな強ごう引いんな抜ぬけ駆がけなんてさせませんわ…………ぁ？」

　露あらわになったクルトの股こ間かんを見て、笑え顔がおで舌なめずりしていたゼナと、決死の表情で近付いてきたイツミの動きが止まる。

　完全に意表を突つかれた、と言わんばかりに目を丸くする二人だが、クルトからすれば意外でも予想外でも何でもない。ずっとそうだと言い続けていたのだから当然だ。

　二人の視線の先には何があるのかというと──

「…………………………ない。生えて、ない……？」

「………………本当に…………ツルツルで、何もありませんわ……」

「だから無理だって言ってたのに……！」

　思わず文句の一つも出てしまうけど、仕方ないはず。だって初めから伝えようとしていたのに、言わせて貰もらえなかったんだから。

　啞あ然ぜんとしている二人の目から隠かくすように股こ間かんに手をやるが、そこには何もない。本来なら生せい殖しよく器があるべきだろうけど、まだ生えていない状態だ。

　ツルツルな股こ間かんを見せるのが恥はずかしいから必死の抵てい抗こうをしていたのに、結局無む駄だに終わってしまった。

　少しの怒いかりと凄すさまじいやるせなさがクルトを襲おそう中、

「全く、嫌いやな予感に限って当たるもんだね。やれやれだよ」

「っ、長老様……!?」

　診しん察さつ室の入り口に、いつの間にか長老の姿が。その後ろにはティアもいる。

　あと少し早く来てくれれば助かったのに……と逆さか恨うらみっぽく思ってしまうけど、知った顔にホッとしたのも事実だ。

　長老は部屋にいる異種族二人を軽く見やり、それからクルトへと同情の視線をくれた。

「災難だったね、坊ぼうや。手て違ちがいがあったことを謝あやまらせて貰もらうよ」

「あ、いや、長老様に謝あやまられても……というか、この二人は長老様の知り合い……？」

「一応ね。あたしの……というより、どちらかといえばこの客人達たちは坊ぼうやを訪ねて来たのだけどさ」

「…………僕ぼくに……？」

　そういえば二人共、クルトの名前を出していた。つまりこの事態は意図的ではないにしても、完全に偶ぐう然ぜんという訳ではないらしい。

　しかもその目的は──ゼナの言葉通りなら、

「なんか……結けつ婚こんとか子作りとか言ってたような……？」

「勿もち論ろん説明はさせて貰もらうけども、長い話になるから場所を変えようかね。坊ぼうやには着き替がえも必要だし」

「……それは是ぜ非ひお願いします……！」

　ほぼ全ぜん裸ら状態で目上の人から長話を聞くなんてしたくないので、頭を下げて懇こん願がんする。

　ただ……そうしながら、何な故ぜかクルトには一つの予感があった。

　説明は当然受けるとして──果たして、事態は好転するのかどうか。

　一番大事なそこが上う手まくいく気が、まるで湧わいてこなかった。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「まずは改めて、客人達たちから自己紹しよう介かいをして貰もらおうかね」

　長老がそう切り出したのは、『叡えい智ちの森』の入り口から少し離はなれた場所にある大きな屋や敷しきに着いてからだった。

　ここに来るまでの間にクルトは無事に着き替がえを済ませたものの、移動中はほぼ無言だったので、まだ何も分かっていない。

　おまけに、広間のようなところに通され大きな食しよく卓たくを囲む形で席に着いた人ひと達たちについても疑問が残る。

　上座に長老、その近くにティア、そして二人の客人は向かい合う形に。クルトは自然と下座の席に着いたのだが、何な故ぜか一人、知らない人が長老の後ろに控ひかえるようにして立っていた。

　出で迎むかえをしてくれたキリッとした美人な女性だけれど、一番の特とく徴ちようは背中に大きな白い翼つばさがあることだ。案内の際に背中の大半が曝さらけ出だされた服と肩けん胛こう骨こつ辺りから生える翼つばさを見て、とても驚おどろいた。有ハ翼ー人ピ種ーの特とく徴ちようだけど、凄すごく珍めずらしい少数種族なので目もく撃げきしたのは初めてだ。

　それから、杖つえのようにして持っている長い武器。図ず鑑かんで見た知識だけど、あれは刀と呼ばれる剣けんの一種のはず。腰こしにも二本、短めの刀を差していて、隙すきの無い美人なだけにとても物ぶつ騒そうな感じがする。

　凄すさまじい存在感を放っている彼かの女じよに、しかし長老もティアも何も言わない。たぶん二人の知っている人物なんだろう。

　先にそっちの人を紹しよう介かいしてくれないかなと思うクルトだが、それを口に出す前に「ハイハーイ」と元気良く褐かつ色しよくの少女が手を挙げて立ち上がった。

「さっきも言ったけど、ボクはゼナ！　ゼナ＝トッド、種族は食オ人ー鬼ガで歳としは十五歳さいだよー。次の里長になる予定だから、戦争の際にはよろしくね！」

　……明るくハキハキと、最後に何やら物ぶつ騒そうなことをアピールしてきた。でも、あれは食オ人ー鬼ガにとってはごく自然なことなんだろう。戦いを糧かてにする戦せん闘とう種族だから傭よう兵へいを仕事というより生き方として誇ほこりに思っている、と聞いたことがあるし。

　そして次に、音を立てず控ひかえめに立ち上がった異装の女性がクルトへと深く一礼をして、

「改めまして、私わたくしはイツミ＝アカツキと申しますわ。見ての通りの平へい人じん種しゆで、今は亡なき某ぼう国こくの皇族の血を引いておりますの。職業としては魔ま術じゆつ師しと薬師を兼かねていますわ」

　その自己紹しよう介かいに、クルトは内心でなるほどと頷うなずく。

　紋もん章しよう魔ま法ほうは比ひ較かく的に扱あつかいが簡単な魔ま法ほうだと聞くけど、その代わりに消費する魔ま力りよくはとても多く必要になるらしいし、刻印環キヤストリング一つでも小さな家くらい買える値段がするとか。そんなものを複数所持して、不発だったにしろ数回の魔ま法ほう行使が出来るだなんて、普ふ通つうじゃない。

　凄すごい人なんだなぁ、と素す直なおに感かん嘆たんしていると、立ったままだったゼナが手を挙げたまま首を傾かしげるのが見えた。

「イーさんが凄すごそうなのは分かったけど、年はいくつなの？　ボクより年上だよね？」

　これは初対面の他人種にはよくある質問だ。エルフの場合は分化してから軽く五十年は見た目が変わらないし、ドワーフなんて子供から大人までずんぐりむっくりな体型だし、種族が違ちがうと年ねん齢れいに対する感覚も変わってくる。

　確か食オ人ー鬼ガは平へい人じん種しゆとそれほど寿じゆ命みようや年の取り方が変わらないはずだけど……、と思い出しつつイツミを見ると、何な故ぜか伏ふし目めがちになっていて、しかも少し震ふるえていた。

「わ、私わたくしの年ねん齢れいは、その…………ええと……………………、ですわ」

「えっ？　聞こえなかったからもっかいお願い」

「だからっ、二十八歳さいですわ！　何か文句ありますのっ!?」

　くわっ、と殺気立ち睨にらみ付つけるイツミだけど、ちょっぴり涙なみだが滲にじんでいた。クルトにはよく分からないけど、本人的にはかなり繊せん細さいな問題らしい。

「……うう、十代半ばの若い子達たちの中に、場違ちがい感が半はん端ぱないですの……私わたくしだって好きでこの年まで独り身でいたんじゃありませんのに……！」

「わたしが言うことでもないけれど、気にしないでもいいわ。エルフは年ねん齢れいに対して大らかな考え方だから」

「ほ、本当ですの？　行き遅おくれの年増はアウトだって初見で弾はじかれたりしませんのね……？」

　ティアの言葉に、イツミは縋すがるような目をこちらへと向けてくる。そんな目で見られてもクルトとしては困るだけだけど、かといって頷うなずかない訳にもいかない。

　それに……年の差さ婚こんで言ったら、他ひ人と事ごとじゃないし。

「イツミ嬢じよう、その点は大だい丈じよう夫ぶだよ。当のクルト坊ぼうやの両親だって、姉あねさん女によう房ぼうの年の差さ婚こんだからね」

「ちょっ……長老様、それ言っちゃうんですか？　参考にはならないような……」

「そうですの。長命であるエルフ女性との結けつ婚こんは年の差さ婚こんになることが多いですわ」

「確かにそうだが、坊ぼうやの父親はイツミ嬢じようと同じく平へい人じん種しゆで、年ねん齢れい差は四十近かったはずだよ。しかも坊ぼうやの父親は当時……いくつだったかね？」

「………………それは、あの……十三歳さい、と聞いてます、けど……」

「…………何やら犯罪の臭においのする年ねん齢れいですの……!?」

　途と端たんにざわついた空気になるけど、クルトは慌あわてて手を横に振ふり、

「やっ、婚こん約やくしたのが十三歳さいの時で、実際に結けつ婚こんしたのは十五歳さいになってからだよ!?　ちゃんと結けつ婚こん出来る年ねん齢れいになってからだって！」

「そ、そうでしたの…………それでしたら……」

「ちなみに目を付けたのは十歳さいの時だったらしいね？」

「……やっぱりアウトな気がしますわ……！」

　小さな声で「事案ですわ。これは事案ですの……！」と呟つぶやくイツミは完全に狼狽うろたえている。でもあれが正しい反応だろう。むしろ無関心な無表情のティアと、不思議そうな顔をしているゼナの反応の方がおかしい。

　そして息子むすこのクルトとしては、正直あんまり触ふれたくない話題だった。町の初等学校に通っていたある日、ぽつりと「私がお父さんを好きになったのは今のクルトくらいの時でしたね」と言われ、しばし考えた後で色々な事実に気付いて『あの母親は絶対おかしい……！』と確信に至った案件なので。

　……まあ、今問題とすべきはそこじゃない。いち早く忘れて貰もらう為ためにも話を戻もどさないと。

「えっと……イツミさんが年上だからどうこう、っていうのはない、けど……」

「それは良かっ……別の問題が?!　顔ですのスタイルですの貧びん乏ぼうが悪いんですのっ!?」

「いやそういうんじゃなくて！　良いい悪いの前に、僕ぼくはどっちとも結けつ婚こんする気なんてないってことだよ！」

　この世の終わりを告げられたみたいな顔で怒ど濤とうの質問をしてきたイツミに、クルトは声を張り上げて答え、それから長老を見る。

「なんか二人共、結けつ婚こんとか子作りとか言ってましたけど。これ、どういうことなんですか？」

「言葉通りだよ。他にいくつか婚こん姻いんの申もうし込こみをしてきた者はいるが、二人は自ら積極的に来てね。だったら会わせてみようか、って話になったのさ」

「……お見合いってやつですか？　でも、もう決まったみたいなテンションでしたけど……」

「婚こん姻いん相手は一人に限られるけれど、子作りだけなら別に複数相手でも問題ないからね。そもそも、まだ出来る段階じゃないしさ」

「あっ、それそれ！　長老のばーさま、どういうこと?!　まだ生えてないじゃん！」

　……事実とはいえ、あんまり大きな声で言われると恥はずかしい。おかげで最悪の事態にはならなくて済んだから、今は生態に感謝すべきなのかもだけど。

　長老に対して凄すごくフランクな態度のゼナに、答えたのは問われた当人だった。

「エルフの男はね、分化してから生せい殖しよく可能になるまで少しばかり時間がかかるんだよ。個人差があるけれど、ざっと数年から十数年で機能するようになるよ」

「えー、それじゃ遅おそすぎるよ。しかも誤差が凄すごいし」

「そっ、そうですわ！　一年や二年でも私わたくしにとっては大事ですのに……十年以上もかかってしまったら、その時にはもう……！」

　真っ青になるイツミだけど、やっぱりこの辺りはエルフとの感覚の違ちがいらしい。まあ、長くても百年生きるかどうかって平へい人じん種しゆにとって、その十分の一となるとかなり大きいのは理解出来る。

　理解は出来るけど、クルトにはどうにも出来ない問題だった。成長に任せるしかないことだし、二人の反応からすると婚こん姻いんの申もうし込こみだって引き下げてくれそうだ。

　──そう思っていたのに。

「ただし、二年足らずで子供を作るに至ったという実例が一件だけあるんだよ。そしてそこから、もっと早くに機能が備わるようになるんじゃないかという仮説も出ている。そうだね、ティアリーズ？」

「はい。女性のみの検証になりましたが、効果は間ま違ちがいなくありました。個人差は勿もち論ろんありますが、どの例も飛ひ躍やく的に生せい殖しよく機能完成が平均より短くなっています」

　祖母と孫、というより長と優ゆう秀しゆうな研究者みたいな雰ふん囲い気きの二人の会話に、真っ先に食い付いたのはイツミだ。

「ほ、本当ですのっ？　婚こん期きを逃のがしただけでなく何もかもが手て遅おくれになって終しゆう了りよう、みたいな人生の結末にならなくて大だい丈じよう夫ぶですのねっ!?」

「落ち着きな、イツミ嬢じよう。効果は確実でも、どれくらい縮まるかは分からないんだよ。だから婚こん姻いん申もうし込こみを破は棄きするのだって間ま違ちがっちゃいない。ゼナ嬢じようもだよ」

「あ、ボクはヘーキだよ。子供は早く欲ほしいけど、もしかしたら数年はかかっちゃうかも、って分かってたし。十年はちょっと勘かん弁べんして貰もらいたいけどねー」

「…………勘かん弁べん、などと簡単には済みませんわ……十年後だと私わたくしはもう四十前…………色々と誤ご魔ま化かしも効かなくなる歳としに……！」

　あっけらかんと受け入れるゼナに、これからの食事が全て嫌きらいな食べ物になりますと宣告されたみたいに絶望感に打ち拉ひしがれるイツミ。全然違ちがう反応で、傍はた目めからはちょっと面おも白しろい。

　……ただし。これが他ひ人と事ごとならば、という話だけど。

「それよりも長老様っ！　僕ぼくは結けつ婚こんも子供を作る気も全然ないんですけど！」

「坊ぼうやからしてみれば勝手な話なのは重々承知しているよ。けどね、望まないからといって簡単に拒きよ否ひ出来るかといったら、そうもいかないのさ」

「え……どうしてですか？　別に、その気がないから断るっていうのは変な話じゃないと思いますけど。名家ならともかく、うちは普ふ通つうの一いつ般ぱん家庭ですし」

「だから余計に問題なのさ。エルフの男が優ゆう秀しゆうな子供を生み出す、というのは広く知られていてね。しかも産まれる子は相手側の種族になるから、余計に貴重だよ。なのにここ百年で産まれた男は坊ぼうやを入れてたったの二人……この意味が分かるかい？」

「……えっと…………もしかして、取り合いになる……？」

　まさかと思いつつクルトが答えると、長老はため息混じりに首を横に振ふる。

　間ま違ちがったとはいえ、自分の身に起こるかもしれないことだからとホッとするクルトに、非情な解答をくれたのはティアだった。

「取り合い、などという生易しいものではないわ。血で血を洗う強ごう奪だつ戦よ」

「……………………え？　いや、でも、だって……結けつ婚こんするのは本人達たちの……」

「だから、本人の意思など関係なしに身み柄がらを確保して無理矢理に子供を作るのよ。手足の自由を奪うばうくらいのことは当然ね」

「…………いやいやいやいや！　そこまでするって……ないでしょ、普ふ通つう!?」

「クルト、それは一いつ般ぱん的な常識で考えた場合よ。外見も才能も優すぐれた子を手に入れられる……そこに黄金の木よりも価値を見み出いだす人は少なからずいるの」

「や、でも……その為ために奪うばい合あいになるって……」

「エルフはあまり精力に優すぐれているといえないもの。繁はん殖しよく力は他の種族より低いわ。限られた財産ならば独ひとり占じめしたいと思うものよ」

　淡たん々たんと、教科書に載のっている法則を読み上げるように話すティアに対し、クルトはまるでついていけない。内容もだし、それが自分の身に降りかかっている事態だってことにもだ。

　だが……現に先さき程ほど、ゼナに押おし倒たおされている事実もある。もし生せい殖しよく機能が備わっていたのなら、あのまま最後まで──それどころか、妊にん娠しんが確かく認にんされるまで自由を奪うばわれていたのかもしれない。

　そこに恐きよう怖ふを感じずにいられるのは、ゼナが明るい性格だっていうことと、無理矢理ではあってもこちらが痛い思いをしないように最大限の気き遣づかいはしていたと分かるからだ。

　確信はないけど……たぶん、泣なき叫さけぶくらいに嫌いやがれば、無理を通すのは諦あきらめてくれた気がする。襲おそわれたことに変わりはないが、トラウマになるレベルで嫌いやな思いはせずに済んだ。

「話を戻もどすよ。坊ぼうやは森に住まない一いつ般ぱん的な人間とエルフの家庭の子で、だからこそ家族ごと消えてもそう騒ぎにならないと踏ふんで、血の気の多い連中が動きかねない。立場がある家ならば……まあその時は逆に、更さらに上の立場の人間から断れない命令を出されて身を差し出すことになっただろうがね」

「そんな物ぶつ騒そうな…………でも……」

　ちらり、とゼナとイツミの二人を見ると、その視線の意図を理解したのかティアが頷うなずく。

「大おお袈げ裟さに思えるかも知れないけれど、全然考え過ぎじゃないわ。男エルフが誕生したと情報屋に流れて、ほんの数日で束になる数の婚こん姻いん申もうし込こみと、実際に乗のり込こんで来る人ひと達たちがいるくらいだもの」

「ぶー、なんか酷ひどい言われよう。ボクは聞いたその日に部族の総意を纏まとめて、反対意見には殴なぐり合あいで決着つけてから、丸三日も走ってきたっていうのにさー」

「私わたくしも旅に必要な物と大事な道具以外は全て売うり払はらって、働いていた店に辞やめることを伝えたら『いきなりすぎる』と激げき怒どされ、退路なしで駆かけ付つけましたの。軽挙な行動のように言われるのは心外ですわ」

　抗こう議ぎの声を上げる二人だけど、それは本当に大だい丈じよう夫ぶなのかと聞きたくなる。特にイツミは人生賭かけすぎだ。

　そこまでする意味があるのか、クルトには分からない。

　でも、その質問を軽々しくしてはいけないってことは、二人の顔を見れば分かる。楽観と悲ひ壮そうという全然違ちがう様子なのに、何な故ぜか同じ雰ふん囲い気きを纏まとっている気がした。

「じゃあ……今まで通りの生活は無理、ってことですか？」

「残念ながらそうなるね。坊ぼうやの安全に責任を持てないし、あたしとしても大事な男エルフを失うわけにはいかないさ」

「でもっ、季節が変わったら高等学校に行く予定もあるし……そうだ、母さんは？　うちの親は何て言ってるんですかっ？」

　頼たのみの綱つな、というにはかなり心細いけど、とことん変わり者な母親のことだから、いくら長老の指示でも簡単には従わないはずだ。どうしてこの大事な話し合いの場にいないのか、そっちも気になる。

　……そしてもう一つ。母親の話題を出した途と端たん、長老が物もの凄すごく残念そうな顔をしたのが、とても気になる。

「……あの。母は、どこに？」

「あの子はもう帰ったよ。坊ぼうやをよろしくと言っていたね」

「は、い？　帰ったって…………えっ？　な、何で帰るの!?　長老様との話し合いで納なつ得とくしたにしても、僕ぼくに会わないまま?!」

「あたしも直接話せって言ったんだけどねぇ……面めん倒どうな輩やからが家に押おし寄よせる前に帰るとさ。旦だん那なが心配だと」

「…………いや確かに何も知らない父さんは心配だけど…………」

　もう少し我わが子の心配の方もしてくれていいんじゃないだろーか。嫁よめや孫が出来てしまうかという瀬せ戸と際ぎわなんだから。

　そんなクルトの無言の訴うつたえは伝わったらしく、長老は痛ましげに眉まゆを寄せて、

「……『この際だから新しん婚こん気分に戻もどって夫ふう婦ふ水入らずで大陸中を巡めぐって来る』とさ。家や家財道具は売うり払はらう手続きをするよう、旦だん那なに《言こと珠だま》を送っていたよ」

「……………………えっ？　じゃあ、あの…………僕ぼくの家はっ?!」

「数日後には空き家になっているんじゃないかねぇ……あの子は一年くらいぶらぶらしてくると言っていたが、どこに行くかは決めていないとも言っていたよ」

「………………あの人は…………本当に、なんというか……もう……」

　ガックリと肩かたを落として項うな垂だれたクルトは、しかしすぐに顔を上げた。今日のは特大だったが、あの母親が突とつ拍ぴよう子しもない言動で我わが子を振ふり回まわすのには、残念ながら慣れている。慣れたくなんかないけど、慣れないと胃痛と友達になるしかないので。

「……母さん達たちのことはともかく、帰る家がないって……」

「安心おし。坊ぼうやはあたしが預かることになったからね」

「……長老様が？　それって、どういう……？」

　何となく話の流れから嫌いやな予感がして、クルトは口端くちのはを引ひき攣つらせながら訊たずねる。

　当たって欲ほしくない予感を否定して貰もらいたいと願うクルトに対し、長老の返事は──

「今日から坊ぼうやはこの館で暮らして貰もらうよ──ひとまずは三人の花はな嫁よめ候補と一いつ緒しよにね」

「なっ…………えええぇえっ?!」

　……完全に予感通りの方向で、しかも思っていた以上の内容だった。

　何が予想以上って、

「ちょ、ちょっと待ってください！　どうしてそうなるのかもですけど、そこの二人だけじゃないって……!?」

　ちらりと席に着いているティアと、立ったままの謎なぞの女性に視線を走らせる。でも二人共完かん璧ぺきなまでの無表情で、何も読みとれない。

　『妖精の森の宝石エメラルドクイーン』と大事に扱あつかわれているはずのティアにしろ、少数種族ながら才能と美び貌ぼうで大陸中の人々から敬意を持って接されている有ハ翼ー人ピ種ーの美女のどちらかも候補に入っているだなんて、とんでもない話だ。正直、意味が分からない。

　なのに長老は平然としていて、後ろに立つ女性を手で示す。まさか本当にこの人が、と思い緊きん張ちようが一気に増していると、意外な言葉が聞こえてきた。

「管理役と護衛を兼かねて、ここにいるレイン嬢じようが面めん倒どうを見てくれることになっているからね。不自由は……まあ、それなりにしかさせないつもりだよ」

　長老からの紹しよう介かいに、翼つばさを持つ美人が礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる。

　護衛というなら、あの剣けんも納なつ得とくだ。というか、強ごう引いんにでも納なつ得とくしないと、他に問題が山積みなので。

　レインと呼ばれた彼かの女じよが花はな嫁よめ候補じゃないと分かってホッとしたクルトだが、すぐにちっとも気を緩ゆるめられる状じよう況きようになっていないと気付けた。

　だってそうなると、

「え、あのっ、じゃあティアが花はな嫁よめ候補の一人ってこと？　そんな無茶な……」

「おや、どうしてだい？　うちの孫はお気に召めさないと？」

「あら、そうなの？　随ずい分ぶんと評価が低いようで残念だわ。これはわたしの価値を分からせてあげる必要があるかしら」

「滅めつ相そうもないから怖こわいこと言わないで!?　だからほら、そういうんじゃなくて！　ティアは将来を期待されているし、それに結けつ婚こんを申もうし込こんでいる人はたくさんいるんじゃないの、ってことだよ！」

　刺さすような視線が本気で怖こわくてクルトは慌あわてて取とり繕つくろう。

　でもその効果は予想外のところにまで及および、

「むー。ボクだって婚こん約やく者の十や二十はいたよっ。ボクより強くないと受けないから全部断ってきたけどさー」

「わ、私わたくしも若い頃ころは引ひく手て数多あまたで大変でしたのよ？　ですが使命の方が大事で……先日近所の子供に『ぼくが大きくなったら結けつ婚こんしてあげる！』と言われた時には何な故ぜか泣きそうになってしまいましたけれど…………うぅ……」

　機き嫌げんを損そこねてむくれるゼナに、深刻なダメージを受けたように胸を押おさえて苦く悶もんするイツミ。頼たのむから勝手に被ひ弾だんしないで欲ほしい。

　そして肝かん心じんのクルトの問いへの答えは、ほんの微び妙みように口角を上げたティアがしてくれた。

「わたし自身に対する期待は今まで通りよ。でも、わたしがあなたの子を産むとなれば、その期待はこれまでの比じゃなくなるわ」

「エルフの男が重宝されるのは、必ず相手の種族の子が産まれること……そして優ゆう秀しゆうな子になることが決まっているからさね。その母体が稀き代たいの天才ともなれば、『叡えい智ちの森』でティアリーズを花はな嫁よめにと推おさない者はいないさ」

　長老の補足もあって、ようやくクルトは理解し始めた。

　男に分化したのは何となく凄すごいことなんだろうとは思っていた、けど……凄すごい、なんてレベルじゃない。どうやら驚きよう天てん動どう地ちの事態に発展しつつあるらしい。

　何周遅おくれかでそのことを把は握あくし、クルトは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　それでも、周囲の流れは待ってくれない。

「情報操作は試みたが、今後も婚こん姻いんの申もうし込こみは増えるだろうね。中にはエルフの生態を知っていて時間を掛かけて交こう渉しようして来る連中もいるだろうけど、ここの嬢じようちゃん達たちみたいに急せいて動くのも少なからずいる。それなりに吟ぎん味みさせて貰もらうつもりでも、花はな嫁よめ候補はまだ増えると思ってくれていい」

「えー。ボクとしてはそんなに増えられても面めん倒どうだよ。子供作る機会が減っちゃうし……って、そもそもまだ作れないんだけどさー」

「あっ……そこですわ！　クルト様が早く大人の殿との方がたになる為ための仮説というのは一体どのようなものですのっ？」

「…………」

　肝かん心じんの話題になり、クルトもショックを受けたまま自然と耳を傾かたむける。

「仮説の元になっているのは、三百年程ほど前に分化した男エルフよ。『湖岸の主の恋こい人びと』、といえばエルフなら誰だれもが聞いたことのある有名人ね」

「へー、ボクは初耳。どんな人なの？　強かったの？」

「噂うわさには耳にしたことがありますわ。何でも変わり者の人魚に見み初そめられ、恋こい人びとになり魅み惑わくの笛を教わったという奏者ですの。人魚との種族の壁かべに阻はばまれた彼かれ等らの悲ひ恋れんを題材にした舞ぶ台たいの演目はとても人気がありますの……！」

　どこかうっとりとした表情で説明するイツミだが、件くだんの人はクルトも聞いたことがある。エルフと人魚の間には子供が作れないし、寿じゆ命みようも全然違ちがう。しかも美男美女の組み合わせなので、町では人気の話なのだとか。

　ただし、『叡えい智ちの森』で聞いた話とイツミの説明だと、印象が大分違ちがう。

「彼かの人の手記が記録室に残っているのだけれど、それがとても参考になったわ」

「まあ、そんなものがありますの!?　こ、これは吟ぎん味みして美しく仕立て上げれば、伝説の脚きやく本ほんとして大おお儲もうけ出来るチャンス……!?」

「どうかしら。エルフの間では奇き人じんという印象しかない人よ」

「………………えっ？」

　幸せそうな表情のまま固まるイツミに、ティアの口から冷れい酷こくな真実が告げられる。

「人魚と恋こい仲なかだったのは本当だけれど、分化の前から水責めされて喜ぶ変質的な愛情を築いていたみたいで、死に別れてからは『人前で酸欠になるまで笛を吹ふくのが気持ちいい』という理由で演奏していたらしいわ」

「何ですのその意外性しかない真実は!?　完全に変態さんじゃありませんのっ?!」

「だから美形にも拘かかわらず生しよう涯がい独り身だったそうよ。『叡えい智ちの森』では近寄ったらいけない人として認にん識しきされていたみたいね」

「死別した恋こい人びとに操みさおを捧ささげた孤こ高こうのエルフと評判でしたのにっ?!　どこをどうすればそんなにねじ曲がりますのっ!?」

「あたしが当時を知っている親から聞いたところに依よれば、外で有名になってしまったから恥はじを晒さらさないようそれらしく解かい釈しやく出来る話を広めたらしいね。特とく殊しゆな性せい癖へきを除けば無口で大人しい男だったらしいから、本人も敢あえて否定はしなかったとか」

「補足すれば彼かれは件くだんの人魚と付き合っていた当時、森に住むエルフとの間に子供を作っているわ。ただし人魚との関係も切れていなかったことに彼かの女じよが激げき怒どし、出産前に別れてしまったから、森の外には広まっていないの」

「台無しですわぁ……悲ひ恋れんから産まれた芸術の逸いつ話わに、心の底から感動しましたのにぃ……」

　今にも泣き出しそうなイツミはご愁しゆう傷しよう様で、クルトも学校と母親から聞いた話の凄すさまじい違ちがいに何だか居たたまれない気持ちになったのを思い出してしまう。

　ただ、今しているのはそんな痛い話のことではなくて、

「そんな変態さんはどーでもいいんだけど。肝かん心じんの早く大人になる方法ってどれなの？　あっ、もしかして変態さんは育つの早いってこと？」

　我が慢まんしきれなかったのかテーブルをバンバン叩たたいてゼナが先を促うながす。

　その様子にティアは微かすかに不快そうに眉まゆを顰しかめ、

「違ちがうわ。でも大きく間ま違ちがってはいないわね」

「むー、勿もつ体たいぶらないでよ！　正解はなんなのっ？」

「彼かの人の手記曰いわく、分化してからしばらくして人魚と出会い、すぐに不健全な関係になったそうよ。そしてそれ以降、急速に男としての自覚と肉体の変化が出たらしいの」

「それは、つまり……恋れん愛あいしたから、ですの？」

「綺き麗れいに取とり繕つくろって言えば、そうね。分わかり易やすく言ってしまうと──性的なことをしていたら最適化が加速した、ってところよ」

「身も蓋ふたもないけれど、確かに分わかり易やすいですの……！」

　引き気味に頷うなずくイツミだが、あっさり受け入れてしまえるような内容じゃない。

　真面目な顔をして淡たん々たんとした口調だったからあんまりそんな感じはしないけど、ティアが言ったのはとんでもないことだ。

　その早く大人になる方法と、さっき長老に指示された内容を組み合わせると、つまり──




「じゃ、一いつ緒しよに暮らしてえっちなことしまくればいいんだ？　なーんだ、簡単じゃん！」




　……ゼナの口から飛び出したのは凄すさまじくどうしようもない内容で、更さらに酷ひどいのはこれが要約として完全正解だってことだと思う。

　そんな仮説、普ふ通つうなら半笑いで聞き流して終わりだ。実例って言えるようなケースでもないし、不確かにも程ほどがある。

　……ただし、言い出したのがティアで、それを長老も納なつ得とくしているという二点に於おいて、全く笑えない事態になってしまっていた。

「失礼ですけれど、本当に成長促そく進しんの効果はありますの？　ひたすら睦むつ言ごとに勤いそしんで愛を育み、その結果大人になるのが私わたくしが子供を産めなくなってからでは悲ひ惨さんすぎますわよ……？」

　その未来を想像したのか笑えみが強こわ張ばるイツミに、ティアは躊躇ためらいなく「心配要いらないわ」と返し、

「男エルフはデータが取れないからどうしようもないけれど、森に住む女エルフから必要なデータは取ってあるの。三百人以上に調査を行い、分化前後に好意対象がいる女エルフといない女エルフで大人になるまでに掛かかった期間を調べたわ。その結果、見事に前者の方が早く大人の体になっていたの」

「なら、効果はあるということですのね!?　早ければどの程度だと見み込こんでいますのっ？」

「仮説を元にすれば二年……或あるいはもっと早まるかもしれないし、もう少し掛かかってしまうかもしれないわ。女エルフと同じく顕けん著ちよな結果が出るとすれば、最短で一年掛かからないと予測しているのだけれど」

「一年かー。脅おどされた割には短い、かな？」

「一年……一年なら、ギリギリ二十代の内に妊にん娠しん、もしかしたら出産までいけるかもしれませんわね……！」

「あくまでも推測よ。ただ、異性との接せつ触しよく──それも性的興奮を伴ともなう場合、より顕けん著ちよに大人になるのが早くなっているという結果が出ているわ」

　平然と言うけど、そんな赤せき裸ら々らな調査に応じてくれるって森エルフの貞てい操そう観念とかプライバシーとかはどうなっているのか。

「へー、そうなんだ。ティー子はどうだったの？」

「変な呼び方をするわね……わたしは好意対象のいない後者グループだからそれ程ほど参考にはならないわ。平均的な成長に属するわね」

「前者グループは全体の一割未満しかいなかったみたいだよ。だが、その全てが後者グループの平均よりもずっと早くに大人になっている。男女の違ちがいはあれど、坊ぼうやに効果がない可能性の方が低いね」

「納なつ得とくですわ。ああ、これで希望を捨てずに済みますの……！」

　目を潤うるませて感動するイツミの姿に、長老は小さく頷うなずき、それからクルトの方を見る。

「そういう訳で、クルトの坊ぼうやにはこの子達たちと一いつ緒しよに暮らして貰もらうことになったんだよ。早く大人の体になって貰もらう為ためにもね」

「お母様の了りよう解かいは取ってあるわ。生活に不便はなくするし、学校も今までとは違ちがうけれど通えるよう計らうつもり。外出に関しては町や遠出の時には護衛として誰だれかの付つき添そいが必ひつ須すになるけれど、制限は特にないわ。何の問題も無いわよね？」

　何ら疑いなく当然の答えを待つような様子のティアに対し、クルトは一度俯うつむき、大きく息を吐はく。

　そして短く息を吸すい込こんでから顔を上げ、ぐっと背筋を伸のばしてティアと長老の方を向き、




「──絶対に嫌いやだよ！　そんなの、僕ぼくはやらないから[image: !!!]」




　ありったけの全力で拒きよ否ひをして、バンッと強くテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「長老様も母さんも勝手すぎるよ！　いきなり放り出されて何人もと婚こん約やくさせられて同居しろって、そんなの受け入れられるわけないじゃないか！」

「落ち着きなさい、クルト。何が問題なの？」

「むしろ問題しかないよっ！　結けつ婚こんも子作りも変な実験扱あつかいも、全部嫌いやに決まってる！　普ふ通つうに考えれば分かるでしょ!?」

「……わたしは特に問題ないと思ったのだけれど……？」

　心底不思議そうな表情で首を傾かしげるティアは、

「男の人は大体がハーレム願望、もしくは不特定多数との爛ただれた関係を好むと聞いているのだけれど……分化したばかりのクルトにはまだ早かったのかもしれないわね。でも、それは時間が解決してくれるはずだわ」

「それ以前の問題だよ！　そんな勝手をされて従う義務なんてないんだから、僕ぼくは受け入れないから！　結けつ婚こんも子作りも、好きな人が出来てからするし！」

「お、落ち着いて欲ほしいですの、クルト様……！　突とつ然ぜんで驚おどろくのも分かりますけれど、私にも事情が……」

「事情ならボクにだってあるよ。強い子が欲ほしいし、違ちがう種族の血を入れとかないとまずいみたいだしさー」

　今までの人生で初めてくらいの剣けん幕まくで叫さけぶクルトにも、子供目当ての二人はまるで引く様子がない。ティアに至っては何を考えているのか分からない無表情っぷりだ。

　勢いを殺そがれる反応だけど、それでもクルトは強い視線を長老へと向けて、

「母さんが帰ったといっても、すぐに追おい掛かければ間に合うはずです。絶対に説得して、僕ぼくは今まで通り──」

「残念だけどね、坊ぼうや。それは許可してやれないのさ」

「どうしてですかっ!?　いくら長老様の命令だとしても、こんな酷ひどいのは、」

「そういう訳にはいかないのさ。これは坊ぼうやの安全のことを考えて、族長として許可出来ないという意味だよ」

「……さっきの、男エルフは貴重だから、ってことですか？　でも、『叡えい智ちの森』だって……」

「ここならある程度の安全は保障出来る。森全体が精せい霊れいとの契けい約やくで、敵意のある魔ま法ほうや生物に怪け我がを負わせる魔ま法ほうは発動しないからね」

「あっ……だから私わたくしの紋もん章しよう魔ま法ほうも……！　噂うわさには聞いてましたけれど、御お伽とぎ噺ばなしではなく本当の話でしたのね……！」

　合点がいった、とイツミが安あん堵どと感動が綯ない交まぜになった声を上げる。さっき魔ま法ほうが出なかったのは、森の影えい響きようらしい。

「良かったですの……この刻印環キヤストリングが壊こわれていたら、買い直すのにまた借金の日々に…………本当に良かったですの……！」

「そーいえばボクも、森の動物は殺さないようにって言われてたっけ。何かされちゃうの？」

「事故なら何もないし、軽い怪け我がをさせる程度ならいいのだけどね。故意に殺傷すると、森に襲おそわれるよ。一週間くらい木の幹に閉とじ込こめられて過ごす羽目になるかもしれないね」

「遥はるか昔から『叡えい智ちの森』がエルフの集落として在り続ける理由よ。外敵は力を発揮出来ず、火を使って燃やすことも叶かなわない。争いを持もち込こませない静せい穏おんの森だもの」

「ならっ、家族で『叡えい智ちの森』に引ひっ越こしてくるよ！　それなら問題無いでしょう!?」

「それも厳しいね。さっきも言った通り、両親は納なつ得とくしているし、ここに住むつもりは更さら々さらないはずさ」

「……じゃあ聞いてくれるまで説得するだけですからっ！　失礼します！」

　叩たたきつけるようにそう言うと、クルトは逃にげるようにその場から走り出す。テーブルに足をぶつけて痛みが走るけど、そんなのお構いなしだ。

「はれっ？　クー太、どこに行っちゃうの？」

「く、クルト様!?　ショックなのは分かりますけれど、お待ちになって──」

　ゼナとイツミの声を背に受けても足は止めない。リビングから出る扉とびらを開ける際にちらりと長老とティアの顔も目に入るが、前者は仕方ないといった風で、昔むかし馴な染じみに至っては相も変わらぬ無表情だった。

　その反応に益ます々ます腹が立ったクルトは乱暴に扉とびらを閉めて出て行き、そのままの勢いで館の外へと飛び出した。

「向こうが『叡えい智ちの森』の入り口……なら、馬車が来る町はあっちのはず……！」

　キョロキョロと周囲を数回見み渡わたしただけで、クルトはすぐに判断して走り出す。森の中で道らしい道はないが、そんなのちっとも問題にならない。

　この館は初めて来た所だけど、『叡えい智ちの森』には何度も来ているし、まだ太陽も見える。大体の方角さえ合っていれば、後は見覚えのある木の形で修正していけばいい。これでもエルフだから、木々や草花の形を覚えるのは得意だ。

「全く……長老様も母さんも勝手なんだから…………あれ……？」

　怒いかりに任せて文句を呟つぶやきながら走ること数分、いつしか周りが見覚えのある風景になっていた。といっても、来る途と中ちゆうに見た景色じゃない。

　もっと昔の、記き憶おくの中にある景色だ。

「ここは……確か、向こうに大きな池があったような……」

　ややうろ覚えになっている記き憶おくの答え合わせをするように、クルトは速度を落として歩きながら進んで行く。白状すればほんのちょっと走っただけなのに息切れし始めていたからだ。

　エルフは基本的に運動が苦手と聞きはするけど、それにしたって我ながら情けないとクルトは思う。瞬しゆん発ぱつ力や反応なら平へい人じん種しゆとそう差はなかったものの、筋力や持久力だと全然負けていて、学校の仲間にはいつもからかわれていた。

「仕方ない……んだろうけど、やっぱり情けないな…………っと」

　鬱うつ蒼そうとした茂しげみを避さけて奥おくへと回り込こむと、ぽっかりと木々が生えていない場所がある。そこには池があって、申し訳程度に周囲を小さな岩で囲んである。

「…………あれ？」

　微かすかな違い和わ感かんにクルトは池に近付き、しゃがみ込こんで水面を覗のぞき込こんでみる。湧わき水みずが流ながれ込こんで池になっているはずで、澄すんだ水には小さな虫が泳いでいた。

　見覚えがあるような、それでいて何かが違ちがう景色だ。

「…………もっと大きな池だと思ったんだけどなぁ……」

「それはあなたが小さかったからよ」

「ああ、だから……って、ティア!?」

　驚おどろいて背後を振ふり返かえると、そこには平然とした様子のティアが立っていた。

　瞬しゆん間かん移動でもしたのかってくらい唐とう突とつに現れた彼かの女じよに、クルトは目を白黒させながら、

「なんでここが……というか、どうやってこんなに早く?!　どんな快足と体力なの!?」

「特に走ってはいないわ。精せい霊れい魔ま法ほうの《緑の絨じゆう毯たん》を使ったの。ほら、そこに魔ま法ほうの残ざん滓さいがあるでしょう？」

　ティアが指差した場所を見ると、明らかに不自然な形で草や蔦つたが纏まとまって落ちていた。《緑の絨じゆう毯たん》は植物を操あやつって足場を作り、それを風の精せい霊れいの力で浮うかして飛ぶという魔ま法ほうだ。人体をそのまま浮うかして飛ばすよりもその方が簡単だし、スピードも出るのだとか。熟練した使い手なら馬よりも速く飛べるらしい。

　といっても、高度な精せい霊れい魔ま法ほうなのでクルトにはまだ使えない。出来てその場に浮うかせるくらいだと思うし、それだけでも半はん端ぱない集中を必要としてすぐに疲つかれ果はててしまうはずだ。

　エルフでも一割未満しか使えないと言われる高難度に属する精せい霊れい魔ま法ほうなのに、それを平然と使えるだなんて、流石さすがとしか言いようが無い。

　でも、それだけだと説明として不十分だ。

「魔ま法ほうを使ったのは分かったけど……ここ、かなり見え難にくいよ？　どうやって見つけたの？」

「館から町までのルートに、クルトの体格から予想される体力を加味して移動ポイントを絞しぼり、その範はん囲い内にここがあったから来てみたの。いる確率はそれ程ほど高くないと思っていたけれど……来てみるものね」

「……そっかぁ」

　しみじみと呟つぶやいて、クルトは小さな池へと視線を戻もどす。

　不思議とティアの目もそちらに向くのが分かって、ぽつりと独り言のように話はなし掛かける。

「懐なつかしいな。最初にここに来たの、もう九年くらい前だっけ」

「そうね。あなたと初めて会った時だから、正確には八年と二百八十三日前になるかしら」

「よくそんな細かく覚えてるね……じゃあ最後に一いつ緒しよに来たのは？」

「四年と十三日前よ」

　即そく答とうが返ってきて、クルトは思わず苦く笑しようする。頭の出来が違ちがうのはとっくに分かっていたけど、あんな些さ細さいなことでもここまで正確に覚えているだなんて、感心を通とおり越こしてちょっと面おも白しろい。

「僕ぼくが迷子になって困っていた時に、散策していたティアが見つけて声をかけてくれたんだよね。それで案内してくれることになって、集落に戻もどる前にここに連れて来てくれて」

「ええ、そうだったわね。都合良く人目に付かない場所があって良かったわ」

「…………あれ？　なんか不ふ穏おんな言葉が聞こえたけど……そういえばあの時、何をしたんだっけ？　あんまり覚えてないんだけど……」

　何だか嫌いやな予感がしつつも訊たずねると、ティアは呆あきれたように微かすかに口元を緩ゆるめ、

「大事な思い出なのに、忘れたの？　あんなにはしゃいでいたのに」

「う、うん。ごめん、あんまり記き憶おく力に自信がなくて。そんなに楽しそうだった？」

「寂さびしいわね。仲良くお喋しやべりして親交を深めたでしょう？」

「えーっと……話したのは覚えているけど…………何を話したんだっけ？」

「色々よ。町のことや友達のこと、その他にもたくさん──六時間くらい話したかしら？」

「思い出したよ！　早く集落に戻もどりたいって言ってるのに、質問が終わるまで待てって……！　しかも脱ぬがされた気もする……!?」

「自分以外のエルフの若木こどもはどんな体たい軀くなのか調べたかったの。森に同年代のエルフはいないから、貴重な機会だったわ」

　どこか満足げにそう言うティアだけど、クルトはちっとも共感出来ない。思い出せなかったのは記き憶おく力の問題というより、辛つらい記き憶おくなので忘れようとしていたからって気がする。

　一度思い出すと次々に記き憶おくが蘇よみがえってくる。そういえばこの池に辿たどり着ついたのも、『連れて来てくれた』っていうより、現地住民のはずのティアが道に迷って『もう面めん倒どうだからとりあえずここにしましょう』とか言い出して、怒ど濤とうの質問タイムが始まったんだった。しかも迷子になったことをまるで認めなかったし。

　この池のすぐ横で何時間にも渡わたって質問攻ぜめされて、観察したいと脱ぬがされて、体をぺたぺた触さわられて……良いい思い出、というにはかなり厳しい。

　…………ただ、それでも。

「……懐なつかしいな。あの頃ころは、まさかこんな風になるだなんて思いもしなかったよ」

　母親や森に住む他のエルフに比べてパッとしない容姿なのは、小さい頃ころからだ。それが余計にティアの興味を擽くすぐったらしい。

　クルトとしては、やっぱり劣れつ等とう感を覚えてしまうところではあったけれど、人それぞれなんだと思える切きっ掛かけの一つにはなった。

　ただ、まあ。エルフらしい取とり柄えや特とく徴ちようが乏とぼしくても別にいっか、と思えるようになったのに、今度はその特とく徴ちように振ふり回まわされることになるだなんて、皮肉にも程ほどがある。

　苦く笑しようすればいいのかげんなりすればいいのか良く分からない心境のクルトに、横に並んだティアがぽつりと切り出す。

「──お婆ばあ様のことだけれど。あまり怒おこらないであげて頂ちよう戴だい。これは、身内からのお願いよ」

「…………分からなくもない、けど……やっぱり勝手すぎるよ」

「そうね。でも、あの人なりにクルトの身を案じているの。長老としての立場もあるけれど……それ以上に、過去の悲劇を繰くり返かえしたくないのね」

「悲劇って……女の人に襲おそわれる、って話？」

「ええ。あれは百年程ほど前の、クルトの前に誕生した男エルフにあった、実際の話よ。そしてその人は、お婆ばあ様の甥おいに当たる人なの」

「…………！」

　淡たん々たんとしたティアの口から出た衝しよう撃げきの事実に、クルトは言葉を失う。

　つまり、本当に身に危険が迫せまる可能性があるということで……でも、それ以上にショックなのは、そんな悪夢が現実のもので、しかも長老の身内に起こっていたってことだ。

「じゃあ……長老様の甥おいっ子さんは、今どうしているの？」

　よく考えてみたら、百年前に分化したのなら、その男エルフは健在のはずだ。なのにそんな人がいるだなんて話、今まで聞いたことがない。

　もしかしたら、その人の身に最悪の事態があったのでは……と、勘かんぐってしまう。しかも、ただの考えすぎには思えない。

　外れて欲ほしい予感だが……クルトは、自分の質問にティアが瞳ひとみに微かすかに哀かなしげな色を滲にじまさせるのを見てしまった。

「……その人は、とても残念なことだけれど……」

「…………じゃあ……やっぱり……？」

「ええ。何度となく子種を求める女性に襲おそわれ、ライバル同士で争う姿を見て、心身に深い傷を負って……」

　痛いたましそうに眉み間けんに皺しわを寄せたティアは、小さく首を横に振ふり、

「自分のせいで起こる醜みにくい争いに、そして女性という存在自体に嫌いや気けが差してしまって、ついに…………男であることを辞やめてしまったの」

「そんな……………………って、え？　男を、辞やめた？」

　崖がけから身投げするイメージ映像を思おもい浮うかべていたところに、予想外の言葉がきた。

　ちょっと意味が分からなくて、クルトは何度となく瞬まばたきをしつつ、

「え、あの……それ、どういう意味？」

「そのままの意味よ。当時唯ゆい一いつ生せい殖しよく可能な男エルフだったはずの彼かれは、彼かの女じよになってしまったの。こう、切り取って」

　手を下に振ふってスパッと何かを切り落とす仕草に、クルトは思い切り頰ほおを引ひき攣つる。今はまだ生えてないけど、想像しただけで背筋にぞわっと悪お寒かんが走ってしまう。

「え、と…………その……切っちゃって、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「勿もち論ろん駄だ目めよ。命に別状はなくとも、男性としての機能は完全になくなったわ。魔ま法ほうでの治ち療りようも、部位を完全再生させるには至らないから」

「…………うわぁ……」

「お婆ばあ様はとてもショックだったと思うわ。聞いた話に依よると、分化の前から親しくしていた子だったらしいの。それが男になって、喜んだのも束つかの間まその数年後には女になってしまったのだから、当然ね」

　ため息を落とすティアだけど、クルトも凄すさまじいショックを受けている真っ最中だ。

　そんな決意をする程ほどに追おい込こまれるだなんて、よっぽどだったんだろう。

「ちなみに、その話が広まっていないのは、箝かん口こう令れいが敷しかれたからよ。彼かの人は病気で機能不全に陥おちいったという体ていになって、そこまで追おい詰つめる切きっ掛かけになった人ひと達たちは糾きゆう弾だんされて……大変なことになったみたいね」

「…………怖こわいからあんまり知りたくない、けど…………その、具体的には？」

「強ごう引いんに事を運ぼうとしていた女性達たちの件にとある国の軍が関わっていたと分かって、子種目当てだった連中と揉もめて軽く戦争状態になりかけたらしいわ。内部で粛しゆく清せいすることで納めたものの、結局立て直しは利きかず、その国は今はもう無いわね」

「………………」

　やっぱり聞くんじゃなかった。そんなの大陸の歴史で教わったことないから、完全に歴史の闇やみに消された事案だ。しかも一国と揉もめる連中って、そっちもただ事じゃないし。

　即そく座ざに後こう悔かいしたクルトだが、いくらか事態も把は握あく出来た。

　それに……もう一つ、気付けたこともある。

「あの一件があるからお婆ばあ様も花はな嫁よめ候補の人選はしたらしいのよ？　あと数人押おし掛かけてきたのがいたのだけれど、真っ当な手段でクルトと子作りする気がないみたいだったから、問答の後でお帰り頂いたわ。自分が何をしに『叡えい智ちの森』に来たのかも忘れた状態で、ね。いい気味だわ」

　冷たく言い放つティアはどこか怖こわいけれど、そこには確かに感情の発はつ露ろがある。他ひ人と事ごとには無関心な雰ふん囲い気きがあるのに、意外と親身になってくれている。

　ここにいたのもそうだ。自分が忘れかけていたあの時のことを、こうしてティアが覚えていてくれたのが何だか嬉うれしい。少なからず二人の特別な思い出として残してくれていたから、ここにいるかもと先に来たんだと思う。

「ティアは…………僕ぼくの、味方をしてくれる気はある？」

　恐おそる恐おそる、といった感じの訊きき方になってしまった。断られるのが怖こわい、というのもあるけど、それよりも馬ば鹿かなことを訊きいているなという思いの方が強い。

　ティアは祖母のことをとても尊敬している。『長老様』と他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方をしているのも、敬意の表れだ。

「クルトの味方、というのが何を意味するのかよく分からないから即そく答とうは難しいわね。この森に住むエルフである以上、お婆ばあ様──長老様の意向の方が優先されるもの」

　外見そのままにクールな反応に、クルトは苦笑いを浮うかべるしかなくて、

「…………じゃあ、」

「──でも、仮かり初そめの花はな嫁よめ候補である前に、あなたは大事な友人よ。前者の関係性がどうなっても、後者は変わらないわ」

　そう言って、ティアは微かすかに口端くちのはを上げて微笑ほほえむ。それは朝日に輝かがやく新雪よりも綺き麗れいに見えて──同時に、春の日ひ溜だまりみたいに温かく感じられた。

　眩まぶしそうに目を細めたクルトは、しばしティアを見つめ……それから、小さく頷うなずいた。

「……あの館に戻もどるよ。もし母さんに追い付いても、たぶんどうにもならないし」

「そう？　しばしの別れになるけれど、お母様の顔は見なくていいの？」

「見み飽あきてるからいいよ。それに……あんまり良いい別れにならないだろうから」

　少し冷静になって考えてみると、会っても恐おそらく母の意見は変わらない。愚ぐ痴ちを吐はき出だすくらいなら出来るだろうけど、それじゃ根本的な解決にはならない。

　それよりも長老とちゃんと話をして、状じよう況きようを変えるしかない。

「これから大人の仲間入りをするんだし……自分で何とかする」

「……決意は出来ているみたいね。なら、健けん闘とうを祈いのるわ」

　他ひ人と事ごとみたいに言ってくれる花はな嫁よめ候補だけれど、不思議とクルトは突つき放はなされた感じはしなかった。

　少なくとも、『男エルフ』という見方以外で自分と付き合ってくれる人がいる。

　そう思えるだけでとても心強く感じられた。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「──率そつ直ちよくに言って、僕ぼくはそんな共同生活なんてしたくありません！」

　ティアと共に館に戻もどったクルトは、仕切り直しの空気が流れる前に開口一番でそう言い切った。

　戻もどってきた部屋の様子は出る前と殆ほとんど変わらなかった。クルト達たちを見た反応も、ゼナが退たい屈くつそうにテーブルの上に上半身をぐだっと投げ出していたのを戻もどして、イツミがあからさまにホッと安あん堵どの表情を見せたくらいだ。

　ただ、今はクルトの発言を受けて、どこかピリッとした空気になっている。

　そりゃあ破談の流れは長老だけでなく申もうし込こみに直接来たゼナとイツミにとっては最悪だろうけど、クルトだって簡単には退けない。

「長老様の言い分は分かりました。『叡えい智ちの森』に住むことには反対しません。でも、婚こん姻いんとか子作りとか、そんなの性急過ぎます！」

「ふむ。だったらどうしたいんだい？」

　有あり難がたいことに、問答無用で却きやつ下かの展開にはならなかった。完全に聞く耳を持たれなかったら、渋しぶ々しぶ承しよう諾だくしたと見せかけて夜よ逃にげするくらいの決意で戻もどったクルトとしては、悪くない滑すべり出だしだ。

「……僕ぼくの意見の前に。婚こん姻いんとかの申もうし込こみを全部断ることは出来ないんですか？」

「無理ではないけれど無む謀ぼうだね。今は情報規制しつつ、門戸を開いておいて上う手まく絞しぼり込こんでいるところだよ。これが完全に閉じられたとなると、強きよう硬こう手段に出る連中もいて面めん倒どうだね」

「ボクが追おい払はらってあげてもいいけどねー。その代わり、見返りは欲ほしいかな。子供とかクー太本人とか」

「その条件ならば私わたくしが代わりますわ！　というか、本ほん末まつ転てん倒とうですわよ」

「だってボク、諦あきらめる気ないもん。そりゃあ今すぐは無理だって分かったからちょっと待つけどさー」

　両手を頭の後ろで組んであっけらかんと言い放つゼナは、もしかしたら長老よりも手て強ごわいかもしれない。だって説得してもまるで通じなさそうだし。

　あちらの会話に関わってしまうと気勢がどこかに消えてしまいそうなので、クルトは長老だけを見み据すえて言い放つ。

「……とにかく！　《言こと珠だま》で連れん絡らくしてみて母さんが戻もどってきてくれないなら、一人で森で暮らしますから。婚こん姻いんとか同居とかはなしで、僕ぼくの意思で決めさせて貰もらいますっ」

「なるほどねぇ……どう思う、ティアリーズ？」

「クルトの意見も尤もつともかと。急せいて元も子もなくなれば、困るのは結局全員になりますし」

「…………！」

　友人からの援えん護ご射しや撃げきに、クルトは目を輝かがやかせてティアを見る。澄すました顔で淡たん々たんとしているけれど、これはとても有あり難がたい。

　明らかに風向きが変わった中で、長老は深いため息を吐つく。

「…………仕方ないねぇ」

　その呟つぶやきが諦てい観かんのものに感じられて、クルトは自由をもぎ取れたと小さく拳こぶしを握にぎりしめ……

「──しかし、そうなると困ったね。坊ぼうやの借金はどうしたものか」

「……………………えっ？　借金、って……？」

　勝利宣言出来そうな流れから唐とう突とつに出て来た単語に、クルトは露ろ骨こつに頰ほおを引ひき攣つらせた。

　借金だなんて、まるで身に覚えがない……はずなのに、何な故ぜか猛もう烈れつに嫌いやな予感がする。

「あの……意味が分かりません、けど……」

「坊ぼうやの母親が、坊ぼうやを協力させる交こう換かん条件にせしめていったんだよ。もし協力を断るなら、その時は坊ぼうやが支し払はらうって約束も取り付けてある」

「初耳なんですけどっ?!　え、何それ、あの親僕ぼくを見捨てたどころか売ったの!?」

「ああ、誓せい約やく書もあるよ。坊ぼうやの許可はなくても、保護者の署名があるからね。坊ぼうやから取り立てるのはこちらの正当な権利になるのさ」

　こんなこと言いたくなかったんだけどねぇ、と続ける長老だけど、クルトの耳にはその声がやけに遠く感じられる。

　借金とか誓せい約やく書とか全部噓うそっぱちな可能性だって、勿もち論ろんある。ある、はず……なのに、何な故ぜか噓うそ偽いつわりなく本当のことだっていう、妙みような確信があった。

　本当にあの母親は何をしてくれているのか。

「……ち、ちなみに、ですけど……借金の額は、いくらくらいですか……？」

「共通金貨で千枚だよ。かさばるから同価値の宝石で持って行ったけどね」

「………………………………終わったぁ……」

　がっくりと肩かたを落とし、クルトは崩くずれるようにして項うな垂だれた。

　大陸で国を跨またいで使える共通通貨は銅貨、銀貨、金貨の三種類あって、銅貨百枚で銀貨一枚、銀貨百枚で金貨一枚の価値がある。パン一つなら銅貨数枚で買えるし、町で働けば平均して月に金貨二枚は稼かせげるはずだ。年間だと金貨三十枚まではいかないかな、くらい。

　……つまり。普ふ通つうに働いたら数百年というエルフの寿じゆ命みようでも返しきれる保証がない、とんでもない額の借金を抱かかえたことになる。

「…………あの母親は……どうしてそんな……」

「家や家財道具を売るといってもすぐには捌さばけないし、馬車ごと借りての旅行にするつもりらしいからね。先立つものが必要だったのは理解出来るよ。……使い切るつもりならどんな豪ごう勢せいな旅になるのか分からないけどね」

「息子むすこを売って贅ぜい沢たく三ざん昧まいとか…………何なの、本当に……」

　つまらなそうな顔をして、実は内心ではしゃぎまくっている無む駄だに綺き麗れいな母親の姿が瞼まぶたの裏に浮うかぶ。それに付つき添そって『仕方ないなぁ』と言わんばかりの表情をしている父親も。

　長時間泳いだ後みたいにぼんやりする頭に手を当て、クルトはどうにか顔を上げる。切ないことに、あの太陽みたいな明るさのゼナでさえ『うわぁ……』って感じの同情した目をこちらに向けていた。

　もういっそ消えてなくなりたいけれど、そうはいかないから余計にキツい。

「坊ぼうやが協力してくれるなら支し払はらいを求めるつもりなんて毛頭なかったが、そうでないなら単に金を貸しただけになるからね。払はらえないとなると……」

「う…………まさか、体で払はらえって流れですか……!?」

「一番手っ取り早いのはそれだよ。例えば、坊ぼうやと子供を作れるのなら謝礼金を払はらう個人や組織はいくらでもいるさ。金貨千枚という大金でも数年と掛かからず返せるよ」

「……でもっ！　それだと何も変わらないじゃないですか！」

　というか、完全に仕組まれたって形だ。掌てのひらの上で転がされただけで、無む駄だな足あ搔がきにもなっていない。

　しかもそれが長老の策だっていうなら悪あく辣らつだと批難して逃にげてしまうところだけれど、たぶんこれは半分以上母親のせいで、怒おこるに怒おこりきれない。

「なら──折せつ衷ちゆう案といこうかね？」

「…………何か良いいアイデアがあるんですか……？」

　藁わらにも縋すがる気持ちでクルトが訊たずねると、長老は重く頷うなずいて、

「婚こん姻いんだの子作りだのはひとまず置いておくとして、一年間だけでもこの子達たちと同居してみてくれないかね？」

「……一いつ緒しよに住む、だけですか？」

「その間、嬢じようちゃん達たちには坊ぼうやを誘ゆう惑わくするなり刺し激げきするなりして貰もらう。それで仮説通りに早く大人になるかどうかの実験だよ。これに付き合ってくれるなら、成果がどうあれ借金は報ほう酬しゆう代わりに帳消しにしようじゃないか」

「…………！」

　それはとても魅み力りよく的な提案だ。一年だけなら、まだ大人にならないままの可能性があるし、婚こん姻いんも子作りも確定じゃないなら借金の義理で実験に付き合うくらいしてもいい。その間に色々と鍛たん錬れんを積んで、逃にげ出だして一人でも暮らしていけるだけの知識と技術を身に付ければいいわけだし。

　問題は、その実験で何をされるのか具体的には全然分からないってことと……ここまでが長老の筋書き通りっぽい気がすることだ。

　素す晴ばらしい条件だけど、飛び付いたら痛い目を見るかも知れない。でも、他に借金を返す当ても、無一文の着の身着のままで逃とう亡ぼう生活が出来る自信もない。

　取れる選せん択たくは一つしかないこの状じよう況きように、それでもクルトはしばし頭を悩なやませて、

「…………確かく認にんしておきたいことがあるのと、一つ条件を吞のんで貰もらいたいです」

「何だい？　ある程度は吞のむつもりでいるし、隠かくし立だてもしないよ」

「ここにいる三人……あとレインさんの四人で一いつ緒しよに暮らすとして、一年経たったらどうなるんですか？」

「その時に改めて坊ぼうやの意見を聞くよ。それぞれの人となりも分かっているだろうし、嬢じようちゃん達たちだってただの子供目的から正式に婚こん姻いんを結びたいと変わっているかもしれないしね」

「じゃあ、花はな嫁よめ候補っていうのは撤てつ回かいして……」

「いいや、そこはそのままでいく。対外的にはそっちの方がいいからね。実験で同居していると知られれば、自分もと立候補してくる人間が後を絶たないだろうしね」

　その説明がどこまで正しい推測なのか、クルトには分からない。頭の出来はエルフにしては大したことないし、その上今は度たび重かさなるショックな事実にやられて、判断力が落ちている気がする。

　──だからこそ、クルトはもう開き直ることにした。

「……分かりました。長老様の言うとおり、その同居を受け入れます」

「おお、そうかい？　なら、」

「──ただし！　無理矢理に迫せまってくるとか、拒きよ否ひしているのにそのまま押おし切きろうとするのとかは無しにしてください！」

「……ふむ。しかしだね、それだと坊ぼうやが拒きよ否ひし続けて実験にもならない展開になるんじゃないかい？」

　当然の言葉が放られるけど、クルトは怯ひるむことなく長老を見返して、

「これが通らないなら、同居したって逆効果になりますから。強ごう引いんに迫せまられて好き勝手にされるくらいなら……だったら、いっそのこと同性愛者にシフトします！　そっちの方がマシですから！」

「……む。それは困るね……」

　眉み間けんに浅く皺しわを寄せる長老の様子に、クルトは内心でよしと拳こぶしを握にぎりしめる。

　ティアの話からそのことが長老にとって最大の懸け念ねんになっているのは知っているし、そもそもエルフは二次性せい徴ちよう前まで分化していないから、男女の恋れん愛あいは未経験な者ばかりだ。しかも大体は女性になると知っているから、どちらかといえば服装も趣しゆ味みも女性寄りになりやすい。

　なので今のクルトからすれば男も女も大差なく、恋れん愛あい対象としてはどちらもピンと来ていない。これから徐じよ々じよに変わっていくのだろうが、現段階ではイーブンな状態だ。

　だからここで無理をして女性という存在自体に悪感情を抱いだくようになれば、百年前と同じ轍てつを踏ふむことになる、かもしれない──そう長老が考えてもおかしくないはず。

　一世一代の勝負のつもりで言ったクルトに対し、長老はじっと顔を見つめてくる。

　数十秒、或あるいは一分以上の長い沈ちん黙もくの後で、聞こえてきたのは深いため息だった。

「…………やれやれ、仕方ないねぇ。自や棄けになられても困るし、それを吞のもう」

「本当ですかっ？」

「祖先の名に誓ちかって本当だよ。嬢じようちゃん達たちは坊ぼうやに迫せまるが、坊ぼうやはそれを拒きよ否ひすることが出来る。そうだね……著いちじるしく生活を妨ぼう害がいする行こう為いや、強ごう引いんすぎる肉体的接せつ触しよくに適用しようか」

「えっと……イマイチどんな状じよう況きように当たるのか分からないですけど……」

「例えば抱だきつかれたとして、坊ぼうやが強く拒こばんでも離はなれなければ、その相手はルール違い反はんで強制退去になるって流れさ。その判定と執しつ行こうは……レイン、あんたに任せるよ」

「承知しました。私の翼つばさに掛かけて務め上げてみせます」

　しっかりと頷うなずいたレインは手に持っていた刀を高く掲かかげて、恭うやうやしく一礼する。どんな意味かはよく分からないけど、とりあえず格好いい。

「ゼナ嬢じよう、イツミ嬢じよう、それからティアリーズ。皆みな、異論はないね？」

「ええ、構いませんわ。一年掛かけてじっくりと私わたくしの良さを刻きざみ込こめば済むことですもの」

「ボクも問題ないよー。だってクー太がその気になればいいんでしょ？　こっちから触ふれなくっても、触さわりたくさせちゃえばいいだけだもんね」

「勿もち論ろん、わたしも構わないわ。仮説の証明と長年進んでいない分化後の男エルフの生態を調べる絶好の機会だもの」

　暖かみゼロな発言をするティアだけど、こちらを気き遣づかってくれているのはさっきのことで分かっているので、クルトは落おち込こまずに済んだ。何も知らなかったら、友人どころか知ち己きとしてすら扱あつかわれていないとショックだったかもしれない。

　今の言葉が建前でなく本音だとしても、少なくともティアには無理に子作りをしようって気はないはずだ。なので積極的に仕し掛かけてくるのはゼナとイツミの二人だけ。

　だったら何とかなる……というより、意地でも耐たえてみせる。

　大人達たちの思おも惑わくや降って湧わいた環かん境きようなんかに流されたくない。

　その決意を胸にクルトは小さく頷うなずいて、

「長老様の提案で大だい丈じよう夫ぶです。それならこの実験、引き受けます」

　三人の花はな嫁よめ候補に管理役のレイン、そして長老の見つめる中で、キッパリと宣言した。




　……こうしてクルトの、人生を激変させる波乱に満ちた同居生活がスタートした。

　そして二ヶ月近く経たった現在──女性陣じんは子作りの為ために積極的に仕し掛かけてきて、次々と押おし寄よせる誘ゆう惑わくにクルトは折れずに我が慢まんするという、刺し激げき的すぎる毎日を過ごしている。
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　一日で一番安らぐ時間というのは、人それぞれだと思う。

　恋こい人びとや家族と過ごす時だったり、ご飯を食べた後の休息の一ひと時ときだったり、ベッドに入る就しゆう寝しん前だったり、意見が分かれそうなところだ。

　そしてクルトの場合はというと、夕飯と就しゆう寝しんの間──一日の疲つかれを解ほぐす、入浴時間が安らぎの時となっていた。

「はぁー……染しみ渡わたるなぁ……」

　温かな湯船に浸つかりながら、しみじみと呟つぶやく。

　基本的に森で暮らすエルフには入浴の習慣がない。他の種族に比べて寿じゆ命みようが長いせいか、燃費がいい代わりに代謝が悪いからか殆ほとんど汗あせを搔かかないらしい。

　それに入浴するとなるとお湯を沸わかさなければならないので、森に暮らす者にとってはなるべく避さけたい火を使うことになる。だからたまに水浴びをするくらいで、それも汚よごれを落とすというより余よ暇かの過ごし方の一つなのだとか。

　なのに、この館には立派なお風ふ呂ろがあって、毎日入ることが出来る。

　それというのも元はエルフではなく平へい人じん種しゆの学者が住んでいたからだ。

「はー……疲つかれた体に染しみ渡わたるなぁ……」

　町育ちのクルトは風ふ呂ろのある家で暮らしていたので、これはとても有あり難がたい。

　件くだんの学者先生が家族や弟で子し達たちも一いつ緒しよに住む為ため、『叡えい智ちの森』にしては珍めずらしくわざわざ町の大工に作って貰もらった館なので、部屋数も多いし、家族で入れるようにと風ふ呂ろも大きい。

　そして何よりの工く夫ふうは、精せい霊れい魔ま法ほうで地下から温水を引いていることだ。その為ため、ここではいつでも熱々のお湯が出てくる。含ふくまれている成分も普ふ通つうの水より健康にいいとかで、飲み水や調理にも使えるのだとか。

　バルブを閉めなければ浴よく槽そうには温水が流ながれ込こみ続けていつでも入浴出来る状じよう況きようなので、建物が湿しつ気けにやられないようにと考こう慮りよしてか、館のすぐ後ろに独立した小屋を建て、そこに脱だつ衣い所と風ふ呂ろがある。壁かべや屋根はあるものの密閉した造りにはなっておらず、床ゆか上うえと壁かべにわざと隙すき間まを作って空気が籠こもらない設計だ。

「魔ま法ほうで温水を引いて、おまけにお風ふ呂ろの設計開発までしてくれた長老様には感謝だなぁ……本当に気持ちいいや……」

　もうここでの暮らしも一ヶ月を越こえているけど、この心ここ地ちよさを味わう度たびに有あり難がたく思う。これで強ごう引いんな手段でちっとも望んでいない共同生活をさせている張本人でなければ、心の底から尊敬出来るのに。

　ともあれ、そんな恨うらみ言ごとも湯船に浸つかっていると腑ふ抜ぬけていく。こんなに気持ちいいのに難しい顔をし続けていろっていう方が無理な話だ。

「あー……駄だ目めだ、気を抜ぬいたら寝ねちゃいそう……」

　長方形の浴よく槽そうの縁ふちに頭を乗せて、クルトは深々と息を吐はき出だす。

　このままいつまでも……は、流石さすがに逆の上ぼせてしまうので無理だけど、あと小一時間はこうしていたくなる。

　とはいえ、共同生活をしているのでそうもいかないのが実情だ。入浴順は公平になるよう毎日順じゆん繰ぐりにしている。入るのが最後ならいくら延長しても大だい丈じよう夫ぶだけど、残念ながら五人中三番目なので次の人が控ひかえていた。

　今日の最後はレインのはずで、クルトの次に入るのは──

「やほー。クー太、まだ入ってるよね？」

「へっ？　ぜ、ゼナ？」

　突とつ然ぜんの声に振ふり向むけば、半透とう明めいのガラス戸に小こ柄がらなシルエットが映っていた。

　次に入る番なのは彼かの女じよなので、もう交代の時間かと一いつ瞬しゆん慌あわててしまう……が、すぐにもっと慌あわててしまう事態が起こった。

「よしょ、っと。湯加減はどう？」

「あ、丁度いい……じゃなくてっ！　どうして開けるの!?」

　何の躊躇ためらいもなく戸が開け放たれて、クルトは浴よく槽そうの縁ふちにしがみつくようにして体を隠かくす。角度的に肩かたから上しか見えていないはずだけど、それでも恥はずかしい。

「も、もうゼナの時間になっちゃった!?　だったらすぐに出るから、一いつ旦たん外に──」

「あー、まだクー太の時間は残ってるよ。そうじゃなくて、ちょっとばかし緊きん急きゆう事態でさー」

「……緊きん急きゆう事態？　え、何が……？」

　いつも通りの明るく楽観的な声こわ音ねからはちっとも結び付かない単語に、クルトは眉まゆを顰ひそめてゼナに注目し……あることに気付く。

　真っ赤でぼさっとしたゼナの髪かみの毛けが、少し濡ぬれているみたいだった。よくよく見ると、胸と腰こしだけを隠かくすように巻いている革かわにも染しみがある。

「やー、食後の運動に逆立ちでうろうろしてたら、うっかり棚たなに置いてあった瓶びんを倒たおしちゃってさー。失敗失敗」

「瓶びんっていうと……え、もしかして玄げん関かん前の棚たなの上にあった？」

「そそ。イーさんの香こう水すいの元だよ。まだ抽ちゆう出しゆつ中のヤツ」

　同じく館で暮らしているイツミは最年長の平へい人じん種しゆで、いつも異装の着物を纏まとい香こう水すいをつけている。といってもキツい匂においじゃなくて、ふわりと香かおるくらいのもの……のはずなのに、

「やー、最初はイーさんの香こう水すいなら放っておいても別にいっかって思ったんだけどさ。調合前の原液って結構強きよう烈れつな匂においなんだねー」

「イツミさんも触さわらないようにって言ってたし……うわ、風ふ呂ろ場の中まで匂におってくるって凄すごいね……」

「でしょ？　困っちゃうよねー……んしょっと」

　鼻を鳴らして匂においを気にしつつ、ゼナはむんずと摑つかんで革かわ巻きを脱ぬぎ捨すてた。

「ちょ、えっ!?　何で脱ぬぐの!?」

　当然ぽろんと露あらわになった大きな二つの膨ふくらみから咄とつ嗟さに目を逸そらすクルトだけど、バッチリ見てしまった後だ。どうしてあんなに小こ柄がらなのに胸は自己主張しまくりの山盛りなのか、不思議すぎる。

　焦あせるクルトを余よ所そに、視界の端はしにいる当のゼナは吞のん気きなもので、

「えー？　だって脱ぬがなきゃ。匂におい付いちゃってるから、洗わないと」

「それは分かるけどっ、なんでドアを開けたまま!?　って、待っ、下も脱ぬぐのっ!?」

「じゃーん！　産まれたままの姿のボクだよ！」

「いや首輪してるし！　というか入って来ないでって!?」

　なるべく見ないように、としていたのが完全に裏目に出て、侵しん入にゆうに気付くのが遅おくれた。……まあ気付いていても止められたとは思えないけど、それはそれとして。

　ちょっとした油断の隙すきに侵しん入にゆうしたゼナは中からドアを閉めて振ふり返かえり、ニコッと無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

「だからさー、匂においがキツいから洗って落としたいの！　別にいいじゃん」

「いや良くないよ！　裸はだかの異性と一いつ緒しよにお風ふ呂ろだなんて、そんなの許可しないから！」

　首輪以外にはタオル一枚しか持っていない、しかも隠かくす気ゼロの食オ人ー鬼ガの少女に、クルトは心臓をバクバク言わせながらも毅き然ぜんとした態度を取る。

　──この館で共同生活をしているクルトとゼナ達たちの間には、一つのルールがある。

　クルトを誘ゆう惑わくし、ムラムラさせることで早く大人になるよう成長を促うながして最終的には子供を作るのが目的の彼かの女じよ達たちに対して、クルトは拒きよ否ひ権を持っている。直接的、或あるいはとても強ごう引いんな性的接せつ触しよくに対し、拒きよ絶ぜつすることが出来るのだ。

　このルールを破れば、彼かの女じよ達たちは同居の資格を失い強制退去になる。だから食オ人ー鬼ガという力ずくならエルフなんて赤子同然に扱あつかえるゼナも、無理に手を出そうとはしてこない。強く断れば退いてくれると信じられるだけの関係性はこの一ヶ月で築けていた。

　……その、はずなのに。

　クルトが拒きよ絶ぜつしたにも拘かかわらず、ゼナはちっとも出ていこうとしない。

「そんなに固いこと言わないでさー。早く匂におい落としたいの」

「それは分かるけど、だったら僕ぼくが出るからちょっと待ってくれれば……」

「クー太の時間はまだあるんだからそこまでしなくていーよ。てかさー、この後のボクの入浴時間も使っちゃっていいよ？」

「…………えっ？」

　突とつ然ぜんの申し出だが、それはとても魅み力りよく的だ。最近疲つかれが溜たまっていたのか、出来れば小一時間くらいこうしてボーッと湯船に浸つかって過ごしたいとは思う。

　しかしそうなるとゼナがこのまま居い座すわるのを許すことに──

「それにさー、裸はだかなのを気にしてるけど、他の場所ならともかくお風ふ呂ろだよ？　ふつー服なんて着ない場所じゃん」

「え、と……それはそうだけど……」

「なんだっけ、どっかにはお外にお風ふ呂ろがあって、そこは男女関係なしに一いつ緒しよに入るって聞いたこともあるよ？　クー太はそれもアウトって言うの？」

「あ、や、それは…………セーフ、かな……そういうルールの場所なら……」

　次々と問われ、考えながら答えるうちにしどろもどろな感じになってしまう。

　でも確かに言われてみれば、風ふ呂ろは裸はだかで入るもので、知らない男女も一いつ緒しよに入る施し設せつだってある。しかもゼナが堂々として何ら疚やましいところはないよと言わんばかりの態度だから、何な故ぜかこっちがおかしいような気さえしてくる。

「それにさー、お風ふ呂ろって家族なら一いつ緒しよに入ったりするんだよね？」

「あ、うん。でもそれは家族だからで、僕ぼく等はあくまでも実験的に……」

「でもでも、ボクがクー太の花はな嫁よめ候補なのは事実じゃん？　だったらお風ふ呂ろくらい一いつ緒しよでもおかしくないよ。別にエッチなことする訳じゃないしさー」

「…………なら、おかしくない、のかな……？」

「そだよ。それにボクはお風ふ呂ろの時間短いから、先に出るから後はクー太一人でのんびり出来るよ？」

「あ、それはいいかも──」

「じゃあ決まりっ。やー、早くこの匂におい落としたかったんだー」

　そう言うとゼナは壁かべに取り付けられたバルブを開く。

　固めた樹じゆ脂しで作られた管の先からすぐにお湯が出て、ゼナはそれを桶おけで受けると半分も貯たまらないうちに頭から被かぶる。

「ふぅぅぅ、気持ちいい……！　クー太、石せつ鹼けん取って！」

「自分で取ってよ！　なるべくそっち見ないようにしてるんだから……！」

「えー、見ればいいじゃん。ボクの体、なかなかイケてると思うのになー。もっとペッタンなのがいいの？」

「良いいとか悪いとかの問題じゃないからっ。香こう水すいの件もあるからお風ふ呂ろを同時に使うのは仕方ないけど、やっぱり裸はだかを見るのはアウトだよ」

「そっかなー？　一いつ緒しよに暮らしていればそれくらいふつーじゃないの？　ボクんとこの集落だと、家とかその周りくらいならヘーキで裸はだか移動してるよ」

「どういう民族性なの……!?　じゃあ服の露ろ出しゆつ多いのって、ゼナだけじゃなく他の人もそうなの？」

「そだよー。男は大体上半身裸はだかだし、女だって着てても着てなくても一いつ緒しよくらいにしか隠かくしてないのばっかだもん」

　頭をわしゃわしゃ洗いながら答えてくれるけど、想像するととんでもない光景だ。普ふ段だんから胸と腰こし回りくらいしか隠かくしていないゼナが、よもや大人しめの格好に分類されるとか。

　カルチャーショックと長湯でやや頭がボーッとしてしまうクルトだったが、ふと気を緩ゆるめると立ったまま頭を洗うゼナの姿を直視してしまっていて、慌あわてて顔を背そむける。正面からでなく横からの光景だったけど、乱雑に洗う動きに合わせて胸が盛せい大だいにふるふると揺ゆれているのが見えてしまって、非常に目の毒だ。

　ただ、完全に目を離はなすのは、それはそれでちょっと怖こわい。チラッとでも裸はだかを見たいという邪よこしまな気持ちじゃなくて、本気の警けい戒かいで。

　何しろ相手はゼナだ。花はな嫁よめ候補の中で最も積極的に動いている少女で、しかも行動が読みづらい。何も考えずに行動しているようで、実はかなり頭は良いいとクルトは見ている。ただしエルフの才女と名高いティアとは違ちがって、思し慮りよ深ぶかく計算が速いとかではなく、思考の瞬しゆん発ぱつ力が優すぐれているというか……発想も豊かで、常識に囚とらわれない。

　……ただ、考えるより感情や閃ひらめきで行動してしまうことも確かで、だからこそ要注意だ。ルール違い反はんは強制退去と決まっているのに、『まあいいじゃん！　ねっ？』と軽く押おし切きろうとする無計画なところもあるので。

　この距きよ離りで、しかもお互たがい裸はだかにタオル一枚だけという状じよう況きようで、迂う闊かつに目を離はなすと大変なことになりかねない……！

　なのでエッチなのは駄だ目めだと再三自分に言い聞かせながらも、クルトはゼナの褐かつ色しよくの肌はだを視界の端はしにキープする。そっちに意識を注ぎすぎると、食オ人ー鬼ガは普ふ通つうの人間の数十倍は筋力があるはずなのにどうしてあんなに柔やわらかそうなんだとか、腰こしはキュッと細いのにそこから下のラインは凄すごく豊かで触さわり心ここ地ち良よさそうとか、もやもやした感情が──

「ねーねー、ちょっとクー太にお願いがあるんだけどさー」

「ふぁいっ!?　な、何も見てないですがっ？」

　唐とう突とつに話はなし掛かけられたクルトは焦あせりまくりつつ、ギリギリゼナの姿が見える角度だった顔を完全に背そむける。

　何だか疚やましいことをしていたみたいな反応になってしまった。見ていいという向こうの許可もあるのに、なんというかこう、自分との戦いに負けかけた気がするせいだと思う。

「この際だしさー、もうちょい仲良しになる為ためにあれやってみない？」

「あ、あれ……？　あれって、何かお風ふ呂ろでやることってあったっけ……？」

「家族や友達と一いつ緒しよの時にやったことない？　お互たがいの体を洗いっこするの」

「そんなのやったことないよ！　小さい頃ころに父さんに髪かみや背中を洗って貰もらった記き憶おくはあるけど、そもそも友達とお風ふ呂ろとか入らないし」

「あれ、そうなの？　うちでは結構一いつ緒しよに……って、あれは川辺で水遊びしながらだっけ。でもさ、そーいうのやるって聞くよ？　裸はだかの付き合いってやつ！」

「……公衆浴場のある町ではそういうのもやるって聞いたことはあるけど……でも、異性とそんなことするのは聞いたことないよっ」

　そこは大事なポイントなので、ハッキリ言っておく。親しん睦ぼくを深めるスキンシップとはいえ、裸はだかでお互たがいの体を触さわるなんてこれはもう間ま違ちがいなくアウトな案件だ。

　ここは断固たる意志で跳はね除のけようと自然とキリッとした表情になるクルトに対し、後ろにいるゼナはというと吞のん気きな声で、

「でもさ、クー太ってばまだ生えてないじゃん？　だったらさー、同性とあんまし変わらなくない？」

「……まだだけど！　分化して男になったんだから、一応は男だし！」

「ぶー。だったらもっと男らしく、女の子に積極的になったら？　裸はだかの女の子を前にして背を向けるなんて、あんまし男らしくないってばー」

「言ったはずだよ。好きな相手でもないのにそういうことはしないって。誰だれでもいい訳じゃないんだから」

　あくまでも初志を貫かん徹てつしてみせる、と迷わず返す。何だかちょっとだけ格好いいこと言えた気がして、クルトは頰ほおが緩ゆるみそうになるのを堪こらえてキリッとした表情を保つ。

　この男らしい態度ならゼナも引き下がらざるを得ないはず──

「でもさー、男の人って好きな相手じゃなくてもヤレちゃうならヤっちゃうって人、多いって聞くよ？」

「ええぇっ?!　ほ、本当に？　まさかそんな……僕ぼくを騙だまそうったって、その手には……」

「や、ホントホント。しかもフリーな男の人限定じゃなくて、結けつ婚こんしてたり付き合ってる相手がいたりする人でも、隙すきあらばヤっちゃうもんだって。パパやその親しん戚せきが言ってたもん、そーなんじゃない？」

「えええ…………ゼナのお父さんって、確か……」

「吸精鬼インキユバスだよー。そっち関係のことならプロだから、マジ情報だと思うなー。集落を出る時に年とし頃ごろの男には超ちよう気をつけろってしつこく言われたくらいだもん」

「…………うわぁ………………そういうものなんだ…………」

　衝しよう撃げきの事実に、湯ゆ中あたりした訳でも無いのにくらっときてしまう。

　じゃあ頑かたくなに無節操な子作りに反対している自分は何なんだろう、ってことになってくる。町暮らしとはいえ、恋れん愛あいや性に関しては二次性せい徴ちよう前まであんまり興味がなかったので情報に疎うとい自覚はあったものの、こうも世間一いつ般ぱんとの間に差があるなんて。

　ただ、クルトはまだ分化して──二次性せい徴ちようを迎むかえて男になってから、まだ二ヶ月と経たっていない。そういう意味では本当に初心者なのだから、やっぱりいきなり爛ただれた道に踏ふみ込こむのは良くない気がする。

　それにクルトは両親がお互たがいに一筋なのを見て育っているので、あれがベストな形なんだろうなと自然と思っていた。……まあ、ある程度成長したら、エルフの母が平へい人じん種しゆ──所謂いわゆる普ふ通つうの人間の父に近付く女性に対して素っ気なく、なのに過か敏びんに警けい戒かいしていたから浮うわ気き出来る環かん境きようじゃなかっただけなのかもと気付いちゃったけど。

　ともあれ、不幸中の幸いというか、経験値のほぼないクルトは選より取どり見取りの状じよう況きようでも、手て当あたり次し第だいにエッチなことをしたいとは思っていない。これは意地で本心を曲げているのではなく、本当にそう思っている。

　……ただし。同居しているエルフのティアや平へい人じん種しゆのイツミみたいな美人にアプローチされたら、動どう揺ようしてしまうのも本音だ。

　特に今近くにいるゼナはヤバい。小こ柄がらで可愛かわいい系の顔立ちなのに、スタイルの方はメリハリが利きいているなんて言葉じゃ追い付かないくらいに暴力的で、それこそ経験値不足のクルトには目に毒過ぎる。

　つい視線を向けてしまいそうになるし、触さわりたくもなる。でもそれをしてしまうと、なし崩くずしにエロエロで爛ただれまくりの毎日を送ることになってしまいそうなので、この同居生活に反はん抗こうしている身としては耐たえるしかない。

　惜おしいと思うのは男の本能が芽生え始めているのかも知れないけど、これくらいなら我が慢まん出来る。美お味いしそうなお菓か子しに食事前だからと手を出さないのと似たようなレベルだし。

　鉄てつ壁ぺきの意志を確かく認にんしたクルトは、よしと小さく頷うなずいてから、

「……世間ではどうなのかはともかく、駄だ目めといったら駄だ目めだよ。なんと言おうと僕ぼくはそんなのしないからね！」

「ならいーや。もう遅おそいしねー」

「…………えっ？　遅おそいって、何が……？」

　謎なぞの言葉が後ろから聞こえて来て、クルトはキョトンとしながら振ふり返かえる。

　──すぐ目の前に、晴れやかな笑え顔がおのゼナがいた。

　しかも、同じ浴よく槽そうの中にだ。

「えっ…………ええぇぇえぇっ!?　い、いつの間に?!」

　いつの間に入ってきたのか、全然気付かなかった。さっきまで浴よく槽そうの外で頭を洗っていたはずなのに。

「は、早くない？　ちゃんと体洗ったの？」

「パパパッと洗ったよ。ほらほら、ちゃんと綺き麗れいでしょー？」

「わっ、足を上げちゃ駄だ目めだって!?　見えっ、見えちゃうから！」

　大だい胆たんに右足を上げて水面から突つき出ださせるゼナだけど、クルトの位置からだと足の付け根まで見えてしまいそうで……これは本当にまずい。考える余地なしでアウトだ。

　なのにゼナは無む邪じや気きな笑えみで、

「何が見えるってー？　ねぇねぇ、クー太は何が見えちゃったのかなー？」
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「言わないよそんなのっ?!　あと見えてないから！　見えそうだったけど、ギリギリで見えてないからっ！　ほ、本当だよ!?」

　全力で否定しつつクルトは身の潔白を訴うつたえる。かなり際きわどいところまで見えてしまったけれど、揺ゆれる水面と絶ぜつ妙みような角度で完全には見えていない。冤えん罪ざい、というかそもそもこっちには何の非もないのに、崖がけっぷちにたたされて後ろからツンツン押おされている気分だ。

　慌あわてまくりのクルトに対し、ゼナは食オ人ー鬼ガの特とく徴ちようでもある額の半透とう明めいな小さな角から濡ぬれた前まえ髪がみを払はらいつつ含ふくみ笑わらいを浮うかべる。

「そーいう反応するってことは、キョーミないって訳じゃないんだね。ん、ちょびっと安心」

「試ためしたのっ？　というか、そんな危険な試ためし方ってどうなの!?」

「何も危険じゃないよ？　だってボクはクー太を誘ゆう惑わくしたいんだし」

　完かん璧ぺきな言い分に、クルトはぐっと反論に詰つまる。それはそうだ、あくまでもこっちが拒きよ否ひはするけど、ゼナ達たちは挑ちよう発はつして性的成長を促うながすのが目的だった。

「………………そう、なんだろう、けど…………もっと自分を大切にさ……」

「えー。でもさー、ボクはクー太の子供を産むつもりだし。その為ためにお嫁よめさんにならなくちゃいけないならなるつもりだし。未来の旦だん那なさんに見せても困らないじゃん」

「それは、そのっ……僕ぼくがその気にならなかったら実現しない未来で──」

「ボクは実現させるつもりだからだいじょーぶ！　それに他の人には見せないようなとこややらないようなこともやっていかないと、クー太の特別になれないじゃん？」

「………………仰おつしやる通りですね……」

　思わず敬語で返してしまい、クルトは意気消しよう沈ちんして項うな垂だれた。どうしてだろう、常識で考えれば正しいのはこっちのはずなのに、この特とく殊しゆな環かん境きようだと絶対的に正しいのはゼナだ。

　頭がクラクラしてしまいそうな状じよう況きようで、それでもクルトはぷいとゼナから顔を背そむけ、

「そっちの言い分は分かったけど、これ以上はアウトだよ。レインに言いつけることになるからね」

「うんうん、分かってる分かってる。レーさんが本気で殺やる気になったら、今のボクだと厳しいしね。これがあるし」

「……これ？」

　何のことだろうと気になって、クルトは再び横目でゼナを見る。するとゼナの手は大きな首輪を突ついていた。

　アクセサリーにしては無骨だしかなり問題のある代しろ物もので、そもそも風ふ呂ろにまで付けてくることがおかしいって話になるが、あれは装そう飾しよく品の類たぐいじゃない。

　食オ人ー鬼ガは怪かい力りきで有名で、ただでさえ強きよう靭じんな肉体を常時魔ま力りよくで数倍に強化しているという特とく徴ちようがある。それを成しているのが額にある半透とう明めいの小さな白い角で、寝ねている間も強化される代わりに、そちらに全魔ま力りよくを使われているせいで魔ま法ほうは全く使えないし耐たい性せいもほぼ無い。

　あの首輪は精せい霊れい銀を混ぜ込こんだ特とく殊しゆなもので、魔ま力りよくを散らす効果がある。本来は罪人に付けて魔ま法ほうを使えなくする為ために作られていて、それを貰もらってきたエルフの長老がゼナに装着を義務づけた訳だ。

　ただし魔ま力りよくによる強化が使えなくてもドワーフより力が強いらしいので、非力代表種族のエルフとは比べものにならない。

　この館の管理人を務めるレインは有ハ翼ー人ピ種ー──昔は天使族と呼ばれていた種族で、身体能力には優すぐれているが、それでも弱体化したゼナにはかなり劣おとる……らしい。だというのに、レインと戦えば結果は見えているのだとか。

「レーさんの剣けん術じゆつ、凄すさまじいからねー。動いている相手の薄うす皮かわ一枚だけ斬きるってとんでもないよね？」

「……実際に刃はが触ふれてなくても『あ、これ死んだな』って思えるからね……」

「本気で戦えても勝てるかどうか分かんないなー。でも勝つけど！　腕うでや足の一本か二本を犠ぎ牲せいにすればいけるはずっ」

「それちっとも楽しげに言うような内容じゃないからね？　普ふ通つうに死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわな話だからね？」

　ウキウキと語るゼナに改めて脅きよう威いを覚えつつ、クルトは少しホッとする。レインが抑よく止し力として正しく働くのなら、ゼナも無茶はしないはず。強制退去させられるだけの実力があるのだから、強ごう引いんに押おし切きろうとは考えないだろう。

　そう思い、ようやくでのんびり入浴を楽しめる気分になってきて……

「レーさんとはいつか本気でやり合うとして、今はクー太との仲良しタイムだね！」

「えっ、何を……って、足っ?!　何で僕ぼくの腰こしを足で挟はさんでるのっ!?」

　ゆっくり出来るかと思いきや、不意にゼナの足が後ろから伸のびてきて、ガッチリと腰こしをホールドされる。浴よく槽そうを手で摑つかんでいるから後ろに倒たおれて溺おぼれるってことはないけど、もっと違ちがう問題が。

　足で挟はさまれるだけでなく、何かが背中にぴったりとくっついている。勿もち論ろん犯人はゼナだけど、問題はそうじゃなくて、柔やわらかな何かが背中に押おしつけられているってことだ。

「ちょっ、そういうのは駄だ目めだって言ってるのにっ！　今すぐレインを呼ぶよっ!?」

「ふっふー、泣いても叫さけんでも体は正直だよー……っていうのは冗じよう談だんだけど。正直に反応しちゃう部分がまだ生えてないもんねー？」

　言いながらゼナの踵かかとがクルトの股こ間かんに触ふれた。もっと成長したら生えてくるはずの部分にスリスリと踵かかとが当たって、くすぐったい以上にぞわぞわっとした変な気分が湧わき上あがる。

「ほらほらー、まだ何にもないんだし、こんなのただのスキンシップだよー？　今は同性みたいなものなんだし、別にいーじゃん？」

「いや駄だ目めだって！　や、ちょっ、背中に押おし当あてたまま動かないでっ?!」

「えー？　これ気持ち良くない？」

「そりゃあ気持ち良──じゃなくて！　そういう問題じゃなくてねっ!?」

「いーじゃんいーじゃん、ボクも気持ち良いし。クー太って細くて簡単に折れちゃいそうだけど、抱だき心ここ地ちは結構いいよねー」

　ぐいぐい押おしてくるゼナは本当にじゃれているだけみたいな口調で、焦あせっているのはクルトだけだ。遊ばれている、というのがしっくりくる。

　確かに、濡ぬれた背中に肌はだが密着する感かん触しよくは、もうそれだけでも相当に気持ちいい。しかも相手はゼナで、小こ柄がらな体にそぐわない大きな二つの胸部装そう甲こうの持ち主だ。太い大木を手で容易たやすく握にぎり潰つぶせるだけの怪かい力りきを発揮する彼かの女じよの体が、どうしてこんなに柔やわらかいのか。もっと筋肉質で固かったらこんなに動どう揺ようせずに済むのに、しかも柔やわらかいだけじゃなくて押おし返かえす弾だん力りよくも凄すごくて、なんかもう脳が蕩とろけそうになる。

「やー、よく川遊びしていたのを思い出しちゃうなー。女の子同士だったんだけど、こうして遊んでいるうちに段々と向こうの目が妖あやしい感じになってくるんだよねー」

「じゃあ同性でもアウトになってるってことでしょ?!　早く止めないとレインに──」

「ボクは遊んでるだけだもん！　構ってくれる人あんまいないし、つまんないの！」

「もっと遊び方を考こう慮りよしてくれないかなっ!?　状じよう況きようと手段を選んでよ！」

　言ってることは年下の少女っぽく可愛かわいらしいけど、スタイルと力がちっとも少女チックじゃないから大問題だ。駄だ々だっ子こみたいにしがみつきながら暴れているけど、背中で押おし潰つぶされるぷにふにょな感かん触しよくはどう控ひかえめに判断しても子供要素が微み塵じんもない。

　力では勝てないし、暴れすぎるとお風ふ呂ろとはいえ溺おぼれる危険もあるし、柔やわらかな刺し激げきがガリガリ理性を削けずってくるし、脇わきの下したから胸へと回された腕うでが地味に締しめてきてキツいし、終しまいには──

「ちょっとゼナさんっ?!　こちらにいるんですのっ!?」

　……予想外の乱入が、また来るし。

　怒いかりを帯びた声が聞こえてきたかと思ったら、すぐにガラス戸が開けられて、そこから妙みよう齢れいの女性が姿を現す。ゼナと同じく花はな嫁よめ候補で、この館に住む中で最年長のイツミだ。

　もう寝ねる準備を始めていたのか、部屋着とはまた違ちがう藤ふじ色いろの長なが衣ぎぬを着た彼かの女じよは、珍めずらしく怒いかりに頰ほおを赤く染めて風ふ呂ろ場の中まで入ってきて、

「ゼナさんっ、貴女あなたでしょう!?　私わたくしの香こう水すいを台無しにしてくれたのは！」

「ありゃ、意外と早くバレちゃった？　瓶びんには水を入れておいたのになー」

「あれだけの匂においが充じゆう満まんしていたらおかしいと思いますわよっ！　しかもクルト様と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに……許し難がたいですわ……！」

「ごめんってばー。明日になったらお詫わびの品を持ってって謝あやまろうと思ってたんだよ？」

「むっ……ちなみに何を下さるつもりでしたの？　それ次し第だいでは気持ちを汲くんで、多少は目こぼしして差し上げますわ」

「えっとー、森の向こうにある山で頭が二つある魔ま獣じゆうでも生いけ捕どりにしよっかなー、って」

「そんなもの渡わたされてどうしろと言いますの!?　薬の材料にするにしても、せめて解体くらいしておくべきでしょうっ」

「えー、勿もち論ろん食べるんだよ？　死んだ直後なら生で内臓も食べられるんだから。ご馳ち走そうだよ！　頭からパクッとかじっちゃってよ！」

「そのような粗そ野やな真ま似ねは出来ませんわよ！　今は亡なき国とはいえ、王女の血筋たる私わたくしが、そんな野や蛮ばんな…………って…………何やら様子がおかしいですの……？」

「あれ、ホントだ。どうしたのクー太、そんなに顔を赤くしちゃって。あっ、もしかしてえっちぃ気分になった？」

「……違ちがいますわっ、湯ゆ中あたりで逆の上ぼせてしまわれたんですのよ！　目が完全に違ちがう世界に旅立ってますわ!?」

　悲鳴にも似たイツミの声に、クルトはそうだよと応えることも出来ず。

　ぐるぐると回る視界に引ひきずり込こまれるようにして、そのまま意識を失った。




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




「………………………………はぁ…………」

　重いため息は、もう今日だけで何十回目になるか分からない。いくら吐はき出だしても気分は変わらず、クルトは手に持っていた棒で地面を突つくだけの無意味な行こう為いをしてしまう。

　そんなことをしていてもどうしようもなく思い返されるのは、昨夜の失態だ。

「…………逆の上ぼせて倒たおれるとか…………しかも皆みなに裸はだかを見られるし……」

　目を覚ましたら自分の部屋に寝ねかされて、氷ひよう囊のうを額に当てられレインに看病されているという状じよう況きようだった。ゼナもイツミも心配そうにこちらを覗のぞき込こんで、同じエルフのティアは少し離はなれて見守ってくれていて……それはとても有あり難がたいけど、問題はシーツ一枚を被かぶっただけの全ぜん裸らで、ベッドに運ばれるまでの間に色々と見られまくってしまったらしい、ということだ。

　いくら生えていないとはいえ……いやむしろ生えていないからこそ、恥はずかしい。昔はそこまででもなかったけど、二次性せい徴ちようを迎むかえてその辺りの感情も芽生えたらしい。

「…………こんなに落おち込こむくらいなら、そんな感情芽生えないままで良かったのになぁ…………ああ、もう……」

　少しでも早く忘れたいのにふとした瞬しゆん間かんに思い返してしまい、その度に軽く地面に埋うまってそのまま消えたくなる。その辺りに生えている木になりたいと思う日が来るなんて、いくら森エ精ル族フとはいえ考えもしなかった。

　今も自主トレで体を動かして気晴らししようとしていたのに、裸はだかの自分を見つめるいくつもの目を思い出してしまって……全然身が入らない。

「せめてもっと逞たくましい体ならなぁ……ちょっとは恥はずかしさも薄うすれたのに……」

　呟つぶやいて、クルトは自分の二にの腕うでを触さわってみる。肘ひじの辺りから太さも硬かたさも変わらない。ぐっと曲げて力を入れても申し訳程度に筋肉が動くだけで、力こぶなんて全然出来なかった。

　いくらエルフが脂し肪ぼうも筋肉も付きにくい体質とはいえ、やっぱりもうちょっとどうにかしたい。レインに鍛きたえて貰もらって一ヶ月近く経たつけど、変化の兆きざしもないし。

　今日は午後からレインとイツミで町に買い出しへ行っているので、クルトは自分で出来るトレーニングをこなすくらいしかやることがない……が、昨夜の記き憶おくに邪じや魔まされてちっとも鍛たん錬れんになっていなかった。

「自主トレするにしても、強くなれている実感ゼロだしなぁ……レインには触ふれることすら出来ないし……」

　基き礎そ体力をつけたい、というのはクルトが望んだことだが、最低限の自衛手段を身に付けるのはレインから──正確には長老から申し付けられたことで、合格ラインに達しなければ学校に通えないという厳しい条件が出されていた。

　なので一日おきにレインから訓練を受けているのだけれど、今のところちっとも成果は感じられない。

「うーん…………もっと筋肉がついたら変わるのかな……？」

「えー？　なになに、何のこと？」

「や、だから、筋肉つけてパワーアップしたらレインにも勝てるようになるのかな、って」

「んー、たぶん無理だよ。レーさんの剣けん、本気出したらエグい速さだもん。力をつけるだけじゃ足りないってば」

「やっぱりそうなんだ…………って、ゼナ?!　え、いつからそこにっ？」

　独り言のはずが会話になっている違い和わ感かんに振ふり向むけば、クルトの身長の倍以上はある木の枝の上にゼナがしゃがみ込こんでいた。太めの枝とはいえ両手は頰ほおに当てて、何の支えもなく座すわるだなんて、どんなバランス感覚なのか。

　……あと、腰こし巻まきの隙すき間まからほんのり白い何かが見えていて、これも違ちがう意味で危ない。無防備というか無む頓とん着ちやくというか、もうちょっと人の目を気にして欲ほしい。

「そんなところで何をしてるの？　というか、どうやってそこに？」

　いくら気もそぞろでいたからって、すぐ近くの木に登る人がいたら流石さすがに気付く。なのにゼナはいつの間にかそこにいた。

　クルトの疑問に、ゼナは館のある方を指差して、

「あっちの方から。木から木へ飛び移ってきたから、かなり遠回りになっちゃったけどねー」

「…………えーっと…………何でそんなことを？」

「運動不足だったから！」

　凄すごくシンプルな回答だった。でもそれじゃ微び妙みように答えになっていないけど。もっと違ちがう運動がいくらでもあるだろうに、どうしてそんな小動物みたいな真ま似ねを選んだのか。

　深く考えてもどうせ正解なんてないのは、あまり長くない付き合いでも分かるようになっているので、クルトはそれ以上訊きくのを止めた。

　その代わり、別の質問を口にする。

「手段は分かったけど……僕ぼくに何か用？　それとも、通りかかっただけ？」

「もち、クー太の相手をしようと思って！　とうっ」

　掛かけ声ごえと共に飛び降りたゼナは、ストンと音もなく着地する。それなりの高さだっていうのに、改めて凄すごい身体能力だ。

　ただし、今気になるのはそっちじゃなくて、発言の方だ。

「相手って……え、何の？」

「レーさんがいないから一人で遊んでるんでしょ？　ならボクも一いつ緒しよに遊ぶ！」

「……いや、僕ぼくは一応、訓練をするつもりなんだけど……」

「だったらそれの相手をしてあげる。ボクの得意なことだしね！」

　ぶんぶんと両手を振ふってアピールするゼナに、クルトはどう返せばいいか少し悩なやむ。

　確かに、戦せん闘とうならゼナが本職だ。とはいえ適役かどうかというと、それは即そく答とうしかねる。

　食オ人ー鬼ガの戦い方は凄すさまじい身体能力で圧あつ倒とうするのが主流のはずで、武器や技わざに拘こだわりはないと聞きかじっていた。要は伝説の巨きよ人じんと同じで、人同士の戦いとはスケールが違ちがっている。腕うでを振ふり回まわして手が掠かすりでもすれば、それで相手は吹ふっ飛とんで致ち命めい傷しようだ。

　それでいて相手の攻こう撃げきは剣けんや弓といった鋭するどい切っ先のものでも、余よ程ほどの威い力りよくでなければ傷一つ付かない。鎧よろいで跳はね返かえすとかじゃなくて、素す肌はだでだ。

　なので食オ人ー鬼ガはかなりの少数種族でありながら戦せん況きようを左右する傭よう兵へいとして名を轟とどろかせ、戦場で恐おそれられた存在だ。

　つまり端たん的てきに言うと──物もの凄すごく強いんだけど、全く参考にならない人ひと達たちだ。

　やる気満々の彼かの女じよにどうすればやんわり穏おん便びんにお断りを伝えられるだろうかと、クルトは半笑いの困り顔で悩なやむ。

　すると、

「ボクとの特訓メニューは二つあるよ！　どーする、クー太？」

「えーと……二つって、具体的にはどんなの？」

「一つは簡単だよ。ボクはただ立っているだけにするから、ひたすらそこに攻こう撃げきするの！　あ、ちょっとは動いた方が訓練になるかな？」

「そうだね、そっちの方が……じゃないよっ、何その危険かつ野や蛮ばんな訓練?!　虐ぎやく待たいか暴行にしか見えない上に、今のゼナは魔ま力りよくが使えないんだから無敵じゃないんだよ!?」

「んー、でもボクって頑がん丈じようだからクー太くらいの力なら問題ないと思うよ？　それにケガしちゃうとしても、普ふ通つうならまずないから良いい経験になるし！」

「………………いや何も良くないよ…………一つも良くないよ……」

　完全にドン引きしたクルトは突つっ込こみも弱々しくなってしまう。殴なぐられて怪け我がして良い経験って、戦せん闘とう種族の思考回路はどうなっているのか。明るく言う辺りが余計に怖こわい。

　全面拒きよ否ひのこちらの反応に、けれどゼナはさして気にした様子はなく無む邪じや気きに両りよう腕うでを大きく広げ、

「だったらもいっこのヤツにしとく？　というかー、むしろボクの本命はこっちだし！」

「……野や蛮ばんなのは無しだよ？　そもそも僕ぼくが身に付けたいのは、最低限の自衛手段なんだからね？」

「うんうん、そのご期待にピッタシだよ。どっちも傷付かずに制圧出来るんだから！」

「制圧って……どういうこと？」

　いまいちピンと来ないクルトに対し、にししと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべたゼナが距きよ離りを詰つめてくる。

　そして何をするつもりなんだろうと見つめていたクルトの顔を覗のぞき込こんできた。

「クー太、忘れちゃったの？　ボクのママは食オ人ー鬼ガだけど、パパは吸精鬼インキユバスだよ？」

　言いながら鼻の頭をツンツンと突ついてきて、

「力ちから自じ慢まんの食オ人ー鬼ガと違ちがって、吸精鬼インキユバスは天性の寝ね技わざテクニックがあるんだよー。肌はだや粘ねん膜まくをくっつけた相手から生気を吸収するイキモノだもん」

「文ぶん献けんでは読んだことあるけど、食オ人ー鬼ガと同じでかなりレアな種族だよね……というか、それだとゼナに触さわったら僕ぼくもヤバいんじゃ……」

「ブッブー、それは大間ま違ちがいだよ。食オ人ー鬼ガが体を強化するのと同じで、吸精鬼インキユバスが生気を吸収するのにも魔ま力りよくを使うんだ。身体強化で魔ま力りよく切れしてるからそっちは全く使えないんだよー」

「へえぇ……種族特性じゃなくて、固有魔ま法ほうみたいなものなんだ？」

「そーみたい。まっ、どっちにしてもこの首輪をしてたら出来ないと思うな」

　ゼナの説明に、クルトはなるほどと頷うなずく。それだったら無む闇やみに接せつ触しよくを警けい戒かいする必要はなさそうだ。……というか、そこがヤバかったら今までも駄だ目めだったってことになるし。

　だとすれば問題になるのは、根本的な疑問だけになる。

「でもさ、食オ人ー鬼ガの力があれば寝ね技わざなんて使わないんじゃないの？　練習だけはしたとか？」

「いちおー、ね。ママはパパに負けちゃったから、ボクは吸精鬼インキユバスにも勝てるようにって習ったんだよ！　パパ直伝の技わざだね！」

「食オ人ー鬼ガにも勝つ吸精鬼インキユバス直伝……なんか凄すごそうだなぁ……」

「うんうん、すっごいよー。ママも良く『パパのテクニックは立てなくなっちゃうくらい凄すごい』って言ってたし！」

「なるほど……」

　寝ね技わざでそこまで消しよう耗もうさせるだなんて、感心するしかない。なんか微び妙みようにしっくりこないけど、たぶん気のせいだろう。

「昨日はクー太にメーワクかけちゃったし、お詫わびにボクが手取り足取り教えてあげる！　殴なぐるのと違ちがってケガもしないから体力の続く限り練習出来るよ！」

「その体力の無さが問題なんだけど……ちょっと教えて貰もらっただけでも効果あるの？」

「んー、いきなりスーパー強くはなんないけど、コツを覚えたら色々と応用は利きくよ？」

　そう言われると、かなり魅み力りよく的な提案だ。レインとの戦せん闘とう訓練はひたすら攻こう撃げきを避よけたり防いだりこちらの動きをいなされたりするだけで、どういう風に攻こう撃げきすればいいのかは基本的に教えて貰もらっていない。想定しているのが『攫さらいに来る悪い人ひと達たちからどうにか逃にげよう』というものなので、まあ仕方ないんだけど。

　必要なのは防ぼう御ぎよの技術だっていうのは分かるものの、やっぱりそれだけじゃつまらない。襲おそいかかってくる相手をやっつけられるだけの強さに憧あこがれもあるし。

「うーん……じゃあ折角だし、厚こう意いに甘あまえて教えて貰もらおうかな」

「ホントっ!?　やたっ、すぐ準備するね！」

「えっ？　準備って……その紐ひも、どうするの？」

　腰こし巻まきに使っている紐ひもの一つを外したゼナは、溢あふれんばかりの笑え顔がおで両手に乗せて差し出してくる。

「これでボクの手を縛しばるの！　使えないように、ぐるぐるって！」

「…………それ、必要なの……？」

「ボクがパパに習った時はやったよ。パパがケガしないように、って」

「なるほど……って、今回はゼナが教える側なのにやるの？」

「うんっ。力任せじゃなく技術で相手を組くみ伏ふせるって証明だよ！　ほらっ」

　嬉き々きとして突つき出だした両手をブンブンと上下させるので、クルトは仕方なく言われるがままにゼナの手首を紐ひもでぐるぐると縛しばり付つける。

「もっと強くしてよー。ちょっと動かしたくらいじゃ解けないように、ギューッて」

「そんなことしたら痛くないの？　それに解く時に大変だよ？」

「クー太の力くらいじゃ全然ヘーキだから気にしないでいーよ。終わったら千切っちゃえばいいしねー」

　力で外せるならこれの意味は果たしてあるのかどうか。

　そんな疑問を抱いだきつつ、クルトはお望み通りに堅かたく縛しばる。ガチガチにしたので、ちょっとやそっとじゃ外れないはずだ。

　紐ひもで縛しばられた両手首を掲かかげたゼナは満足げに笑い、

「んっ、これでオッケーだね。それじゃ、まずはボクがクー太を抑おさえ込こんでお手本を見せるから。力だけでなく腕うでも使わないで、ね」

「……えっ？　腕うでもって、それだと抑おさえ込こめないでしょ？」

「ふっふー、それが出来るんだなー。すぐに抜ぬけ出だせたり、力入れちゃってこの紐ひもが千切れたりしたらボクの負けでいーよ！」

「ああ、だから紐ひもを……というか、いつから勝負に……？」

「だってそっちの方が面おも白しろいもん！」

　教えを請こうはずがどうして勝負になるのかと戸と惑まどいつつ、クルトは念のために周囲を見み渡わたす。この辺りは短い芝しばが生えているので、寝ね転ころんでも怪け我がはしないだろう。虫や蛇へびなんかもいないし、うっかり潰つぶしてしまい悔くやむこともなさそうだ。

　クルトは一つ頷うなずいて確かく認にんを終えると、両手を頭の後ろに回したゼナへと訊たずねる。

「勝ち負けはともかく、まずはどうするの？　基本的な動作とかあるの？」

「トーゼン、そんなの実じつ践せんあるのみだよ！　先にボクが抑おさえ込こむから、クー太はどうにか逃にげられたら勝ちね！」

　たぶんそうだろうとは思っていたけど、体で覚えるスタイルだった。まあ寝ね技わざを口で説明されても分からないから仕方ない。ここに第三者がいればその人を練習台として教えて貰もらうって手もあるが、残念ながら館から離はなれているので声を上げても誰だれも来てくれないだろう。

　仕方ないとクルトは覚かく悟ごを決めて──でもやっぱり不安なので、釘くぎを刺さしておく。

「……怪け我がにだけは本当に気を付けてね？　食オ人ー鬼ガと違ちがってエルフは簡単にポキッといっちゃうからね？」

「うんうん、分かってる分かってる。それじゃ、とりあえずクー太を転がすから、ボクが乗っかったらスタートねっ」

「それでいいよ……って、転がす？」

　聞きき逃のがすにはちょっと問題のある単語に反応してクルトは警けい戒かい心を強め──

「ほいっ、と」

　ぽてん、と。

　宙に浮ういたかと思ったらくるりと視界が回り、呆あつ気けなくクルトは芝しば生ふの上に倒たおれた。

「ちょ、えっ!?　今のどうやって──」

「ただの足払ばらいだよー。そんなことより、始めるねっ！」

「わぷぁっ?!」

　何が起きたのか分からず混乱するクルトに対し、ゼナが上から降ってきた。お腹なかに飛び乗るように覆おおい被かぶさられて、その衝しよう撃げきで逆に少しだけ冷静になる。

　仰あお向むけになったこちらに乗っているゼナは、両手を使えないからか肩かたをクルトの胸に押おし当あてて、足は腰こしを挟はさんでいる。右足に絡からんでいるのはゼナの足だろうけど、どっちの足かは分からない。向こうは俯うつぶせだから、たぶん左足だと推測する。

　いきなりで驚おどろきはしたものの──思っていたより、軽い。それにこちらの両りよう腕うでは完全にフリーだし、左足も空いている。

　これなら割と簡単に抜ぬけられそうだ。問題はお腹なかに押おしつけられた大きくて柔やわらかな物体が脱だつ出しゆつ意欲を物もの凄すごく削そいでくれていることだけど、そこは我が慢まんの一手で。

「ハンデがあるのに悪いけど、全力でやるよっ」

「いーよ、クー太の好きにしちゃって─。出来るのなら、だけどねっ」

　含ふくみを孕はらんだ言葉に、クルトは意識を集中して体を捩よじる。逃にげるにはゼナをふるい落とさないと駄だ目めだけど、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう況きようなら簡単に──

「くっ…………このっ……！…………く、あれっ……？」

「ふっふー、どーしたの？　まだ抜ぬけ出だせない？」

「っ、こんなのすぐにっ…………よ、しょっ……！………………ぐ、のっ………………え、何でっ…………!?」

　懸けん命めいに体を動かしているのに、ちっともゼナの下から抜ぬけ出だせない。

　びたっと密着した体を力任せに手で押おし退のけるのは真っ先に諦あきらめた。脱だつ力りよくしているし重さはさほどでもないのに、全然動かない。

　ならばと肘ひじを支えに体をずらしつつ起きようとしたら、いつの間にか肩かたの辺りにゼナの頭や肩かたがきていて、抑おさえられる。それもあんまり力は入っていないみたいなのに、撥はね退のけられない。

　他にも動こうとする度たびにほんの少しゼナの体が移動し、たったそれだけで寸前までの自由が完全に消きえ失うせて思ったような行動は取れなくなる。一度だけどうにか上半身を持ち上げられてこのまま抜ぬけられる、と思ったけど、ほぼ同時に絡からめられていた足を上げられて、その拍ひよう子しに再び地面に転がる形に。

　どうしてそうなるのか、まるで分からない。魔ま法ほうみたいに一手先をいかれて丁てい寧ねいに潰つぶされている感じがした。

　それでも足あ搔がいていたクルトだが、残念ながら長くは気力も体力も続かなかくて、パタリと両りよう腕うでを大きく広げて力ちから尽つきる。

「ハァ、ハァ…………も、もう駄だ目め……ギブアップ……」

「えー、早いよクー太。もうちょっと頑がん張ばろ？　ねっ？」

「……いや無理だよ……まだ動けるけど、全然返せる気がしないから。何がどうなってるの、これ？」

「ふっふー、これが吸精鬼インキユバスのテクニックだよ！　どの種族でも人型なら基本的に可動域とかいうのが一いつ緒しよらしくて、コツさえ摑つかめばどんな相手にだって通用するの！　どうっ、凄すごかったでしょー？」

「うん……凄すごいね、これ……」

　これはもう素す直なおに頷うなずくしかなくて、クルトは呆ぼう然ぜんと返す。

　期待通りの反応だったのか、どいてくれたゼナは得意気に満面の笑えみを見せ、

「大体どんな感じか分かった？　次はクー太の番だよ」

「え、や、全然……ちょっとヒントを……」

「んー……なんだろ、あっちかなー、って思ったらそこの根元を押おさえる感じ？　ピタッと体をくっつけてたら見てなくても何となくどう動くつもりなのか分かるから、ねっ？」

「…………」

　そんな風に『ねっ？』とか言われても、感覚的すぎて凄すごく困る。やられている側だから全く見えていなかったし、抜ぬけ出だそうとして必死だったし、あと押おしつけられている胸やら足やらがとんでもなく柔やわらかい上に、くっついたままグリグリと動きまくるもんだから、感かん触しよくが凄すさまじい勢いで襲おそってきて気を取られちゃってた部分も大きい。

　でも、自分より小こ柄がらで両りよう腕うでを使えないゼナがあれだけ出来たんだから、少しくらいはやれるはずだ。どこを押おさえればいいとかは分かってないけど、向こうが怪かい力りきを使って抜ぬけ出だそうとしないのなら、圧あつ倒とう的てきに有利なのはこちらのはず。

　だったら後は実戦で磨みがくしか無い。

「……よし。それじゃ、やるよ」

「いーよ、好きにしちゃって。あっ、お尻しりやおっぱい触さわってもだいしょーぶだからっ」

「しないよそんなことっ!?　真しん剣けんにやるから、すぐには抜ぬけさせないからね……！」

　意い気き込ごむクルトに対し、ゼナはにかっと笑うとそのまま大の字に寝ね転ころがる。

「クー太が抑おさえ込こめたと思ったら教えてねー？　そしたら動くから」

「うん…………よぉし……！」

　寝ねている相手に覆おおい被かぶさるという行こう為いを改めてやると凄すごくドキドキするけど、クルトは真面目な顔つきで慎しん重ちようにゼナの横で膝ひざ立ちになる。小こ柄がらなのに胸の部分が小高い山脈みたいになっていて、思わず目を奪うばわれそうになるのを懸けん命めいに我が慢まん。不ふ埒らちな気持ちだと怪け我がしかねないし。

「手でこっちの体を動かせない……なら、こんな感じかな……？」

　色々と考えて、正面からではなく横から抑おさえる形を選ぶ。足は自由にさせちゃうけど、そこだけで起きるのは無理だろうから思い切って捨てる戦法だ。

「……うん、これで。いつでもいいよ！」

「ホントっ？　じゃ、やっちゃうよ？」

「いいよ、絶対に逃にがさな──」

　威い勢せい良く宣言する、その途と中ちゆうで。

　クルトの体はくるんと前へ回って、そのまま地面に投げ出された。

「はい、ボクの勝ちっ」

　ゼナの勝ち名乗りが聞こえてくるけど、クルトには意味が分からない。何が起きたのか、全くだ。

　パチパチと瞬まばたきをし、木々の間から漏もれる陽の光を呆ぼう然ぜんと眺ながめ……

　ややあってからガバッと体を起こし、

「……えええっ!?　何っ、なんで僕ぼく投げられてるのっ!?」

「あれー？　分かんなかった？」

「全然だよ！　え、魔ま法ほうなの？　というか、後ろから押おされた気がするんだけど？」

「んーと、まず体を起こそうとするでしょ？　そしたらクー太がすぐに押おさえに体重かけようとしたところを、膝ひざでお尻しりを跳はね上あげながら体を戻もどしたの。それだけだよ？」

「……それだけで？　僕ぼくの体、えらく簡単に宙を舞まったけど？」

「タイミングが合えばああなっちゃうんだよ。クー太が軽すぎってのもあるけどねー」

「はー…………凄すごいや……」

　もう感かん嘆たんするしかなくて、クルトはしみじみと呟つぶやく。改めて説明されれば仕組みは分かるけど、神かみ業わざとしか言いようが無い。

「ああも簡単に投げられちゃうなんてなぁ……ゼナから見て何が駄だ目めだった？」

「たくさんあるよー。まずクー太ってば、ちゃんとボクにくっつかなかったじゃん？」

「えっ？　や、一応くっついてたつもりだけど……」

「もっとべたっとくっつかないダメだってば。それに横から抑おさえるなら、せめて片足は抱かかえちゃうべきだったかなー。そうしたらボクの動きがかなり制限されたから」

「なるほど…………そういうものなんだね」

「それと一番大事なのは、恥はずかしがらないことかなー。そんなことに気を取られてたら体の声が聞こえないよ？」

　ゼナのアドバイスに、クルトは芝しば生ふの上で座すわり直して耳を傾かたむける。真しん剣けんなつもりだったけど、密着具合や足を取りに行かなかった原因は、女の子の体に触ふれるのが──特に女性特有の柔やわらかさを感じさせる部分に密着するのが恥はずかしかったからかもしれない。

　思い返してみればゼナにはその辺の躊ちゆう躇ちよが一いつ切さいない。勝負の時にそんなことを気にしていたら命取りになるってことを本能レベルで理解しているんだと思う。

「……そっか、だからさっき胸やお尻しりを触さわってもいいって言ったんだね！　僕ぼくが遠えん慮りよして稽けい古こにならないと駄だ目めだから」

「う？　あれはごほーびがあった方が頑がん張ばるかなー、って」

「………………そ……そう、なんだ……」

　意い気き込ごんで訊たずねたら、全然期待してない返しがきた。というか、もしそうだったとしても乗ってくれれば良かったのに。

　クルトのテンションを無自覚に弄もてあそんだゼナは、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべて目を輝かがやかせる。

「ねっ、もっかいやろ！　次はまたクー太が下だよ！」

「それはいいけどさ。随ずい分ぶんとやる気なんだね？」

「だって楽しいしっ。それにクー太が強くなったら嬉うれしいもん。ボク、強い人が好きだから」

「……あのさ、これは他意はない純じゆん粋すいな疑問なんだけど。だったらそもそも僕ぼくじゃなくて、もっと強い人のところに行った方がいいんじゃないの？　同じ食オ人ー鬼ガとか」

「んー、強い人は好きだけど、もっと重要なのは強い子供を産める相手だってことなんだよ。それが食オ人ー鬼ガの本能だもん。今より強く、もっともっと強く、ってね！」

　明るく言い切ったゼナは、弾はじけんばかりの笑え顔がおをぐいっと鼻先まで近付けてきて、

「だから強い子を産ませてくれるクー太のことは好きだし、その上で強くなったらもっと好きになるよ！」

「そ、そういうものなの……？」

　もっとこう、お互たがいを深く知ることで好意を抱いだいていくのが恋れん愛あい感情ってものだと思っていたクルトにとって、このシンプル理論は斬ざん新しんだ。物もの凄すごく分わかり易やすいけど、それで好きと言われてもあんまり嬉うれしくない。

　ただ、一つだけ確かなのは──ゼナは本心から語っていて、本当にクルトのことを好いてくれている……ということだ。

　それが『クルトだから』じゃなくて『優ゆう秀しゆうな子を作るエルフの男だから』、というのは納なつ得とくしづらいのだけれど、ゼナからしてみれば大差ないっていうのが理解出来た。いやまあこちらとしては本当に微び妙みような気分になってしまう問題だけど。

「……あ、でも。クー太があんま強くなりすぎちゃうと、少し困るかもなー」

　と、珍めずらしくゼナが眉まゆを顰ひそめてそんなことを言うので、クルトは小首を傾かしげて訊たずねる。

「えっと、何が？　僕ぼくが強くなって困るようなことなんてないんじゃ？」

「や、ボクらって強い人が好きなんだけどさー。えっちして子供が出来たら、なんとなくその瞬しゆん間かんに分かるみたいなんだよねー」

「……急に生々しい話を……!?」

「問題はその後で──食べちゃうんだよね、相手を。他の相手と子を残せないようにって」

「…………生々しいどころか血ち生なま臭ぐさい話に……?!」

「だから食オ人ー鬼ガって呼ばれるようになっちゃったんだけど……やー、困った本能だよね！　あははっ」

「いや全然笑えないよ!?　最近の食オ人ー鬼ガは人を食べないって聞いてたけど違ちがうの?!」

　よもやの生死に関わる事実が告げられて、クルトは血相を変えて詰つめ寄よる。この奔ほん放ぽうな少女は正妻が誰だれとか競争相手が何人もいるとかにそこまで拘こだわりなさそうだと思っていたら、嫉しつ妬とどころじゃ済まない独どく占せん予定だった。

　慌あわてふためくこちらに対し、ゼナはうっかり凡ぼんミスしちゃったみたいな感じの笑え顔がおで、

「昔と違ちがって全部食べちゃうってことはないみたいなんだけどねー。こう、興奮してうっかりパクッと嚙かんだらえらいことになっちゃった、とか？　好きになればなるほど我を失っちゃうたみたい」

「愛情表現がえぐいよ！　愛し合っていたと思ったらうっかり食べられちゃうって、死なずに済んでも精神的に大ダメージだし！」

「だいじょーぶだって。パパは肩かたをかじられただけだし、クー太ならその長い耳をパクッとしちゃうだけだろうしさー」

「……話だけ聞いてると微笑ほほえましいけど、絶対に血ち塗まみれ案件だよ……！」

　痛々しい未来を想像してしまい、ぶるりと体が震ふるえる。女の子に耳を嚙かまれるなんてじゃれて甘あまえられているみたいなのに、たぶん現実に起こると食い千切られて大だい惨さん事じだ。

　引きまくりのクルトだったが、ゼナはあっけらかんと笑い、

「へーきへーき、いざとなったら今みたいに手や足を縛しばっちゃえばいいんだしさー。もっと頑がん丈じような鎖くさりとかで」

「そ、そっか……って、その光景もヤバいよ！　手足を鎖くさりで縛しばった相手を押おし倒たおすとか、完全に捕つかまっちゃうヤツだからね!?」

「ならケガしないくらいにクー太が強くなれば解決だね！」

「強くなったら身に危険が迫せまるって話だったのに……!?」

「不意打ちに対処出来るよーになればだいじょーぶだよ！　えいやっ」

「うわわっ?!　い、いきなりすぎだって！」

　手を縛しばられたまま器用に飛びかかってきたゼナに押おし倒たおされて、クルトは慌あわてながらも意識を切きり替かえる。

　さっきは全然駄だ目めだったけど、今度こそ抜ぬけ出だす。もっと強く、せめて身の安全が守れるようにならないと、本気で命いのち懸がけになりそうなので。

「ほらほら、クー太は襲おそわれちゃう危険が山盛りなんだから、しっかり頑がん張ばらないとー。訓練は実戦のつもりでやらなきゃだよ？」

「そんなこと言われても……わぷっ……!?」

　仰あお向むけになったクルトに対して、ゼナはこちらの腹部を跨またぎつつ器用に外側から足と足を絡からめている。動かせない訳じゃ無いけど、それのせいかピタッと下半身が密着していて易やす々やすとは抜ぬけられそうにない。

　上半身もしっかりと密着していて、肩かたの辺りにゼナの顔がきている。ちょっと動いたら鼻や唇くちびるがこちらの顎あごに触ふれそうな至近距きよ離りにドキッとしてしまう……が、そこに気を取られていたらさっきと一いつ緒しよだ。胸の辺りでギュギュッと押おし潰つぶされている柔やわらかな塊かたまりも無視で。圧あつ倒とう的てきな存在感に意識せざるを得ないけど、極力無視で。

「ボクみたいにクー太との子供が欲ほしくて狙ねらってくる子、たくさんいると思うよー？　ぐずぐずしてたらその気が無くてもえっちなことされちゃうんだから」

「普ふ通つうっ、逆だと、思うけどっ……くっ、このっ……！」

「ダーメだよー、バラバラに動いちゃってるもん。相手の動きを誘さそってやらなきゃ」

「頭では分かってる、んだけどっ…………はぁっ、はっ……！」

　全力で動いているから早くも息が上がってきて、休みたいと体が訴うつたえ始めてきた。意地でその訴うつたえは却きやつ下かするけど、ちっとも抜ぬけ出だせる気がしない。

　これでもエルフだから、考えるのは得意だ。理り屈くつではどうすればいいか分かっている。相手は両手が封ふうじられているんだから、バランスを崩くずし易やすい。手で支えられない以上、大きく傾かたむければ立て直しは難しいはずで、その隙すきに体勢を入いれ替かえてこちらが上になれば、足の方も抜ぬけ出だせる。

　……と、頭では分かっているのに、全然上う手まくいかない。両手でゼナの体を動かそうとしても、ビタッとくっついた下半身が無理なく力を逃にがしているみたいで、押おしても引いてもバランスを保ったまま離はなれてくれなかった。

「そんなんじゃいつまで経たっても抜ぬけ出だせないよー？　クー太、もっと真しん剣けんにやんなきゃダメだってば」

「真面目にやってるよ?!　というか、脱だつ力りよくしているのに全く動かないってどれだけ強きよう靭じんな体してんの!?」

「ふっふー、凄すごいでしょ？　ポイントずらして力を入れたり抜ぬいたりするの、結構難しいんだよー？」

　得意気な声が真横から耳じ朶だを擽くすぐってくる。クルトは思わず長い耳を手で押おさえてしまいそうになりながらも、それを堪こらえて身を捩よじった。

　ようやく少し分かってきたのは、下半身が密着しているこの状態だと、少しばかり上半身を動かしたり横から押おしたりしたくらいじゃあんまり意味が無い。

　それよりも腰こしを捩よじって少しでも密着されている体を離はなしつつ、大だい胆たんに上半身を動かして、そこを対応する相手のバランスを手で崩くずすのが良さそうだ。

「おっ、とっ？　それ良いい感じだよー、クー太もやるじゃん」

「これでっ、いいの?!」

「そーそー、それで出来た隙すき間まに手を突つっ込こんで、肘ひじを立てて広げるの」

「そ、かっ…………こんな、感じでっ…………！」

　助言に従って素す直なおに右手をゼナの体の下に滑すべり込こませ、肘ひじを曲げて出来た隙すき間まを押おし広ひろげる。すると今まで密着していた体が少しだけ離はなれた…………のは、いいとして。

　その拍ひよう子しに手が何かに引ひっ掛かかった感かん触しよくがあって、反射的に視線を向けると──ゼナの胸むな元もとを覆おおっていた革かわ巻きが見事に上へとずれてしまい、ポロンと零こぼれ落おちていた。

「ぅ、わっ……ごめっ、そんなつもりじゃ……!?」

「こんなの気にしてたらダメだって言ってるじゃん！　ほらほらクー太、チャンスなんだからもっと動かなきゃー」

「いや動いたら大だい惨さん事じだよ?!　見えちゃうって!?」

　確かに抜ぬけ出だせる絶好の機会に思えるけど、ここで動くとくっついて押おし潰つぶされているからギリギリで見えていない先せん端たん部分が丸見えだ。

　というか、今だって胸同士がくっついていてアウトな感じがするのに、これ以上は──

「クー太、そんなんじゃ絶対に強くなれないよ？　戦っている最中にそんなことに気を取られる戦士なんていないんだから」

「……それは…………でも、」

「言い訳もダメ！　クー太の体を狙ねらってくる相手は裸はだかになるのもトーゼンなんだから、これくらいで対応出来なくてどーすんの？」

　からかうのではなく真しん剣けん味みを帯びた口調に、クルトは冷たい水を浴びせられたようにハッとする。

　これは完全にゼナの言う通りだ。一いつ緒しよに暮らす皆みんなはクルトの拒きよ絶ぜつを聞いてくれるけど、想定している相手は無理矢理に関係を迫せまってくる女の人で、こっちの都合や要望なんてお構いなしに襲おそって来る。

　それに対応する為ための訓練でもあるのに、恥はずかしがっていたらいざという時にだって役に立たないに違ちがいない。さっきも似たような注意をされたのに、情けない話だ。

　真しん剣けんにやっていたつもりが何も分かっていなかったと思い知らされたクルトは、キッと表情を引ひき締しめて、

「……うん、分かったよ！　謝あやまるのは後で、今は絶対に抜ぬけ出だすから！」

「その意気だよっ。ボクも手は抜ぬかないからね?!」

　弟で子しの成長を喜ぶような声に、クルトは言葉ではなく行動で応じる。

　身を捩よじりながらもう片方の手も体と体の間に入れて、大きな胸を腕うでで押おし込こむ。包つつみ込こむような柔やわらかさに一いつ瞬しゆん戸と惑まどうけれど、もう変な遠えん慮りよはしない。

　むしろ大だい胆たんに手で胸を押おし、抵てい抗こうする相手の力を上う手まく利用して、それを支えに体を横へと滑すべらせる。

　ゼナの体が初めて大きくバランスを崩くずし、その拍ひよう子しにガッチリ絡からめられたままのクルトの足ごと持ち上がった。

「ここっ──！」

「おー？」

　今しかないと全力で押おし、それとは逆に体を捻ひねる。

　すると上にあったゼナの体が横へと落ちて、足が絡からまったままなのでクルトの体もぐるりと回り……

　その結果、どうにかクルトが上になる形で押おさえ込こみから抜ぬけ出だすことが出来た。

「…………やった。やった、よね?!」

「んー、足は残ったままだけど、上出来かなー。流石さすがのボクも手が使えないとここからの逆転は無理だから」

「やった……！　ようやく、一回だけだけどゼナに……！」

　涙なみだが出そうになりながら、クルトは初めての成功に喜びを爆ばく発はつさせて──

「──そこで何をしているの？」

　歓かん喜きに身を震ふるわせているところに聞こえて来た声に水を差され、クルトは反射的にそちらへと振ふり向むき、

「えっ？　あ、れ、ティア？　どうしてここに……？」

　茂しげみの向こうから現れたのはクルトと同じエルフのティアリーズで、整いすぎた冷めた美び貌ぼうでこちらを見下ろしていた。

「研究で息いき詰づまったから散歩していたの。それより、質問に答えて」

「あ、うん。見ての通り、ゼナに手解てほどきして貰もらっていたんだよ」

「……………………そう。見ての通り、ね」

「うん。見ての──」
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　何な故ぜか氷点下の口調に感じられて、クルトは改めて状じよう況きようを確かく認にんする。

　自分はゼナを押おし倒たおす形で、ゼナの衣服は激しく乱れていて。

　大きな胸は露あらわになっていて、自分の右手はそこをしっかり摑つかんでいて。

　足と足は絡からまったまま、腰こしもほぼくっついた状態で。

　これを見た通りに受け取ったら──正解は一つだけだった。

「……そう。わたしは別にいいのよ。クルトが状じよう況きようを受け入れて、積極的になっても」

「違ちがっ、全然違ちがうよ!?　僕ぼくの言い方が悪かったけど、これはそういうのじゃなくて──！」

「いいの、邪じや魔まをしたわたしが悪いわ。でも一つだけ言わせて貰もらうと、いくら森に生きるエルフでも、明るいうちから野外は良くないと思うわ」

「だから違ちがうんだって！　僕ぼくがゼナから教えて貰もらっていたのは──」

「そーそー。ボクがクー太に伝授してたの、吸精鬼インキユバスのパパ仕じ込こみのテクニックを！　ティー子も混ざって一いつ緒しよにやる？」

　……何一つ間ま違ちがっていないのに、確実に誤解しか生まない発言が差さし込こまれた。

　当然それを聞いたティアの視線は益ます々ます冷たいものとなって、

「……わたしは遠えん慮りよしておくわ。研けん鑽さんを積むのは結構だけれど、それを披ひ露ろうする相手は選んで頂ちよう戴だいね」

「いやだから誤解なんだって！　これは僕ぼくの将来の為ために必要な──」

「そうね、大勢の女性と関係を持つあなたには必要な技術かもしれないわね」

「そういう意味じゃなくてっ……あっ、待ってティア、まだ帰らないで！　まだ誤解が解けてな──って、足が……?!　ちょっ、ゼナ、これ外してっ」

「ダメだよクー太、そこも自分で頑がん張ばらないと！　ちゃんと抜ぬけ出だすまで終わらないよー」

　必死に食い下がろうとするクルトだが、足が絡からんだままで動けない。慌あわてて外そうとしても、楽しげなゼナが全然協力してくれず、むしろガッチリ絡からめられてしまう。

　スタスタと去って行くティアの背中はあっさりと見えなくなって、それでもまだ足は自由にならなくて……




　結局、クルトが自由の身になったのはそれからしばらく経たってからとなり。

　ティアの誤解を解くのに必要になった時間は、一日や二日じゃ足りなかった。
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　ほぼ二ヶ月前から始まった花はな嫁よめ候補の三人プラス管理者との同居生活の中で、クルトにとって最も気が滅め入いってしまうのが『夜よ這ばい当番』というシステムだ。

　仕し掛かけるのは花はな嫁よめ側で、しかも夜よ這ばいといってもクルトにはまだ子供を作る為ための行こう為いをする機能というか器官がない状態なので、本来の意味の夜よ這ばいとはかなり違ちがう。

　要は当番の花はな嫁よめ候補がクルトの部屋にやってきて、あの手この手で誘ゆう惑わくをする……というもの。ただしクルトには過か剰じような性的行こう為いに対して拒きよ否ひ権があり、その代わりやって来る相手を拒こばめない。

　同じエルフのティアリーズは当初この当番を全く無視していたものの、最近ではクルト相手に愚ぐ痴ちをこぼしたり仮説や研究の実験を試みたりと、本来とは全然違ちがう形で活用し始めた。

　それから一番このシステムにノリノリな食オ人ー鬼ガのゼナは、とにかく隙すきあらばスキンシップを図はかってくる。それが性的なものか単にじゃれているだけか判断が難しくて、簡単に拒きよ絶ぜつ出来ないのが悩なやみどころだ。

　そして今日の当番は、三人の花はな嫁よめ候補の中で一番クルトが緊きん張ちようする相手──ぶっちゃけ、どう対応すればいいのか全然分からない相手だった。

「──クルト様、本日は香こう魅み茶ちやを淹いれましたわ。どうぞお召めし上あがり下さいませ」

「う、うん。ありがとう、いただきます……」

　自分でもこれはどうなんだって言いたくなるギクシャクっぷりで差し出された茶ちや碗わんを受け取ると、クルトは橙だいだい色いろをした謎なぞのお茶に恐おそる恐おそる口を付ける。

　馴な染じみのない匂においが鼻び腔こうを刺し激げきしたけど、味はそこまで意外性に富んでいなかった。やや渋しぶいものの、口当たりは柔やわらかくて飲みやすい。もう一口飲んでみると、ほんのりと甘あまさも感じられた。

「香こう魅み茶ちやには疲ひ労ろう回復と安あん眠みんを促うながす効能がありますの。就しゆう寝しんの少し前に飲むと効果が得やすいですわ」

「そ、そうなんだ？　確かに飲むとなんだか落ち着くような……それと、体が温かくなったような……？」

「少しだけ強きよう壮そう作用もあるんですの。クルト様がお望みなら、もっとこう、一口で一晩中元気なままでいられる薬を処方しますわ」

「…………え、遠えん慮りよしておきます」

　にこりと秋の野原に咲さく花のような気品ある涼すずやかな微笑ほほえみだったけど、言っている内容はちょっと怖こわい。それは大だい丈じよう夫ぶな薬なのか、訊ききたくもあり訊きかない方が身の為ためでもある感じがする。

　それでも淹いれてくれたお茶は格別に美お味いしいとまではいかないまでも、飲むと落ち着くので三度口を付け……優やさしく注がれる視線には、過か剰じように反応しないよう気を付ける。

　夜よ這ばい当番なんてものが導入されて、もう四週間は経たつ。六日で一週間、五週間で一ヶ月だから、今週が終われば一月経過する訳だ。

　イツミの当番はこれで五回目で、今までは全て活用されている……の、だけれど。

　ベッドに腰こし掛かけたクルトは茶ちや碗わんに視線を向けながら、こっそりイツミの顔を見る。

　夜を塗ぬりつけたような長い黒くろ髪かみだけでなく、容姿も平へい人じん種しゆ──所謂いわゆる人間の中でも特別なんだと一発で分かる美び貌ぼうだ。純じゆん粋すいな造形美としてはエルフに軍配が上がるだろうけど、エルフにはない滑なめらかな輪りん郭かくとか柔やわらかそうな雰ふん囲い気きとかを加味すると、『妖精の森の宝石エメラルドクイーン』と呼ばれているティアにも負けない魅み力りよくがあると思う。

　着ている服も……今は夜着だけれど、それにしたって白い一枚の薄うすい布から仕立て上げた独特な衣い装しようで、大陸の北東部辺りで昔から伝わっている装しよう束ぞくのはずだ。高く長い険しい山脈の向こう側のことなので詳くわしいことは知らないけれど、だからこそ向こうの物は値ねが張ると聞いたことがある。

　つまりあの薄うすい服も、それどころか小さな髪かみ飾かざりだけでも高級品で、働いていないクルトにはまるで手の出ない代しろ物ものだ。

　それらを完かん璧ぺきに着こなし、持参した平たいクッションの上に足を揃そろえて座すわる彼かの女じよはたおやかな佇たたずまいで──ただこちらを見ているだけ。

　……そう、五回目でもまるで緊きん張ちようが解けない理由が、これだ。毎回お茶を勧すすめてくれるのはいいけど、イツミの方からそれ以上の話はなかなか振ふってこない。なのにすぐに退室せず一時間は居い座すわるのだから、気まずいにも程ほどがある。

　この夜よ這ばい当番で部屋に来る時以外は普ふ通つうに話をしてくれるし、ティアやゼナと会話を……まあ揉もめているっていう方が正しいけど、賑にぎやかにしている時はもっと明るいというか、取っ付きやすい雰ふん囲い気きだ。

　出来ればいつもの感じで接して欲ほしいと思うものの、毎回言い出せずに重苦しい時間を過ごしてきた。

　……というか、そもそもだ。もう一いつ緒しよに暮らしだして二ヶ月近く経たつっていうのに、イツミ＝アカツキという花はな嫁よめ候補のことを全然知らないままな気がする。

　このまま徒いたずらに時間が過ぎるのを待つだけっていうのもキツいし、クルトは意を決して問とい掛かけた。

「あの、イツミさんにちょっと訊ききたいことがあるん──」

「なんですのっ?!　お、お付き合いした殿との方がたはいませんですのよ!?」

　……物もの凄すごく食い気味に、しかも全然訊きこうとしたのとは違ちがう情報が飛んできた。

　これまでの優ゆう雅がに時の流れに身を任せるような穏おだやかな態度はどこに行ったんだと言いたくなるけど、訊きくのも怖こわい気がするので、クルトは若じやつ干かん目を逸そらしつつ、

「や、あの、イツミさんがどこかの皇族だった、っていうのは聞いたけどさ。ここに来るまでは何をしていたのかなー、って……」

「なるほどですの。そういえばまだお話していませんでしたわね」

　納なつ得とくした風に頷うなずくイツミだが、興奮していたのか頰ほおが赤らんだままだ。なのに澄すました顔をするものだから、妙みように色っぽい感じになっている。

　年上の色気……とはちょっと違ちがうのかもだけど、どこか艶なまめかしい。露ろ骨こつなエロさはないのに、一度意識してしまうと薄うすく紅の塗ぬられた唇くちびるとか襟えり元もとから覗のぞく首筋やら鎖さ骨こつやらとか、何もかもが気になる……！

　いつの間にか逸そらしたはずの視線が釘くぎ付づけになっていて、ぽわっとクルトの顔が熱くなってしまう。

「あら……クルト様、香こう魅み茶ちやが効いてきたみたいですわね。血行が良くなってますの。いいことですわ」

　勝手に勘かん違ちがいをしたイツミは、そっと両手を肩かたの位置まで上げて、衣ころもの袖そでを軽く揺ゆらす。

「クルト様のことを情報屋に聞いたのは、『叡えい智ちの森』から馬車で三日程ほどの場所にある町でですの。私はそこで働きながら魔ま法ほうの研究をしておりましたわ」

「あ、働いてたんだ？　イツミさんって箱入りなイメージだったから意外かも」

「私わたくしのことは呼び捨てで構いませんのに……それにクルト様は恐おそらく勘かん違ちがいしていますわ。私わたくしはあくまでも『元』皇族であって、現在はただの一平へい人じん種しゆですの。領地もなければ蓄たくわえもなく、養ってくれる家族も既すでにいないとなれば、働かなくては生きていけませんの」

「……もしかして、割と過か酷こくな状じよう況きようだったの？」

　衣服は綺き麗れいだし態度にも大人の余よ裕ゆうがあるから、そんなことはちっとも考こう慮りよしていなかった。

　しかしイツミは優やさしく微笑ほほえみ、

「生きていくのに必要な術すべは育ててくれた祖母から十分に教わりましたから大だい丈じよう夫ぶですわ。占せん術じゆつ、調合、刻印環キヤストリング作成と特とく殊しゆなスキルもあるので職にも困りませんでしたし。ただ……」

「ただ？」

「……魔ま法ほうの研究にはとてもお金がかかりますの……刻印環キヤストリングを作るのにも、祖国由来の衣服を揃そろえるのにも、かなりの出費で…………働いても働いてもお金が貯たまりませんでしたわ……！」

「…………そ、そうなんだ……」

　悲痛過ぎる訴うつたえに、クルトは同情以外の何も出来ない。だって虚うつろな目で遠くを見ちゃってるし。

「ふ、ふふ……寝ねる暇ひまも惜おしんで大量の注文をこなし、それで得た大金がほんの小さな錬れん金きん素材に消え、新種の魔ま法ほう薬の調合や刻印環キヤストリングの開発に失敗したら数日間は食事にも困り…………ふふふ……」

「………………」

　なんかもう励はげましの言葉さえ掛かけられないくらいのハードモードだった。気付いたら多額の借金を背負わされて人生の選せん択たく肢しがほぼなくなっていたクルトにも匹ひつ敵てきするくらいに。

「い、イツミさんならもっと楽な道も歩めそうなものなのに……」

「それは皇族の血を引く者の義務……いえ、それよりも尊敬する祖母と同じ夢を見てしまったからですわね。おかげで殿との方がたに告白されても横道に逸それる暇ひまはないと袖そでにしていたら、この歳としまでお付き合いしたことないなんて悲ひ惨さんな状じよう況きように…………こ、これでクルト様が子作り出来るようになるまで何年もかかってしまえば、私わたくしは貞てい操そうを守ったままお婆ばあさんに……?!」

　誇ほこらしげな表情を見せたかと思ったのも束つかの間ま、イツミはみるみるうちに顔を青ざめさせる。想像力が豊かなのはいいけど思おもい込こみが激しすぎだ。

　この手のタイプの人は知り合いにいなかったので、どう対処すればいいのかクルトは迷ってしまう。苦く悶もんさせている原因の一部がこっちにあるから、軽はずみな発言は自分の首を絞しめかねないし。励はげまして『じゃあ今すぐ子作りして欲ほしいですの！』とか言われても無理すぎる。

　かといってぼんやり眺ながめているのも気が引けて、じゃあ何が正解なんだろうかと懸けん命めいに頭を働かせ……

「……やはり手て遅おくれにならない内に、この身を持ってクルト様を大人に導かなければですわ…………清い体のまま老いてしまう前に……！」

　ぼやぼやしている間に、何やら決意を固めた目をしてしまっていた。

　これは良くない展開な気がしてクルトは思わず身を硬かたくする。全力拒きよ否ひで管理人兼けん護衛役のレインを呼ぶことも頭の片かた隅すみに置いて、いつでも逃にげられるようにと僅わずかに腰こしを浮うかせ、

「さあ、クルト様！　もう遠えん慮りよは要いりませんわ、猛たける欲望を本能のままにぶつけてしまって下さいませ！」

「…………えっ？　あの、僕ぼくがするの……？」

　てっきり襲おそわれると思っていたクルトは意表を突つかれた形になる。確かに普ふ通つうなら男が襲おそう側なのかもだけど、状じよう況きようとしては反対だ。

　それにイツミは誘ゆう惑わくしてくる訳でもなく、そっとベッドの端はしに足を揃そろえて座すわり、やや身を強こわばらせるだけだった。

「勿もち論ろんですの。本来ならば皇族に伝わる正式な初夜の作法は、まず寝ね床どこの上で視線を合わせず向かい合うところから始まるのですわ。そして互たがいに顔を伏ふせたまま殿との方がたから女性の手を取り、次に無言で視線を絡からみ合わせ、そこで一度退席し数週間に渡わたり何度か文ふみを交かわして、盛り上げた後の逢おう瀬せで契ちぎる……まだまだ作法はありますけれど、もうそんなことやっていられませんの！　全部省略して襲おそって頂きますわ！」

「そんな色々とやらせるつもりだったんだ……や、でも、僕ぼくにその気はないってちゃんと伝えたよね？」

「ええ、分かっていますわ。クルト様の貞てい操そう観念は良く理解していますの」

　そんなことを言いながら、何な故ぜかイツミは目を閉じて、自信満々な微笑ほほえみを浮うかべる。

「ですがそれはあくまでも理想、建前の話ですの。現実に魅み力りよく溢あふれる女性を前にしては、どうしようもなく若い疼うずきを我が慢まんすることになりますわ。しかもこの私わたくしを好きにしていいという状じよう況きようで、されどここまで手を出そうとしなかった理性……それこそ私わたくしの夫に相応ふさわしい忍にん耐たい力と言えますの……！」

　……何だかよく分からないところで高評価を貰もらっていた。

　というか、完全に誤解なのに、ここまで事実みたいに言われてしまうと訂てい正せいするのも憚はばかられてしまう。だってこれ、指し摘てきしたら赤っ恥ぱじどころじゃないだろうし。

　もやもやを抱かかえて黙だまるクルトに対し、イツミは誇ほこらしげな表情で胸むな元もとに手を当てて、

「この期ごに及およんで手順がどうだの段取りがどうだの言いませんわ。多少の異質な性せい癖へきも妻の責務として受け入れる覚かく悟ごは出来ましたから、どうぞ存分に襲おそいかかって来て下さいませ……！」

「……いや、あの…………そんなこと言われても……」

「それともやはり年上のお姉さんが手解てほどきする方がお好みですの？　魅み力りよく的過ぎるのも罪深いですわね……」

　遠い目をして薄うすく微笑ほほえむイツミに、クルトはかける言葉が見つからない。自意識過か剰じようとイラッとくるのが正しい反応なのかもだけど、なんかもう色々通とおり越こして憐あわれみすら湧わいてきた。

　確かにイツミは美人で、座すわる佇たたずまいやちょっとした仕草にも気品があるから、普ふ通つうに見ればこの態度も全然有りだ……けど、前提条件の部分で履はき違ちがえちゃっているので、むしろ独り舞ぶ台たいで壮そう絶ぜつにやらかしてしまった感すらある。

　上う手まく傷付けずにこの間ま違ちがいを伝えるにはどうすればいいのか、クルトはまごまごしながらしばし考え、

「……や、ほら、なんというか……僕ぼくってまだ、男としての機能がないから。そういうのもなかなかピンとこなくって……」

　未成熟な部分をアピールすることで惚とぼける方針でいった。これならイツミのプライド的にもセーフだろう。

　いつでもどうぞと言わんばかりに目を閉じていたイツミは、クルトの言葉に「まあ」と小さく呟つぶやいて黒い瞳ひとみを開き、

「そうでしたの……私わたくしとしたことが、少し先走ってしまいましたわね…………いえ、少しどころか、これは……」

「や、うん、仕方ないよ！　種族が違ちがうし、中でもエルフの男は情報も少ないし！」

　恥ち辱じよくと自己嫌けん悪おの底なし沼ぬまに足を踏ふみ入いれる前にクルトは慌あわててフォローを入れる。どうしてこんな必死にならなきゃいけないのかと泣きたくもなるけど、ここで動かないと凄すさまじく面めん倒どう臭くさいことになるはずだ。

　なのでちらりとこちらを見るイツミに、全力の作り笑いで応じる。

「……そう思われます？　本当に？」

「勿もち論ろんだよ！　いくらイツミさんが博識でも限度はあるし、男女の違ちがいも大きいしね！　それにほら、長ちよう寿じゆのせいかエルフはあまり積極性がないから、恋れん愛あいでも奥おく手てだって長老様が言ってたし……！」

「なるほど、賢けん者じやと名高いエルフの長老様が仰おつしやるのであれば間ま違ちがいありませんわね……だからこそこのような実験を試みている、という一面もあるのでしょうし」

　男としての本能を搔かき立たてると成長が早まる──つまりぶっちゃけると『エロい気持ちにさせるとそれだけ早く生えてくる』という仮説を提唱したのは他ならぬティアで、長老もそれに賛同している。

　だからクルトはこの同居生活をしなくてはならなくなった訳だが……たぶん誰だれよりも結果を急いでいるイツミは、納なつ得とくの様子だったが困り顔になってしまった。

「しかしそうなると困ってしまいますわ……さり気なく殿との方がたを導く手管は教育と情報で学びましたけれど、露ろ骨こつな誘ゆう惑わくは貞てい淑しゆくを良しとしていた国を祖にする女としてみればふしだらとなってしまいますし……」

「や、そんなに無理してやるようなことじゃないよ？　というか、僕ぼくとしては変に頑がん張ばってくれない方が有あり難がたいかなー、って……」

「いいえ、そんな訳にはいきませんわっ。私わたくしの悲願の為ため、そして栄はえある初めての相手に選んで頂く為ためにも、積極的にクルト様の心と体を虜とりこにしなくては……！」

　ぐっといくつも指輪を塡はめた手を握にぎり込こんで、気合いの表情を見せるイツミ。

　フォローの結果、落おち込こんだりカッとなって暴れたりはしないでくれたけど、変にやる気にさせてしまった。こんなはずじゃなかったとクルトは後こう悔かいするものの、もう遅おそい。

　唯ゆい一いつの救いは積極的になったとしてもイツミから大だい胆たんに迫せまってくることはなさそうだと──

「……そうですわ！　あれがありましたの！」

「ええぇ……何か思いついちゃったの……？」

　あっさりと予測が外れてしまい、クルトは露ろ骨こつに落らく胆たんする。

　けれどそんなこちらの様子を気にすることなく、イツミは控ひかえめな笑えみをたおやかに浮うかべ、

「ふしだらではない素す晴ばらしいスキンシップがありますの。これには私わたくし、少しばかり自信がありますわ」

「……あんまりエッチなのじゃないなら、僕ぼくとしても反対はしないけど……それってどういうやつなの？」

「少しお待ち下さいませ。必要な道具があるので取ってきますの。すぐに！」

　気合い入りまくりでそう言うと、イツミは慌あわただしく立ち上がり部屋から出て行った。明らかに興奮を抑おさえきれない感じだったのに、殆ほとんど物音を立てず所作の乱れもなかったのがなんか無む駄だに凄すごい。

　取り残されたクルトだったが、呆ぼう然ぜんとするのも束つかの間ま、すぐにイツミは戻もどって来た。

　その手には何やら細長い小さな棒のようなものが握にぎられていて、顔には薄うすらと喜色が浮うかんでいる。

「お待たせしましたわ、クルト様。これが私わたくしの秘密兵器ですの！」

「それって……耳みみ搔かき、だよね？」

「あら、ご存じですの？　平へい人じん種しゆの間では一いつ般ぱん的な物ですけれど……ああ、そういえばクルト様のお父様は平へい人じん種しゆでしたわね」

「うん、住んでいた町も平へい人じん種しゆの人が多かったし。僕ぼくは殆ほとんど使わなかったけど、両親は結構使ってたよ」

　良く見てみると木ではなく竹で出来ているみたいで、スプーンのように丸まった先せん端たんもどことなく上品な感じだ。

　そんな物を手に持って戻もどって来たということは……つまり、イツミがこれからしようとしているのは、

「さあ、クルト様。私わたくしが手ずから耳掃そう除じをして差し上げますわ！　どうぞこちらで横になって欲ほしいですの」

　そう言うとイツミはベッドの枕まくら元もと辺りに正座した。そして空いている手でポンポンと太ふと腿ももを叩たたく。
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　あれが意味することはつまり、

「え、そこに頭を載のせるの!?　わざわざそんなことしなくても、枕まくらに頭を載のっければ出来るんじゃ……」

「それでは耳の中が見え難にくいですし、正式な作法とは違ちがいますの。する側は正座で相手を迎むかえ、される側は身も心も委ねるというのがこの体勢に現れているんですのよ」

「……まあ確かに、耳の中に異物を入れられるんだから相手を信用していないと無理なことだけど…………やっぱり……」

「何の問題もありませんの。世の夫ふう婦ふ、母子の殆ほとんどはこの体勢で行うと習いましたわ」

「そう言われると、確かにうちの両親もそんな感じでやってたけど……でもさ……」

　あの座すわり位置から察するに、こちらはベッドに寝ねろ、ということなんだろう。夜に二人きり、しかもベッドの上で密着というのは……過か剰じような性的行こう為いとはいえないものの、やっぱり抵てい抗こうがある。

　ぶっちゃけて言うと……物もの凄すごく恥はずかしい。よくよく思い出してみると、母親にだってして貰もらったのは学校に入る前くらいの小さい頃ころだけだし。

　相手が落ち着いた優やさしい雰ふん囲い気きでありつつ異国風の気品も備えたイツミだからこそ、緊きん張ちようもするし恥はずかしさも倍増してしまう。

　これが手を繫つなぐとか肩かたを寄せるとかならまだしも、相手の太ふと腿ももの上に頭をやるだなんて普ふ通つうあり得ない接せつ触しよくだ。服越ごしとはいえ薄うすい夜着一枚しか隔へだてていないから、そんなのもう殆ほとんどないのと一いつ緒しよだし。

　あくまでもイツミは親交を深める一いつ環かんとしてやるつもりみたいだけど……分化して男としての意識や欲求が少しずつ出て来たクルトとしては、これはちょっとキツい。

　一番の障害はやっぱり恥はずかしさで、母親にだってそんなにして貰もらったことのない行こう為いを、妙みよう齢れいの美人さんにされるっていうのは、やっぱり──

「……あの、クルト様。何かご不満か、私わたくしに至らぬところでも……？」

「へっ?!　あ、や、そういうんじゃなくて……」

　なかなか動こうとしないこちらにしびれを切らした……というよりは、不安に背中を押おされたように晴れない顔をしたイツミに、クルトはどう答えればいいのか返事に窮きゆうしてしまう。

　その反応に、益ます々ます彼かの女じよの表情は陰かげり、

「……やっぱり、あれですの？　私わたくしのような年増ではなくて、ティアリーズさんやゼナさんのような若い子の方が……」

「ふぁっ?!　いやっ、そういうんじゃなくて！　全然そんな風に思ってないよ!?」

「本当ですの？　自分ではギリギリ色っぽいお姉さん枠わくに収まると思っていましたけれど、まだ十六歳さいのクルト様から見れば、二十八歳さいの私わたくしはどちらかというとお母さん枠わくに近いのではないのかと……」

「そんなことないって！　僕ぼくの母親に比べたらイツミさんずっと若いし！」

「とは仰おつしやいますけれど、エルフならば外見は若いのでは？　……ちなみに、クルト様のお母様はおいくつですの？」

「えっと……まだ七十歳さいくらいだったと思うけど」

「そこに比べれば当然若いですわよっ！　というか対象がおかしいですわ!?　平へい人じん種しゆならお婆ばあさんの年ねん齢れいですもの！」

　確かに、そう言われてしまうと間ま違ちがえた感がある。外見年ねん齢れいも、人によってはイツミより下に見えるかもだし。

　まあそこは種族の差があるんだから仕方ないことだけど。エルフやドワーフは精せい霊れい種族なんて言われるように、長ちよう寿じゆで外見年ねん齢れいは変わりにくいし、精神的な成長も成人以降はそこまでしないって話だ。

　むしろ日々の変化の多い平へい人じん種しゆの方が楽しそうだなー、とクルトなんかは思ってしまうけれど、憤ふん慨がい気味に熱くなったところからの絶望感漂ただよう陰いん鬱うつな面おも持もちになってしまったイツミにそれを告げることは出来ない。

「なるほどですの……歳としは取っても若々しく美人な母親に比べれば、私わたくしなんてただ無む駄だに歳としを重ねただけの女ですものね……」

「へっ?!　いや全然そんなこと思ってないですけど!?」

「いいんですの……まだまだこれからと自分に言い聞かせる痛々しい三み十そ路じカウントダウン女の膝ひざ枕まくらなんて嫌いやですわよね。お金を払はらってでもして貰もらいたい殿との方がたはたくさんいると私わたくしは思っていましたけれど、婚こん期きに焦あせる若さの喪うしなわれた女になんかむしろお金を貰もらってでも嫌いやだなんて知りもせず──」

「やります！　あー、なんだか僕ぼく、すっごく耳掃そう除じして貰もらいたくなってきたなー！」

　なんかもう居たたまれない空気に負けて、クルトは無理矢理にテンションを上げて過か剰じようアピールする。こんなキャラじゃないけど、そんなこと言っていられない。

　でも唐とう突とつすぎだし逆に気を使わせちゃうかもと一いち抹まつの不安を覚えて、笑えみを張り付けたままイツミの様子を窺うかがってみると、

「……そ、そうなんですのっ？　もう、クルト様ったら女心を弄もてあそびますわね」

　キョトンとしていたのは数秒だけで、すぐに満面の笑えみで照れ照れと浮うかれまくりになっていた。

　予想以上の効果に胸を撫なで下おろす……ものの、こんな単純で本当にこの人は大だい丈じよう夫ぶなんだろーかと心配にもなる。クルトより十年は長く生きているっていうのに、しかも一見すると思し慮りよ深ぶかそうなのに。

「それではクルト様、改めてどうぞこちらに。この私わたくしが技術と真心の極地を披ひ露ろうしてご覧みせますわ！」

「……う、うん。それじゃ、失礼します……」

　こうなったらもう後には引けないと観念し、クルトはのそのそとベッドの上へ移動する。

　途と端たんに消えかけていた緊きん張ちよう感が戻もどってくるけど、さっきまでに比べればかなり薄うすめだ。リラックス出来たのは個人的には良かったものの、果たして総合的に見て良かったのか悪かったのか。特に魅み力りよく面の意味で。

　それでもやっぱりどこか落ち着かない気分になり、クルトは慎しん重ちようにベッドの上を膝ひざ立だちで歩き、自身の位置を微び調整してイツミの膝ひざとの距きよ離りを測る。

　この辺かな、と出来るだけゆっくり横になってみると、上う手まい具合にイツミの太ふと腿ももの上に後頭部が載のり、初めての角度から彼かの女じよの顔を見上げる形になった。

「えっと、どっちを向けば良いの？」

「どちらからでも大だい丈じよう夫ぶですわ。どうぞクルト様のお好きに」

　そんなことを言われても、好きな方の耳とかある訳が無い。

　なのでクルトは少し考えて、

「じゃあ、右の耳からでお願いするね」

「はい。それでは顔をあちらに傾かたむけて……そう、その辺りでよろしいですわ」

　イツミの指示に従いつつクルトは体ごと顔を横に向けた。後頭部をイツミのお腹側に向けた形で……つまり、恥はずかしいからとりあえず後ろを向いた、と。

　ただしこれでホッと安心出来るかと言えば、それは全然違ちがう。

　顔の左側ほぼ全体で感じているイツミの太ふと腿ももの柔やわらかさが、なんというかもう尋じん常じようじゃない。ただふよっと柔やわらかいんじゃなくて、優やさしい温ぬくもりと包つつみ込こむような程ほど良よい弾だん力りよくを伴ともなっていて……一言で言うと、滅め茶ちや苦く茶ちや気持ち良い。

　薄うすい夜着の感かん触しよくも凄すごくいいし、このまま眠ねむってしまいたくなる。女性の体に触ふれているドキドキ感よりも、不思議なくらいの安心感で満たされていく。

　母親にして貰もらった時はこんな風にならなかった気がするけど、よくよく考えてみたら十年は前のことなので記き憶おくにないだけかもだ。それにエルフは肉付きが薄うすいから、感かん触しよくの面ではどうしたってクッション性に劣おとるだろうし。

　ともあれ、予想外に極ごく上じようの膝ひざ枕まくらでとろんと夢ゆめ見み心ごこ地ちになっているクルトの耳に、嬉うれしそうなイツミの声が聞こえてくる。

「それでは、始めさせて頂きますの。もし痛みを感じたりくしゃみをしたくなったりした場合は仰おつしやって下さいな」

「……うん。よろしくお願いします……」

　半ば意識を持っていかれたまま返事をすると、こめかみ辺りから優やさしく撫なでるようにして髪かみを梳すかれる。

　これだけでもう気持ち良い。人に髪かみを触ふれられる機会なんてそうそうないけど、指先が肌はだを掠かすめながらふわりと髪かみが整えられる感かん触しよくに、思わず吐と息いきが漏もれそうになる。

　まだ本番は始まってもいないのに、この調子でいくと耳掃そう除じが終わる頃ころには何も考えられない状態になってるんじゃないかと不安すら覚えるくらいだ。

　意識を強く持たないと、と気を引ひき締しめようとするものの、それより早く耳にイツミの手が添そえられた。

「では、ご奉ほう仕しさせて頂きますわ。何か有りましたらご遠えん慮りよなく」

　気き遣づかいの心に満ちた言葉と共に、クルトの右耳に細い棒状の物が入ってきて──

「…………っ……!?」

「あら、やっぱりエルフは耳が尖とがっているだけでなく耳じ介かいの構造も平へい人じん種しゆとは少し違ちがいますのね。興味深いですわ」

「………………ぁ…………ぅ……」

「あまり汚よごれてはいませんけれど、少し奥おくに垢あかがありますわね……クルト様、痛みを感じたら私わたくしの足を叩たたいて知らせて欲ほしいですの」

「わ、分かっ…………ふぁっ……!?」

「んっ、身み動じろぎされると危ないですわ。大人しくなさって。すぐに取ってみせますの」

「…………………………ふ、ぁ、ぁ、ぁ、ぁ…………」

　軽く耳を引っ張っていた手が優やさしく顔の動きを抑おさえ込こんでくる。けど、今のクルトにはもうそんなことどうだっていい。耳みみ搔かき棒が微かすかに動かされる度たびに、くすぐったさを伴ともなった快感が脳のう髄ずいを痺しびれさせる。

　……例えば、疲つかれた体で適温の温泉に身を委ねた時とか。とても空腹な時に食べる最初の一口とか。

　ああいう時に染しみ入いるようにくる安あん堵どと幸福感の伴ともなった快感とは全く別の、ダイレクトに敏びん感かんな部分を襲おそう刺し激げき的な快感だ。それでいてあくまでも優やさしく、暴力的じゃないギリギリのラインを攻せめて来る。

　思わず口から声が漏もれてしまうけど、こんなの抑おさえられない。意識が半分くらい散歩に行っちゃってるみたいな感覚で、クルトの意思でどうこう出来るレベルじゃない。

　あの細い棒が耳の内側を優やさしく擦こする度たびに、ビクビクッと体が跳はねそうになり、吐と息いきと声が漏もれる。

「あっ、ぁ…………ぅ……あー…………、……っ……!?」

「ほら、もう少しですから動かないで欲ほしいですの。最後にここだけ……」

「ひ、ぁっ…………!?……ふ、あ、ぁ…………ぁ……」

「──はい、終わりですの。あまり汚よごれていないのですぐでしたわね」

　耳から棒が抜ぬかれる感かん触しよくがあって、それから再び耳の周りの髪かみを軽く梳すかれる。

　確かに時間としては短かっただろうけど、クルトからすれば衝しよう撃げきの一時だった。頭の中が真っ白になって、何か奥おく底そこから込こみ上あげてきたものが噴ふき出だしてしまうような感覚に襲おそわれて……あんなの、今まで経験したことがない。

　一度体を起こそうと思ったものの、頭と体が上う手まく繫つながっていないみたいに力が入らない。ちょっと頭をずらしてイツミの顔を見上げるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　優やさしく微笑ほほえむイツミはどことなく満足げな表情で、

「初めてなので簡単に済ませてみましたわ。エルフの……クルト様の耳の構造に慣れれば、もっと上う手まくやれるはずですけれど」

「……い、今のよりも……？」

　それはどれだけの刺し激げきと快感の激流に吞のまれることになるのか、ちょっと想像が出来ない。しかも怖こわく思いつつ、どこか望んでしまっている自分がいるのを誤ご魔ま化かしきれなかった。

　不安と期待に何やら胸がドキドキしているクルトに、イツミは母性溢あふれる眼まな差ざしで、

「さあ、次は反対の耳ですわ。クルト様、逆を向いて下さいな」

「う、うん…………っ?!」

　言われるがままにのろのろと寝ね返がえりを打って反対側を向いたクルトは、そこでハッとなって硬こう直ちよくしてしまう。

　すぐ目の前に、イツミのお腹なかがある。息が届く距きよ離りの近さで、しかも視線をずらそうにも近すぎて無理だし、やや前まえ屈かがみになったイツミの胸が当たりそうにもなっていた。

　それに、自分の顔を見られてしまうのも恥はずかしい。あんなに気持ち良いことをされている時にどんなだらしない顔をしているのか、想像するとちょっと引いてしまう……！

　こうなると一度は気にならなくなった太ふと腿ももの感かん触しよくや布越ごしに伝わってくる体温もまた意識してしまって……というか、変に刺し激げきを受けた後だからか、さっきよりもドキドキする。

　やっぱりクールダウンの為ために一いつ旦たん休きゆう憩けいを挟はさんで貰もらおうと、クルトはイツミに話はなし掛かけ、

「それでは続きを」

「ふぁっ…………ぅ、あ、ぁ……!?」

　制止する前に耳に侵しん入にゆうしてきた異物によって、あっさりと理性は溶とかされてしまい──

「…………ト様？　あの、クルト様？」

「……………………えっ……？」

「終わりましたわ、クルト様。堪たん能のうして下さったみたいで、何よりですわ」

「え、あれ……？　いつの間に……？」

　肩かたを揺ゆすられながら声を掛かけられて、クルトはまだ半ば夢の中にいるような感じのままで返事をする。

　耳みみ搔かきが再開されたところからの記き憶おくがあやふやだ。ほんの一いつ瞬しゆんで終わったような気がするけど、何な故ぜか息が上がりかけている。頭もぼんやりしているし、体もぐったりきていて、明らかな疲ひ労ろう状態だ。

　どうして耳みみ搔かきをして貰もらってこんなことになったのか自分でも分からないものの、数秒だけでこうはならないだろう。

　恐おそるべきは耳みみ搔かきのパワーだ。もうこれ魔ま法ほうなんじゃないかなってレベルで凄すごかった。覚えて無いけど、凄すごいことされたっていうのは体が理解している。

　……と、そこで。

　さっきから何やら手に柔やわらかな感かん触しよくがあるというか、両りよう腕うでで何かを抱かかえていることにクルトは気付き──

　いつの間にか自分がイツミに抱だきついていることを、やっとで理解した。

　しかも手の位置は、恐おそらくではあるけれど、イツミのお尻しりの辺りにあるような──

「あん……クルト様、少しくすぐったいですわ」

「え、あ、ぅわああぁっ!?　ご、ごめっ、すみませんでしたぁ！　これは違ちがくて、悪気もそんなつもりも全然なくてっ……！」

　自分がとんでもない行こう為いに及およんでいると気付いて慌あわてて飛とび退のこうとする……けど、まだ体は殆ほとんど動かず、手を離はなして頭の位置をずらすのがやっとだ。

　その拍ひよう子しに仰あお向むけになったクルトの視界に飛とび込こんできたのは、やや頰ほおを赤らめて微笑ほほえむイツミの姿で、

「あら、私わたくしは別に構いませんでしたのに。むしろ嬉うれしくすらありましたわ」

「いや、でも、だって……ああいうのはやらないって決めてて……」

「好ましく思っている殿との方がたに積極的に求められて悪い気になる女はいませんわ。それにあれはどちらかというと、親しみを感じられる行こう為いでしたもの」

　小さく首を振ふって受け入れてくれるイツミの様は、大人の女性らしさに溢あふれていた。

　不思議とさっきまでより色っぽく見えて、クルトはドキドキしたまま目が離はなせなくなる。

　──と、その時。

　コンコン、とドアがノックされる音が聞こえてきて、

「夜分に失礼するわ。注意と文句を言いにきたの」

「えっ……あ、れ、ティア？」

　返事をする間もなくドアを開けて現れたのは、クルトと同じエルフのティアリーズだった。

　まだ動きが不自由なクルトは膝ひざ枕まくらのままそちらへと顔を向けることしか出来なくて、急な来訪者相手に恥はずかしい姿を晒さらしてしまう。

　にしても、彼かの女じよが来るなんて意外過ぎる。それにツンと澄すました表情が基本のティアだけど、やや眉み間けんに皺しわを寄せて不ふ機き嫌げんそうだ。

　ただ、機き嫌げんを損そこねてしまったのはもう一人いる。

「……ティアリーズさん？　今こ宵よいは私わたくしの夜よ這ばい当番の日ですわよ？　なのに訪ねて来るだなんて無作法な……しかも勝手に入ってくるとは、どのような了りよう見けんですの？」

「失礼するわ、と言ったはずよ。それに、文句を言いたいのはこちらの方」

「あ、あら？　それはどういう意味ですの……？」

　年上の威い厳げんで接しようとしたところをクールに返されて、イツミはややたじろいだ様子で聞き返す。

　もしかしたらイツミは注意されたティアが平ひら謝あやまりする予測を立てていたのかもだけど、そんなの甘あま過ぎる見通しだ。百年に一人の才女と名高いティアはいつだって数手先を読んで理論武装で備えている。

「部屋のドア、少しだけど開いたままよ。おかげでクルトの変な声がわたしの部屋にまで聞こえてきていたわ」

「ふぁいっ?!　ほ、本当に!?」

「そうでなければわざわざ来ないわ。ここで生活している理由が理由だからあまりうるさいことを言うつもりはないのだけれど、それでも第三者への気き遣づかいはして貰もらいたいものね」

「………………うあぁ……」

　クルトは意識が朦もう朧ろうとしていたので分からないが、隣となりの部屋にいるティアに聞こえていたのなら、それなりに大きな声だったのだろう。

　……普ふ通つうの会話なら別にいいけど、変な声を出していたのを聞かれてしまったのは猛もう烈れつに恥はずかしい。

　顔を真っ赤にするクルトに対し、冷ややかな視線を送ってくるティアは蔑さげすむ半歩手前みたいな表情で、

「いいのよ、別に。本来の目的に合がつ致ちしているもの、淫みだらな行こう為いに耽ふけっても咎とがめるような真ま似ねはしないわ。それに付き合わされるのは勘かん弁べんして貰もらいたいけれど」

「やっ、違ちがうよ!?　いやらしいことはしてないからねっ?!」

「……へぇ、そうなの？　あんな声を出しておいて？」

　視線の温度が更さらに下がる辺り、ちっとも信用されていない。日々健全に過ごしてきたのに、どういうことなのか。

　事実として疚やましいことはしていないのに、気き恥はずかしさと威い圧あつ効果で萎い縮しゆくしてしまい上う手まく弁解の言葉が浮うかんでこない。

　だが、そんなクルトの代わりに話してくれる人がいた。

「何やらティアリーズさんは誤解なさっているみたいですわね。私わたくし達たちはただ親しん睦ぼくを深めていただけですわ」

「あら、そうなの？」

「ええ、何でしたら練習の意味も込こめてティアリーズさんにもやって差し上げますわ。形の上では恋こい敵がたきですけれど、棲すみ分わけが出来ているのなら競きそいはしても争う意味はありませんし」

　失いかけた年長者の余よ裕ゆうを前面に出すイツミだが、ティアは訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめ、

「内容に依よるわね。一体、何をしていたというの？」

「見て分かりませんの？　耳掃そう除じですわ、耳掃そう除じ。もしかして『叡えい智ちの森』で暮らす森エルフにはない習慣ですの？」

　意外そうに返すイツミだが、クルトも同じく意外だ。エルフである自分の母はやっていたのだから、普ふ通つうに知られている行こう為いだと思ったのに。

　知識豊富なエルフの中でも特に優ゆう秀しゆうと評判のティアでも知らないのかな、と不思議に感じ……ていた、が。

「なっ…………み、耳掃そう除じ、ですって……!?」

　どういうわけか目を見開いて狼ろう狽ばいするティアの姿という、とても珍めずらしい光景に。

　しかもみるみるうちに顔が真っ赤になって、握にぎり拳こぶしをぷるぷる震ふるわせている。

「え、えっ？　ティア、どうしたの？」

「…………クルト、あなた知らないの？　いいえ、その反応は知らないってことで確定ね」

「え、と…………何を？」

「要領を得ませんわ、ティアリーズさん。何を仰おつしやりたいんですの？」

　イツミと二人で顔に疑ぎ問もん符ふを浮うかべていると、ティアは一度大きく深呼吸をしてから、

「……エルフにとって耳は外見的な象しよう徴ちようよ。そして種族外にはあまり知られていないけれど、とても敏びん感かんな部位なの。特に内部はね」

「それは……身を以もつて理解したけど……？」

　だからといってそこまでの反応をすることなのかと疑問を深めるクルトに、ティアは羞しゆう恥ち心しんに染まった目を向け、

「そんな耳を差し出して掃そう除じして貰もらうというのは、エルフにしてみれば裸はだかを見せる以上に恥はずかしいことなのっ。もっと言ってしまえば、男女の営みに類する行こう為いなのよ……！」

「ふぁっ?!　あの、えっ、本当に？　でも、うちだと母さんはリビングで普ふ通つうに父さんにして貰もらってたよ!?」

「……なんてこと…………性に開放的な家庭にしても程ほどがあるわ……！」

「そんな評価になるのっ!?　で、でもほらっ、外の町では普ふ通つうのことだったし！　それに夫ふう婦ふでやってたんだから、そんな乱れてるって訳でもない、みたいな……？」

「……平へい人じん種しゆのお父様はともかく、お母様は元々森で暮らしていたエルフでしょう。知らないはずがないわ」

「………………」

　衝しよう撃げきの事実を知らされ、クルトは何も言えずに口をパクパクさせるしかない。

　どうしたことだろう、ずっと仲なか睦むつまじいコミュニケーションだと思っていた行こう為いが、違ちがう角度から見たら子供の前で特とく殊しゆなプレイをしていたことになるだなんて。しかもあの母が、変わり者だけど美人で毅き然ぜんとしていた母が、そんな異次元方面に突つき抜ぬけた人だったとか。

　次に会った時にどんな顔をすればいいのかもう全然分からない。

「………………うう…………知り合いが誰だれもいない国に逃にげたい……」

「現実逃とう避ひはここで済ませなさい。何も知らなかった頃ころには、もう戻もどれないのよ」

「教えたのはティアじゃないかっ!?　責任取れとまでは言わないけど、慰なぐさめるくらいしてくれたって……！」

「っ、わたしを巻まき込こむつもり!?　その棒で中から搔かき回まわしてあられもない姿を晒さらさせようというのね……しかも三人でだなんて……！」

「言ってない、全然そんなこと言ってないよ?!」

　あらぬ疑ぎ惑わくを掛かけられてクルトは全力で否定する。けど、ギュッと自分の体を抱だき締しめたティアは、どう見ても聞く耳を持ってくれておらず、

「淫みだらな乱交沙ざ汰たに付き合ってなんていられないわっ。クルトがするのは勝手だけれど、ドアはちゃんと閉めておきなさい！」

「ちょっ、だから違ちがうって!?　ティア、誤解──」

　必死に弁解しようとするも虚むなしく、ティアはドアを勢い良く閉めて去っていった。

　止めようにもクルトの体はまだ脱だつ力りよくしたままで、起きようとしてもごろんと膝ひざの上から転げ落ちただけだ。おまけに、追えたところで説得出来る自信がまるでない。

「…………違ちがうのに……僕ぼくはそんな、変態とかじゃ……」

「……予想外の事態になりましたわね……」

　思わぬ烙らく印いんを押おされて項うな垂だれるクルトに、イツミは憐あわれみたっぷりの視線だけでなく、頭を下げてくれた。

「これは私わたくしのせいですわ。ティアリーズさんには明日にでも話をしてみますの」

「……それは嬉うれしいけど、イツミさんのせいじゃないよ。どちらかといえばエルフの僕ぼくが知らなかった方が問題なんだし……」

　更さらに言えば母親が原因だけど、今はそのことを掘ほり下さげたくない。出来れば墓はか穴あなにぶん投げてしまいたい案件だ。

　クルトとしては当然の対応だが、何な故ぜかイツミは感激したように瞳ひとみを潤うるませて胸の前で両手を組み、

「素す晴ばらしい心持ちですわ……！　夫となる方がこのように高潔な精神の持ち主で、私わたくしも鼻が高いですの！」

「や、あの……イツミさんはあくまでも花はな嫁よめ候補で、まだ決まった訳じゃ……」

「ええ、勿もち論ろんですわ。ですがたった一人を選ばなくてはならないのではなく、何人でも選んでいい状じよう況きようでこの私わたくしが選ばれない理由がありませんもの。決まったも同然ですわ！」

　物もの凄すごく自信満々に、よくよく考えてみると微び妙みように不安を感じさせる発言がきた。堂々としてはいるけど、根底に何か乗り切れない部分が垣かい間ま見みえてしまっている。

「そう、私わたくしは花はな嫁よめ候補……許嫁いいなずけとも言えますわ。そのような関係であれば、本来は夫ふう婦ふの睦むつみ合あいの延長にある行こう為いをしたとしても、大した問題はありませんの」

「……ええぇ？　それはちょっと違ちがうような……第一、僕ぼくはその手の行こう為いをしたくないって拒きよ否ひを──」

「ですがクルト様、私わたくしのような平へい人じん種しゆからすればコミュニケーションの一つであり、体のメンテナンスの一種ですわ。性的でも何でもありませんの。事実、大国の繁はん華か街がいには婦女が殿との方がたの耳掃そう除じをするお仕事もあると聞いておりますわ」

「そ、そんなのあるの？　都会って進んでいるのか蛇だ行こうしているのか、よく分からないところなんだね……」

「私わたくしも完全には理解出来ませんけれど、マッサージの一種として受け入れられているらしいですわ。ともあれ、耳掃そう除じは『叡えい智ちの森』では秘め事のように捉とらえられていても、外では普ふ通つうの、健全な行こう為いですの。平へい人じん種しゆの私わたくしが町育ちのクルト様にしてあげたところで、何の問題もありませんわ」

「…………そう、なのかな……？」

　言われてみれば確かに、これまで耳掃そう除じがエッチなことだなんて一度も思ったことがない。町の友達に聞いても全員がそう答えるだろう。どちらかといえば膝ひざ枕まくらして貰もらうことの方が性的な気がするくらいだし。

　ティアに告げられた衝しよう撃げきの新事実に心に深刻なダメージを負った今は、これくらいのテンションで接してくれるのが有あり難がたい。下へ手たに気を遣つかわれ続けると、そのまま浮ふ上じよう出来なくなりそうだし。

　年上の女性に慰なぐさめられる方法としてはかなり変だけど、怪け我がの巧こう名みようってやつなのか、少しイツミと接しやすくなった気がする。肩かた肘ひじ張らずに済むようになったというか。

　喜ばしいことだが、イツミの方はこちら以上に喜んでいるみたいで、

「やはりお互たがいを知るというのは大事なことですわね。男女の仲になるのが一番の近道と言いますけれど、まずは対話と認にん識しきからですわ」

　一人で頷うなずきながらそんなことを言うと、イツミはやる気に満ちた微笑ほほえみという珍めずらしい表情を浮うかべる。

「クルト様、明日か明後日あさつてに時間を取って頂くことは可能ですか？　是ぜ非ひ見て貰もらいたいものがあるんですの」




　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◆




　ざっくり表すと『耳掃そう除じで新事実掘ほり出だされまくり事件』でもいうべきことがあった晩から、一夜明けて翌日の昼過ぎ。

　大して時間は取らせないというイツミの言葉に、クルトは午後の鍛たん錬れん前に会う約束をした。鍛たん錬れんの後も時間はあるけど、教官役のレインがいつも限界ギリギリまで絞しぼってくれるので、たぶん余よ裕ゆうなんて欠片かけらも残っていないはずだ。

「……よく考えてみたら、ここに来るの初めてだなぁ」

　もう慣れたはずの場所の見慣れない光景にやや戸と惑まどいつつ、クルトは招き入れられた部屋をしげしげと眺ながめる。

　イツミに指定された場所は、住んでいる館の地下室だった。いくつかある地下室のうち、元は倉庫だったものをイツミが使わせて貰もらっているらしい。

　ここで彼かの女じよが魔ま法ほうの研究や薬の調合を行っているというのは聞いていた。以前から興味はあったものの、邪じや魔まになると悪いし危険かもしれないので、今日まで訪ねたことはなかった。

　地上にある個人に宛あてがわれた部屋に比べると、結構広い。壁かべ際ぎわに棚たながあってそこに色々と並べられている以外は、簡素な机と椅い子すが一セットあるだけで、中央はがらんと空いているからかもだ。

　そして広く見えている床ゆかには、何重にもなった円と読めない文字が何やら描えがかれていた。

　そんな部屋のほぼ中心で、鮮あざやかな花はな柄がらの衣ころもを纏まとったイツミが両りよう腕うでを広げて出で迎むかえてくれる。

「ようこそおいで下さいましたわ。ここが私わたくしの研究室ですの」

「思っていたより綺き麗れいというか、物が少ないんだね」

「ええ、あまり物があっても管理しきれなければ危ないだけですから。それに……爆ばく発はつして壊こわれてしまうこともありますし」

「…………えっ？　爆ばく発はつって……あの爆ばく発はつ?!　ドカンといくやつ!?」

「その爆ばく発はつですわ。ここは強化済みなので、そう簡単に建物への影えい響きようは出ませんから、安心して下さいな！」

　フランクに酷ひどく無茶な要求がきた。自分が暮らす家の地下で爆ばく発はつって、どこに安心出来る要素があるのか。

　わくわくしていたところから一気に萎い縮しゆくするクルトだが、イツミはそれに全く気付く素そ振ぶりなく上じよう機き嫌げんな笑えみで、

「今は新しい紋もん章しよう魔ま法ほうの研究中ですのよ。なかなかに骨が折れますけれど、ようやく完成の目め処どが立ったところですの」

「へ、へえ、そうなんだ……でも、ここじゃ魔ま法ほうは殆ほとんど使えないんじゃ？」

「それは『叡えい智ちの森』やこの館周辺に張られている結界のせいですわね。ですけど、結界が拒こばむのはあくまでも攻こう撃げきの意思と、生物を深く傷付ける魔ま法ほうですの。ただの爆ばく発はつなら起こってしまうように、明確な危害を与あたえないのであれば対人用の魔ま法ほうも行使出来ますわ」

　イツミの説明に、クルトはなるほどと頷うなずく。確かに、彼かの女じよがここで紋もん章しよう魔ま法ほうを使うのを何度か見ている。ただし怪け我が人にんはゼロで、それは結界があるからと認にん識しきしていた。

「特に良いいヒントになったのはエルフが使っている精せい霊れい魔ま法ほうですわね。あれでどの程度なら森から危害と見なされるのかの線引きが出来ましたわ。精せい霊れいは悪意や害意に敏びん感かんですから、それさえなければ多少の融ゆう通づうは利ききますし」

「……というか、未いまだに僕ぼくはよく分かってないんだけど。結界を作っている精せい霊れいが、どうやって紋もん章しよう魔ま法ほうの発動を止めているの？」

「それは精せい霊れいがこの森を支配しているからですわ。管理している、とも言いますわね」

　こちらの素そ朴ぼくな疑問に対し、イツミは新米教師が初めての質問を受けた時のように少し嬉うれしそうに答えてくれた。

「紋もん章しよう魔ま法ほうは基本的に刻印環キヤストリングに魔ま力りよくを流し設定された魔ま方ほう陣じんを呼び起こす……というものですけれど、その結果は魔ま方ほう陣じんが完成した時点で発動前でも分かりますわ。森の精せい霊れいはその魔ま法ほうが森や暮らしている生物に悪あく影えい響きようを及およぼす結果になると観測した場合、発動をキャンセルさせてしまいますの。土地を支配する上位精せい霊れいとはいえ、結界の中でだからこそ出来る技わざですわ」

「ああ、それで『叡えい智ちの森』だと火の精せい霊れいが制限されるんだ？　森の精せい霊れいが嫌いやがるから」

「そのように聞いておりますわ。森エルフにとっては常識と聞きますけれど、外から来た者にとっては驚きよう愕がくに値あたいしますわね……このシステムを紋もん章しよう魔ま法ほうに転用出来れば、一国の支配も容易に…………ふふ……」

「そっ、そういえばイツミさんは元皇族だもんね!?　なのにそんなに魔ま法ほうに詳くわしいって、凄すごいね尊敬しちゃうなぁ！」

　饒じよう舌ぜつに説明してくれていたイツミが何やら怖こわい微笑ほほえみを浮うかべだしたので、クルトは慌あわてて話題を逸そらしつつおだてに走る。

　すると多少の効果はあったか、イツミの表情に苦く笑しようが混じり、着ている衣ころもの長い袖そでを軽く揺ゆすって、

「この異装でティアリーズさんは気付いたそうですが、私わたくしは大陸の北東部に位置する山間の地方出身ですわ。私わたくしの祖母が子供の頃ころは、そこに小さいながら魔ま法ほうに秀ひいでた王国がありましたの」

「それが亡なくなっちゃったっていう、イツミさんの？」

「正しく、魔ま法ほう都市と名高いその地に君臨していた皇族こそ私わたくしの祖先ですの！　圧あつ倒とう的てきな魔ま力りよくと秘伝の竜りゆう撃げき魔ま法ほうで、近きん隣りん諸国にも自国の民たみにも恐おそれられていたと聞きますわ！」

「それは凄すごい、けど……え、自分のところの民衆にも？」

「……そうですわ。調べてみた結果、少しばかり圧政を敷しいていたみたいですの。端たん的てきに言うと、超ちよう嫌きらわれてましたわ。クーデターが成功したら皆みなが喜んでその地方のお祭りの日になるくらいに」

「…………」

　もっとこう、大臣とか親族に裏切られて国を追われた、みたいな話を想像していたら、よもやの自じ業ごう自じ得とくだった。イツミもやや照れで語ってるけど、正直こっちは絶句するレベルでドン引きしている。

　クルトの様子に一応は気付いているようで、イツミはコホンと小さく仕切り直しの咳せき払ばらいをして、

「と、ともあれ、ですわ。恐きよう怖ふ政治ではあれ徒いたずらに民たみの命を踏ふみにじるような真ま似ねは……その、際きわどいところでしていなかったらしく、クーデター後は地位と財産を没ぼつ収しゆう、国外追放で済まされたみたいですの」

「そ、そうなんだ？」

「……まあ、異を唱えた人ひと達たちは漏もれなく牢ろう獄ごくで生しよう涯がいを終える羽目になったそうですけれど。皇族の大半はそちらのコースですわね」

「…………そ、そうなんだ……」

　おかしい、魔ま法ほうに関してあれこれ聞いていたはずが、いつの間にか血の気が引くような話をされている。もっとほんわかしたストーリーに収まらなかったのだろうか。

　思わず頰ほおを引ひき攣つらせて言葉を失うクルトに対し、イツミはやや視線を下げたまま続ける。

「元より紋もん章しよう魔ま法ほうが活発な都市で頭角を現し貴族になった祖先が、竜りゆう撃げき魔ま法ほうという凄すさまじい威い力りよくの魔ま法ほうを開発し、その影えい響きよう力で皇族にまで上のぼり詰つめたんですの。調子に乗ってしまった、と言うほかありませんわ……」

「や、あの、なんていうか…………でも、どうしてそれでクーデターが？　だって強力な魔ま法ほうで恐おそれられていたんでしょ？」

「簡単ですわ。竜りゆう撃げき魔ま法ほうが使えなくなったんですの」

「……………………へっ？」

　完全に予想外な正解に、クルトは思わず間ま抜ぬけな声を出して固まってしまう。一度使えるようになった魔ま法ほうが使えなくなるなんて、聞いたことが無い。紋もん章しよう魔ま法ほうなら術式を遺失する、なんてとんでもない事態が起こらない限りは有り得ないはず。

　なのにどうしてと首を傾かしげるクルトに、答えを知るイツミはやや苦く笑しよう気味に微笑ほほえんで、

「お恥はずかしいことに…………魔ま力りよく不足ですの」

「…………あー。え、でも、それまで使えてたんじゃ？　それに術式を弄いじれば……」

「竜りゆう撃げき魔ま法ほうは奇き跡せきの産物で、術式を少し変えるだけで発動しませんの。当然、加減も出来ませんわ。発動前にキャンセルすることは出来ますけれど、それ以外に止める方法はないので滅めつ多たに使えないものでしたの」

「そっか、破は壊かい力ありすぎて使いどころが難しかったんだ……」

「その通りですわ。なので私わたくしの祖先は自じ分ぶん達たちの中に竜りゆう撃げき魔ま法ほうが使える者がいないことに気付かず、国民の不満が溜たまっているので、そろそろ王の凄すさまじさを理解させてやろうと山一つを吹ふき飛とばしてみせようとしたところ……不発に終わって、ようやく気付いたらしく」

「………………じゃ、いきなり大ピンチに？」

「クーデターが起こった最大の原因ですの。慌あわてた他の皇族も竜りゆう撃げき魔ま法ほうを試ためして使えないことが発覚し、国民寄りだった大臣がクーデターを推おし進すすめて……あれよあれよという間に国家転てん覆ぷくですわ」

　くるりと掌てのひらを返して表現するイツミだけど、聞いている側としては非常に反応に困る。これは笑ってもいいのか、同情すべきなのか。どっちも間ま違ちがっている気もする。

　ただ一つ、今の話でクルトが分かったのは、

「じゃあ、イツミさんが僕ぼくとの子供が欲ほしいのって……」

「ご明察の通り、エルフとの間に産まれた子供ならば魔ま力りよく不足を補える可能性が高いからですわ。私わたくしも竜りゆう撃げき魔ま法ほうを使うには魔ま力りよく不足でしたけれど、あと一歩……いえ、二歩か三歩という魔ま力りよく量はありますの。けれど普ふ通つうなら子供が親より魔ま力りよく量が多くなる保証はありませんし、おまけに制限時間もありますわ」

「制限時間……？　それって…………ええと……」

「わっ、私わたくしの賞味期限的な意味ではありませんわよっ?!　元皇族直ちよつ轄かつ領地で現在空白地となっている地方がありますの、そこの継けい承しよう期限のことですわっ！」

「そ、そういうことかぁ……でも、もう国は滅ほろびてるのに？　どうしてクーデター側が引ひき継ついでないの？」

「他国との条約絡がらみだからですわ。期限内の百年の内は……残すところあと二十数年の間は、何なん人びとたりとも変えられませんの。そして領地継けい承しようの条件はただ一つ──竜りゆう撃げき魔ま法ほうの使い手であること、ですわ」

　最後は神しん妙みような面おも持もちで締しめ括くくり、イツミは深く息を吐はいた。

　つまり、その百年の期限内に竜りゆう撃げき魔ま法ほうの使い手に育てるには、気長に魔ま力りよくの高い子が産まれるのを待つ、というのんびり長期プランは出来ない訳だ。最低でも今のクルトと同じくらいまでは育っていないと魔ま法ほうを使うのは無理だろうし。

「クルト様のことを知るまでは、どうにかして自分の魔ま力りよくを底上げするか一時的に増ぞう幅ふくするか、もしくは不可能とされていた竜りゆう撃げき魔ま法ほうの簡略化を試ためしていましたの。……というか、正直次代に託たくすだなんて考えてもいませんでしたわ……もっと早くに、せめて十年前に気付いていれば、とりあえず何人か産んでみるという選せん択たく肢しもありましたのに……！」

「……や、とりあえずで試ためす内容じゃないと思うんだけど……」

「…………ええ、そうですわね。それに、おかげでクルト様と出会うまで清いままでいられたと考えればいいわけですし。ただでさえ不特定の相手との淫みだらな行こう為いを好ましく思わないクルト様ですもの、何人もの子供を抱かかえていながら子種を欲ほしがり寄ってくるような相手は無理でしょう？」

「…………それは………………はい」

　じっと見つめられて圧力に負ける形で正直に答えると、イツミは疲つかれた笑えみを浮うかべる。『そんなことないです』と誤ご魔ま化かすべきだったかとも思ったけど、たぶんこれはどう答えてもダメージが入ってしまうヤツだ。

　慰なぐさめの言葉をかけようにも、それはそれで角が立つような気がしてままならない。ただただ空気が重くなるのを受け入れるしかない状じよう況きようで、本当にどうしてこんなことになったんだろうと嘆なげきたくなる。

　もうすぐレインとの午後鍛たん錬れんの時間だし、こうなったらこっそり逃にげてしまおうかとクルトはチラリと入り口に視線をやり、

「やっほー、ボクが来たよー！」

　……いきなりドアが開いたかと思ったら、何な故ぜかゼナが現れた。

　赤い髪かみの食オ人ー鬼ガの少女は躊躇ためらいなく研究室の中へと入ってくると、重い空気に全く気付かず弾はじけんばかりの笑え顔がおで手を挙げて挨あい拶さつする。

「イーさん、待った？　待ってる間にクー太とえっちぃことでもしてたとか？」

「色気のある展開には全くなっていませんわよ……ともあれ、来て頂けて助かりますわ。これでようやく本命のお披ひ露ろ目めが出来ますもの」

　その発言に、クルトは少しホッとする。どうやらさっきの深海案内みたいな話は本命じゃなかったらしい。あのまま地じ獄ごくのような空気が続く展開にならなくて、本当に良かった。

　しかしそうなると、余計に本命とやらが気になる。今の話に無関係ってことはないだろうが、だとすればゼナを呼んだ理由がいまいち繫つながらない。

　コホン、と小さく咳せき払ばらいをしたイツミはさっきまでの空気を振ふり払はらうように両りよう腕うでを大きく広げて、

「少し話は逸それてしまいましたけれど──やはり私わたくしの根幹は魔ま法ほう、一番得意なのも最も情熱を傾かたむけているのも魔ま法ほうですわ。なのでクルト様に私わたくしが新開発した紋もん章しよう魔ま法ほうをお披ひ露ろ目めしようと思いますの！」

「へっ？　新開発って……新しい魔ま法ほうってこと？　え、イツミさんが作ったの!?」

「勿もち論ろんですわ。術式の開発、改良、魔ま法ほう具や魔ま法ほう薬の製作……それら魔ま法ほうに携たずさわる人々の総そう称しようを『魔ま術じゆつ師し』と呼ぶのですけれど、私わたくしはその全てを仕事としておりますの。中でも最も難しいとされる新魔ま法ほうの開発こそ、私わたくしの能力を知らしめるに相応ふさわしいですわ！」

「…………いや確かに凄すごいけど……」

「もう準備は整っておりますわ。後は魔ま力りよくを流し、発動させるだけですの。上う手まくいけば次は簡略化して刻印環キヤストリングにする作業ですわね」

「ってことは、これが……新魔ま法ほう……？」

　自己アピールの激しいイツミに押おされつつ、クルトは半信半疑で床ゆかに描えがかれた魔ま方ほう陣じんを見る。臙えん脂じ色で術式が描えがかれているこれが新魔ま法ほうらしいけど、見ただけではどんな魔ま法ほうなのかさっぱり分からない。

「まだテストもしていないので問題が発生する可能性も微び少しようながらありますわ。その為ためにゼナさんをお呼びしましたの」

「暇ひまだったしなんだか楽しそうだから来ちゃったけど、ボクは魔ま法ほうに弱いよ？」

「今から使う魔ま法ほうは一種の召しよう喚かん魔ま法ほうですの。魔ま法ほう生物ですが、叩たたいたり切ったりすれば普ふ通つうに倒たおせますわ。魔ま法ほうによる攻こう撃げきをしてくることもありませんので、ゼナさんの力なら問題無く倒たおせますわよ」

「だったらいいよ！　そんなの倒たおせる機会、そうそうないしねー」

　ワクワク顔で引き受けるゼナだけど、そんな風に承知されてしまうとクルトからは『危険だから止めよう』とは言いづらい。

　魔ま法ほう生物の召しよう喚かんは例が少ないからあまり知識はないものの、そこそこ危険なはず。唯ゆい一いつの救いは、本当に危険な生物なら『叡えい智ちの森』が召しよう喚かんを許さないから発動しないってことだけど、ノーリスクっていう意味じゃない。

　本当に大だい丈じよう夫ぶなのかと心配になるクルトに、イツミは自信に溢あふれた眼まな差ざしで、

「心配には及およびませんわ。これから召しよう喚かんする魔ま法ほう生物は殺傷能力が全くありませんの。自動還かん送そうも陣じんに組くみ込こんでありますから、いざとなればこの研究室から退たい避ひすれば自然と収まりますし」

「うーん……だったら平気、なのかなぁ……？」

「ヘーキヘーキ、だから早くやろっ。どんなの出て来るのか楽しみだし！」

「それではお二人共、魔ま方ほう陣じんの外へ。早さつ速そく始めますわ」

　言われるがままにクルトはゼナと並んで魔ま方ほう陣じんの外に出る。イツミも一いつ緒しよに移動するが、陣じんから出たところで一人しゃがみ込こみ、円の縁ふちに左手を置いた。

「さあ、驚きよう愕がくと喝かつ采さいの準備はよろしくて？　これより新魔ま法ほうのお披ひ露ろ目めと参りますわ」

「んー、楽しみだなー。殴なぐり甲が斐いのある魔ま物ものだといいなっ」

　隣となりで腕うでをぐるぐる回しているゼナ程ほどではないだろうけど、やっぱりクルトも楽しみだ。心配ではあるものの、期待の方が大きい。

　魔ま法ほう生物なんて『常とこ闇やみの森』か『魔ま竜りゆう連山』にでも行かなければまずお目にかかれないから、クルトも絵でしか見たことがない。しかもそれを召しよう喚かんするだなんて、成功すれば学術書に名前が載のるかもしれない偉い業ぎようだ。実際に見られるってだけでもドキドキする。

「それでは、いきますわよ……！」

　静かな気合いの込こめられた言葉と共に、クルトには不可視の膨ぼう大だいな魔ま力りよくが魔ま法ほう陣じんに注がれていくのが感じられた。その証しよう拠こに、床ゆかに描えがかれていた術式が淡あわい光を帯びて、赤から白へと色を変えていく。

　外側から渦うず巻まくように中心へ向かって光っていった魔ま法ほう陣じんは、やがて白一色で埋うめ尽つくされて……

　ここだ、と言わんばかりにイツミが顔を上げ、高々と叫さけんだ。

「さあ、お出いでなさいませ──千年沼ぬまの生いけ贄にえグニグネン！」

「ええぇ?!　な、なんか変な名前の呼んでる!?　しかも生いけ贄にえって?!」

　姿を見る前に驚きよう愕がくしていると、魔ま法ほう陣じんから真っ赤な煙けむりがもくもくと立ち上る。

　そしてそこから現れたのは──数十本のうねうねと動く、赤黒い変な物体だった。

「………………………………なにこれ？」

「うっわー、なんか変な動きしてる！　生理的に無理な動きしてる！　あはは、すっごく気持ち悪い！」

　予想とは全然違ちがううねうねな生き物に、クルトはドン引きして、ゼナは何がツボに入ったのか涙なみだを浮うかべて大笑いしている。

　というか、本当にあれは何なのか。例えるならばミミズが一番近い……けど、サイズが数十倍になって、数もあれだけ多いとなると……なんかもう気持ち悪いの一ひと言ことに尽つきる。

　魔ま法ほう生物への憧あこがれを木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだいてくれたナマモノを召しよう喚かんしたイツミはというと、

「あ、あら……？　おかしいですわ、文ぶん献けんに依よればもっと植物の蔦つたのような生物だと……？」

「蔦つたというか触しよく手しゆだよ、あれっ。殺傷能力はなさそうだけど、それ以前に色々とないよ！」

　見ているとぞわっとくるので視線を逸そらしつつそう言うと、立ち上がったイツミは慌あわててブンブンと首を横に振ふり、

「ち、違ちがうんですの、文ぶん献けん通りなら有能な水すい棲せいの魔ま法ほう生物ですのよっ!?　『常とこ闇やみの森』の奥おく深ふかくにある沼ぬまに潜ひそみ、水面から出した先せん端たんを動かすことで近付いた生物を捕つかまえますの！」

「あはは、あははははっ！　イーさんまずいってあれ、ヤバいって！」

「なっ、確かにビジュアルは今一つですけれど能力は凄すごいんですのよっ!?　素す早ばやく動く敵でも簡単に捕ほ獲かくし、どんなにもがいても決して離はなしませんの！　それに体表面を覆おおっている粘ねん液えきは驚おどろきの効果を持っていて──あら？」

　いつの間にやら、熱弁するイツミの体が浮ういていた。見たくないけど原因を追えば、魔ま法ほう陣じんから生えた触しよく手しゆが数本、背後からイツミの体を抱かかえ込こんでいる。

「し、しまったですわ?!　グニグネンが嫌きらう匂においを放つ香こう水すいを用意していましたのに、つい説明を優先して手て遅おくれに……!?」

「いやそういうのは先にやっとこうよ!?　って、わわっ、こっちにも来てる!?　ゼナ、助け──って、ええぇ?!」

「あはははっ、ごめんクー太、それ無理！　面おも白しろすぎて笑ってたらボクも逃にげ損そこねちゃった！　うっかり！」

「僕ぼくより先に捕つかまっちゃってるし！　わ、無理、これ生理的に無理なヤツなんだって──ぅわあっ!?」

　自分だけでも逃にげようとしたものの、クルトよりもずっと俊しゆん敏びんに、気持ち悪いうねり方をして触しよく手しゆが迫せまり、呆あつ気けなく足と胴どう体たいに巻き付かれる。ぬめっとした感かん触しよくが、もう本当に駄だ目めだ。宙ちゆう吊づりにされているとか首にも巻き付いているとかそんなことより、このぬめりの気持ち悪さが無理すぎる。

「ひいぃっ?!　ちょっ、これ本当に危害ないの!?　気持ち悪くて気絶しそうなんだけど!?」

「くっ、ひゃっ……な、ないはずですのっ。ちょっと気持ち悪い、だけで……」

「ほ、本当に？　なんか、うわっ……し、痺しびれてきたんだけど……!?」

「獲え物ものを逃にがさないように粘ねん液えきには麻ま酔すい効果とっ…………んっ……それと……！」

「あひゃひゃっ、イーさんなんかこれ変だよ！　ぁ、つっ、なんかっ、体が熱いっていうか疼うずくっていうか……！」

　空中でほぼ逆さまになったゼナが笑いながら異常を訴うつたえるけど、楽しそうで危機が迫せまる感じは全然無い。

　ただしその代わりどことなく目が潤うるんでいるし、ただでさえ露ろ出しゆつの多い服が捲まくれ上がって胸が殆ほとんど見えちゃっているし、おまけに巻き付いた触しよく手しゆと粘ねん液えきで濡ぬれているのが物もの凄すごく印象的で……ハッキリ言って、とんでもなくエロい。ただ濡ぬれているのよりもどうして見ていてこんなにドキドキするのか、自分でもまるで理解不明だけど、とにかくエロい。

「って、違ちがう！　イツミさんっ、どうなってるのこれ!?」

　刺し激げき的な光景に気を取られ続けている訳にもいかなくて、クルトは理性を最大限にフル回転させて首を捩ねじる。

　計算外の事態だろうけど、それでも召しよう喚かんしたイツミなら対策の一つや二つ持っているはずだと彼かの女じよを見れば、

「やっ、止やめっ、どこに入ってきてるんですのっ?!　そこは、あっ、大切な人しか触ふれてはならないところですのよ……っん!?」

「………………うわぁ……」

　ある意味、こっちの方が酷ひどいことになっていた。

　イツミの着ていたのは袖そでの長い衣ころもで、それも一枚だけでなく重ね着をしているから、あの触しよく手しゆが絡からみついてもちょっとはだけて肩かたや太ふと腿ももが出る程度で露ろ出しゆつはそこまでじゃない。けど、服の合わせ部分や裾すそから入はいり込こんだ触しよく手しゆが中で巻き付いているのが、衣ころもが粘ねん液えきで濡ぬれて密着しているからハッキリと分かる。

　もぞもぞと触しよく手しゆが動く度たびに、びくんと体を跳はねさせたり捩よじらせたりと過か敏びんに反応する様子や、チラチラと覗のぞく濡ぬれた素す肌はだとか、直接的なものとは違ちがった角度の刺し激げきに満ちていた。

　薄うすく赤い粘ねん液えきが色っぽさを倍増させていて、淫いん靡びとしか言いようが無い光景に思わずクルトは目的を忘れて凝ぎよう視ししてしまい……

　パチッ、と悩なやましげな表情になったイツミと目が合った。

「っ、ち、違ちがいますわよ!?　クルト様、これは浮うわ気きじゃありませんわっ、一方的に嬲なぶられて慰なぐさみ者ものになりかけているだけですの！」

「いやそんな誤解してないよ?!　というか表現がヤバすぎるって！」

「ぅくっ、失言でしたわぁ……！　この粘ねん液えきには催さい淫いん効果がありますの、そのせいで頭が回らなく……」

「ああ、だから……って、なんでそんな卑ひ猥わいな魔ま法ほう生物呼び出してんの?!」

「それは、そのっ……ぅん、んっ…………上う手まくすれば、媚び薬やくを作れるかもと……」

「うわ駄だ目めだこの人?!　ゼナっ、イツミさんが残念だから君がなんとかこれを倒たおして！」

　完全に自じ業ごう自じ得とくだと分かった今、イツミが頼たよりにならないのは明白だ。

　となれば、もうゼナしかいない。戦せん闘とうのプロで大木だって素す手でで引き千切れる食オ人ー鬼ガなら、このウネウネも倒たおせるはず。元々イツミもそのつもりで呼んでいたのだから、間ま違ちがいない。

　期待を込こめた視線で縋すがるように再びゼナを見れば、逆さまの彼かの女じよにはさっきよりも多くの触しよく手しゆが絡からみついていて、あれどこに絡からみついちゃってるんだろうと気になる様になっていた。

「あひっ、ひゃふ、あははははっ！　ご、ごめっ、ボクも無理！」

「うえええぇっ!?　な、なんでっ?!」

「これっ、ぬるぬる滑すべって摑つかめないっ。殴なぐっても滑すべっちゃ……ひゃふっ!?」
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「物理でどうにかなるって話はどうなったの!?」

「摑つかまれてなければいけたんだけどっ、ごめ！」

　大ピンチを軽い謝罪で済ませたゼナだけど、これは本気でヤバい。ゼナに何とか出来ないのなら、消去法で自分かイツミが頑がん張ばるしかなくて、そしてイツミはあの様だ。

　不幸中の幸いで、触しよく手しゆのアタックはクルトに対してだけ少ない。捕つかまえられてはいるけど、女性二人に比べたら手て抜ぬきにも程ほどがある。

「こうなったら僕ぼくが精せい霊れい魔ま法ほうで……火は使えないけど、水か風の精せい霊れい魔ま法ほうを上う手まく使えば、もしかしたら……！」

「それは、んっ……無理、ですのっ！　グニグネンの粘ねん液えき、は…………やっ……魔ま法ほうにも刃やいばにも、とても強い耐たい性せいがっ」

「だからどうしてそんな厄やつ介かいな魔ま法ほう生物呼んだの?!」

「攻こう撃げき能力は皆かい無むなんですのっ！　陸では、ぁっ……ひたすら弄もてあそぶ、だけ、でっ……」

「それで十分酷ひどい結果になってるし！　そうだっ、自動送そう還かんされるって言ってたよね?!　あれはどれくらい掛かかるの!?」

「あとっ……三十分、も、すればぁ……！」

「死ぬほど長いよ!?」

　あと三分なら堪たえ忍しのぶ気力もあるけど、その十倍はとても無理だ。気持ち悪さで気絶してしまうか、もしくは精神を病やんでしまいかねない。女性陣じんは更さらに深刻だろう。

　とはいえ魔ま法ほうによる攻こう撃げきも武器による攻こう撃げきも効かないなら、クルトに出来ることは、

「そうだっ、風の精せい霊れい魔ま法ほうの《言こと珠だま》で助けを呼べば……！」

　風の精せい霊れいを支配して声を包つつみ込こみ、目的の場所で発動させると吹ふき込こんだ声が再生されるという便利な魔ま法ほうで、これならクルトでも使える。多少の集中は必要だけど、この状じよう況きようでも頑がん張ばれば出来るはずだ。

　聞いていたイツミも紅潮させていた顔をパッと輝かがやかせて、

「っ、それですわ！　流石さすがですわクルト様！」

「うんっ、きっとティアなら対応策も浮うかぶはず！　レインだってきっと……！」

　残された希望の名を呼びながら、クルトは精せい霊れいを呼ぶ為ためにぬめぬめ感かん触しよくを我が慢まんし、一気に集中をし始めて──




「──私がどうかしましたか、クルト様」




　バタバタした研究室の空気を一いつ瞬しゆんにして変える静かな響ひびきに、クルトは反射的に入り口の方へと振ふり向むく。

　そこには予想通り、背中に翼つばさを生やした有ハ翼ー人ピ種ーにしてこの館の管理人でもある、レインの姿が。

「……鍛たん錬れんの時刻だというのに姿を現さず、どこにいるのかと思えば……これはイツミ様の仕し業わざですか」

　どうしてここに、という疑問を口にする前に、レインから冷たい視線と共に答えが告げられた。つまり、自分を探してここへ辿たどり着ついたらしい。

　何はともあれ天の助けとクルトは吊つられたまま喜び──すぐに笑え顔がおが凍こおり付つく。

　勢い良く数本の触しよく手しゆがレインに向かって伸のびていき、多方面から同時に襲おそいかかるのを見てしまったからだ。

　標的にされたレインはちらりと触しよく手しゆに視線を向け、両手を後ろ腰こしへ回す。そしていつもメインで使っている長めの刀じゃなくて、二本の小こ太だ刀ちを抜ぬき放はなった。

「レインさんっ、駄だ目めですの！　それに刃は物ものは効かな──」

　迎げい撃げき態勢を取るレインを見てか、イツミの警告の声が飛ぶ。

　それに構わずレインは両りよう腕うでを鋭するどく振ふるい、

「温ぬるい、ですね」

　自分へと襲おそいかかった触しよく手しゆ達たちを、ものの見事に斬きり捨すてた。呆あつ気けなく。スパッと、素す晴ばらしい切り口で。

「…………………………えっ？」

　それだけでなく、無造作に数歩進んでまた両りよう腕うでを振ふるい、クルト達たちを捕とらえていた触しよく手しゆも切断する。

「うわわっ……!?」

「よしょ、っと」

「ひぎゃっ?!」

　いきなり落とされたので、クルトは無様に両手を床ゆかに着いてしまった。その拍ひよう子しに触しよく手しゆを膝ひざで踏ふんで、その感かん触しよくがまた気持ち悪い。切り口からドロッと赤い体液が漏もれているのが本当に最悪だ。

　自分と違ちがってゼナは華か麗れいに宙返りで着地して、イツミはお尻しりから落ちていた。痛みにお尻しりを摩さすりつつも、その視線はレインに釘くぎ付づけになったままだ。

　信じられない、と言わんばかりに愕がく然ぜんとした表情のイツミだけど、それに関してはクルトも言いたい。

「あの……イツミさん、どういうこと？　普ふ通つうに斬きってるけど？」

「お、おかしいですの……確かに文ぶん献けんでグニグネンの粘ねん液えきは魔ま法ほうも刃は物ものも通さないと……高熱で粘ねん液えきを蒸発させてからでなければ、石や木材で叩たたき潰つぶす以外に有効な手段はないはずですのに……？」

「やー、あれはレーさんが異常なんだよ。すっごいことやってるもん」

　どうやらゼナには不可能を可能にしている種が理解出来ているらしく、目をキラキラさせてレインの持つ小こ太だ刀ちを見つめていた。

　あれで斬きっているのはクルトも分かるけど、不思議なことにあの赤い粘ねん液えきが刃はには殆ほとんど付着していない。

「どういうことなんだろ……昔話の達人みたいに、剣けんを振ふった時の風で斬きってるの？」

「惜おしいなー。レーさんはね、刃はを当てずに振ふった時に起こる風で粘ねん液えきを飛ばして、鋭するどく切り返して無防備になった表面を斬きってるの。それでも一回じゃ斬れないから計三回ずつ」

「………………え？　三、回？　あの一いつ瞬しゆんで？」

「そだよー。左右でバラバラに斬きってるのがまた凄すごいよね。いいなあ、ボクも戦いたいなー」

　さっきまでとは違ちがう意味でうずうずし出したゼナだけど、クルトとしては驚きよう愕がくの事実の方が気になる。

　レインを脅きよう威いと認にん識しきしてか、余った触しよく手しゆが一いつ斉せいに彼かの女じよへと伸のびる……が、結末は一いつ緒しよだ。クルトには一回にしか見えない腕うでの振ふりで、ボタボタと触しよく手しゆが斬きられていく。

　そして魔ま方ほう陣じんの中へと踏ふみ込こんだレインは、躊ちゆう躇ちよすることなく触しよく手しゆを根元から斬きり捨すてていき……あっという間に、視界でうねる触しよく手しゆはなくなってしまった。どうやら力ちから尽つきたかダメージを受けすぎると強制送そう還かんされるらしい。

「こんなもの、ですか。呆あつ気けないですね」

　息の乱れもなく終わらせたレインは鋭するどく小こ太だ刀ちを素す振ぶりし、刃はに残っていた粘ねん液えきを飛ばしてから鞘さやへと収める。

　そして今まで戦っていたとは思えない整然とした佇たたずまいで、クルト達たちへと振ふり返かえった。

「あの魔ま法ほう生物は以前に『常とこ闇やみの森』で退治した覚えがあります。イツミ様、貴女あなたが召しよう喚かんしたのですね？」

「それは、そのっ…………はい、ですの……」

　わたわたしながら取とり繕つくろうとしたイツミだが、結局肩かたを落として認めた。まあそうだろう、他に出来る人物がこの場にいないのだから、誤ご魔ま化かすだけ無む駄だだ。

　むしろそれよりクルトとしては、魔ま境きようと呼ばれる森でこの人は何をしていたのかと管理人への興味が湧わいて仕方が無い。この館に来るまでの経けい緯いも全然知らないし、謎なぞすぎる。

　だが、そんな疑問を抱いだく余よ裕ゆうがあったのは、レインの無情な声が発せられるまでだった。

「──では、イツミ様は罰ばつとしてこの部屋の掃そう除じと補修を。それが終わり次し第だい、この状じよう況きように至った原因と改善点、反省を文章に纏まとめて提出して下さい。期限は日が暮れるまでです」

「日にち没ぼつまでですのっ!?　掃そう除じだけでも終わるかどうか……ううっ……」

「他のお二人には、特に沙さ汰たはありません。ただし、イツミ様を手伝うことは禁じます。己おのれのすべきことをするように」

「挽ばん回かいの手も潰つぶされましたわっ?!　ひ、酷ひどすぎますの……！」

　ガタガタと震ふるえだすイツミだが、もうどうしようもない。今回は完全に彼かの女じよの責任だし、情けをかけたらこっちに飛び火するし。

　それにクルトの場合は──

「……クルト様もまだまだ実力が足らないようですね。これからの鍛たん錬れんはもっと厳しく、今までの数倍の密度としなければ……」

　……とまあ、全然他ひ人と事ごとじゃないので。これまでの鍛たん錬れんでも普ふ通つうに地じ獄ごくだと思っていたのに、どうやら実は序の口だったらしい。死ねる事実だ。

「は、はは………………はぁ……」

　思わず乾かわいた笑いが漏もれ、それから盛せい大だいにため息を吐つく。まさかこんなことになるだなんて、ちっとも想像していなかった。

　こうなってしまったのは殆ほとんど全部イツミのせい、と言いたいところだけれど……

「…………粘ねん液えきを抜ぬき取とるだけで二時間は……天てん井じようも汚よごれてしまっていますし、魔ま法ほうで修復するにも限度が…………ああっ、良く見たら棚たなに置いていた魔ま法ほう薬が割れてますのっ!?　高かったんですのに！　あちらの香こう水すいは作るのにどれだけの手間を……！」

　あの悲痛な叫さけび声ごえを聞いてしまうと、恨うらみ言ごとなんてとても言えない。

　……それに、昨日今日のごたごたで良かった発見も一つある。

　年上ということもあって、今まで少し取とっ付つき難にくく感じていたイツミが、思っていたより親しみ易やすい人だと分かった。……まあ、残念な部分も多く知ってしまったけど、プラマイで考えればほんのりプラス、ということで。

　その代だい償しようとして──とりあえず、これから行う午後鍛たん錬れんは色々と覚かく悟ごを決めければならないみたいだった。




　──ちなみに、これは余談になるけれど。

　その日の夕飯の席ではクルトとイツミは似たような疲つかれ切きった表情で、二人共食事を半分近く残してしまい、そこでまたレインに説教されるという散々な結果になってしまった。














エピローグ









　──クルトが花はな嫁よめ候補三人プラス管理人との共同生活を始めて、もう二ヶ月が経たった。

　エルフの寿じゆ命みようからすれば二ヶ月なんてほんのちょっとの間だけど、少なくともクルトにとっては今までにない濃のう密みつな時間だった。

　親元を離はなれて生活すること自体が初めてのことだったし、男扱あつかいされるのも迫せまられるのも、刺し激げき的な毎日はとにかく新しん鮮せんで、のんびり出来る時間なんて殆ほとんどなかった気がする。

　この二ヶ月で身体的な変化はあったかというと、今のところ全然ない。本当に生えてくるのか疑問にすら思える現状維い持じっぷりだけど、ティアの推測に依よれば生えるまで早くとも半年はかかるらしいから、まだまだ様子見の段階なのだとか。

　むしろ同居生活で変化したのは、花はな嫁よめ候補三人との関係性だ。

　始めの頃ころはゼナばかりが喋しやべっていてぎこちない会話にしかならなかったけど、最近ではイツミさんから会話を振ふったり、ティアが冷静な突つっ込こみを入れたりもする。それにクルトが関わらなくても女性陣じんだけで話をしている場面だって何度か見かけた。少なくともギスギスしたりいないように振ふる舞まったりするよりは良いい傾けい向こうなんじゃないかなと思う。

　肝かん心じんのクルトとの関係性はというと、基本的には等しく距きよ離りを取っている……つもりなんだけど、ちょっと上う手まくいってないのかもしれない。

　例えばティアの場合、成長を促うながす実験や花はな嫁よめ候補としての役割には関わるつもりがなさそうだけど、友人としてはそれなりに積極的だったりする。取り留めのない会話みたいなノリで難しい精せい霊れい魔ま法ほうの議論や魔ま法ほう薬の改良案なんかを話してきて、正直クルトには荷が重すぎるけど、当のティアは心なしか楽しげなので懸けん命めいに相手を務めている。

　他の二人も性的なこととは関係無い普ふ通つうの交流を求めて来る時には断る理由もないから応じるし、何な故ぜか途と中ちゆうで半はん裸らになられたり密着されたりであれこれってアウト判定なんじゃと思う展開になることもあるけど、一から十まで子種目当てのアプローチって感じはしなかった。

　そうやって一いつ緒しよに生活していると、やっぱりもっと仲良くしたいと思うし、半ば強制された状じよう況きようだってことを忘れてしまえばタイプの違ちがう美人と暮らせるんだから、そりゃあクルトだって嬉うれしい時もある。木ぼく石せきじゃないんだから、変な実験や優ゆう秀しゆうな子供目当ての婚こん姻いんに反対する初志は貫かん徹てつしようにも、気は緩ゆるむし情も湧わく。

　嵌はめられたことといい、全部長老の絵図通りなんだろうなとは思う……けど。

　だとしても、現状を自然と受け入れてしまいつつあった。




「……って感じです、けど……」

　この二ヶ月であったことを、主観を交えて辿たど々たどしい部分もありながら話をしたクルトは、伏ふせ気味だった顔をちらりと上げて向かいにいる相手の反応を窺うかがう。

　大きな机を挟はさんだ先にいるのは、小こ柄がらで若々しい少女──に見えるけど、実際は二百歳さい近いエルフの長老だ。

　いつもの鍛たん錬れんの時間にレインから呼び出しがかかっていると連れてこられた長老の家で、二人きりにされて実験的同居生活の感想を話せと言われ……内容を整理する時間もなかったから思いつくままに話したので、あれで良かったのかなと不安になる。

　話の前に手ずから煎いれていたお茶に口を付けた長老は、机にカップを置くとしみじみとした口調で、

「なるほどねぇ……思っていたより殺さつ伐ばつとしていないで安心したよ」

「……え、その感想ってどういう意味ですか？」

「いやなに、昔の王おう侯こう貴族や大商人、部族の長などは数人と言わず数十人数百人の妻がいた、という記録もあるんだがね。寵ちよう愛あいを受ける為ため、子供を後あと継つぎに推おす為ために血ち生なま臭ぐさい結果を迎むかえた場合も少なからずあるんだよ」

「それって殺さつ伐ばつっていうか殺傷じゃないですかっ!?　え、そんなことになるかもしれなかったの……?!」

　思わず声を大きくしてしまうクルトだけど、こんなの仕方ない。他人からすれば羨うらやましい環かん境きようのはずが、よくよく調べたら毒の沼ぬま地ちと落石トラップの崖がけに挟はさまれた場所でした、と聞かされた気分だ。

「そうはならないよう人員は厳選したし、安全装置としてレインを配置したんだよ」

　愕がく然ぜんとするクルトに対して長老は悪びれもせず涼すずしげな顔で、さらりと返してくる。

　だが、クルトからすれば全然納なつ得とくがいかない。

「厳選って……物もの凄すごく濃こいキャラ三人で、しかも協調性はかなり乏とぼしいんですけど……」

「些さ事じだよ、些さ事じ。それにね、坊ぼうやのことを聞き知ってやってきた中では本当に危険性の少ない方さ。二人だけしか許可出来なかったから、直接的な争いを減らす為ためにティアリーズも加えたんだしね」

　そのことは薄うす々うす感づいていたので、特に驚おどろきはない。ティアからしてみれば自分の仮説実証と、あとは……自惚うぬぼれでなければ、一人しかいない同い年の友人への気き遣づかいで参加してくれたんだろうと思っていたので。

「つまり万が一を恐おそれていただけさ。あたしもエルフ以外の種族とは交流はあっても個人として理解している、くらいだからね。中には思いも寄らない行動を取る種族もいるだろうし」

「あー……ゼナにはよく驚おどろかされてます……」

「だが、その程度だろう？　いい子だからね、あの嬢じようちゃんは」

　そう言われてしまうと、クルトとしても頷うなずくしかない。ゼナの行動に悪気はないのは、二ヶ月も暮らしていれば肌はだで理解出来る。……まあ、ただ天てん真しん爛らん漫まんなんじゃなくて策士なところもあるけど、あれは天然なのかもだ。

　最年長のイツミも割と抜ぬけているところがあるし、確かに血みどろな展開にはなりにくい人選な気もする。というか、まともな花はな嫁よめ候補なんていなかった疑ぎ惑わくもあるし。

「それで、どうだね？　このままの暮らしを続けることに異論はないかい？」

「えっ？　そりゃあ、まあ……一年の期限が来るまでなら、ですけど。もしかして、これってその確かく認にんで呼んだんですか？」

「理由の一つはそれさ。もう一つ、坊ぼうやに伝えておいた方がいい案件があってね。どちらかといえばそっちが本命だよ」

　そう言うと長老は微かすかに眉まゆを顰ひそめた。それは孫のティアがたまにする仕草と凄すごく似ていて、だからこそクルトは背筋を硬かたくしてしまう。

　ティアがあんな顔をする時は、大たい抵てい良くない話をする。

　つまり長老の口から語られようとしている内容は──

「……坊ぼうやがここに来て医い療りよう院で検査をしたこと、覚えているかい？」

「あ、はい、それは勿もちろ…………えっ?!　も、もしかして何か病気が見つかったとか……!?」

　この話の流れだとその可能性が高くて、クルトは焦あせりながら問い掛ける。エルフは基本的に病気にかかり難にくい種族だけど、絶対じゃない。エルフしかかからない奇き病びようだってあるし、それは命に関わる重病でもある。

　まさか自分がとは思うけど、そもそも男エルフなんて稀き少しようなものになってしまったくらいだから、何が起きたって不思議はない。

　俄にわかに心臓がバクバク鳴り始めて顔を青ざめさせるクルトに対し、長老は片かた眉まゆを上げてゆっくりと唇くちびるを開く。

「検査自体に問題はなかったんだがね……坊ぼうやの血を採った精水晶ピユアクリスタルのこと、覚えているかい？」

「え、と……確かティアの血も入れたら光ってた、あれですよね？」

「そうさ。過去に同じ検査をした時にも同じ反応があって、放っておけば半日程ほどで光を失うらしいんだが……ところが坊ぼうやの場合、夕方にあたしが医い療りよう院に行った時にはもう光ってなかったんだよ」

「夕方……半日どころか数時間で……？」

　誤差の範はん囲い、といえばそうなのかもしれないが、門外漢のクルトにはどう判断したらいいのか分からない。

　更さらに渋しぶい表情の長老は続けて、

「それで終わりならまだ放っておけたんだがね。夜よ更ふけに一度、翌日と翌々日に二度、また光ったんだよ。時間はどんどん短くなっていたけどね」

「えーと……そういうものなんですか？」

「いいや、前ぜん代だい未み聞もんさ。片かたっ端ぱしから文ぶん献けんを調べても、初めてのケースだよ。良いいか悪いかは分からないがね」

　やれやれと言わんばかりに重たげに首を横に振ふる長老だけど、当人であるクルトは呆ぼう然ぜんとするしかない。

　これがどんな意味なのか、全然ピンとこなかった。ただ一つ分かるのは、賢けん者じやと名高い長老でも判断がついていないってことだ。

「……あの。もしかして、僕ぼくは男エルフに分化してないんですか？」

「いいや、それはないよ。だがね、普ふ通つうの男エルフと同じとは限らない、って話さ。百年もの間誕生しなかったのも含ふくめて、昔とは色々と変わってきているのかもしれないね」

「……じゃ、また検査を……？」

「それは男性機能が備わってからでいいよ。問題があるとすれば──坊ぼうやの子供が、今までの男エルフの子供のように優すぐれた子になるとは限らない、ってことさ。何しろ初めてのケースだからね」

「ええっ?!　じゃ、あのっ、ゼナやイツミさんの望んでいるようには……!?」

「ならない可能性もあるねぇ。逆に、今までになく優ゆう秀しゆうな子になるかもしれない。さて、どちらに転ぶかね？」

「なんか吞のん気きですねっ?!　これってかなり深刻な問題な気がするんですけど!?」

　微かすかに苦く笑しようする長老に、クルトは全開で慌あわてながら問とい詰つめる。

　だってゼナ達たちが花はな嫁よめ候補なんてものになったのは、優ゆう秀しゆうな子が欲ほしいからだ。それが叶かなわないならこの実験的同居生活に参加する意味がない。

　付き合わすだけ付き合わせて……最悪、子供を授さずかっておきながら大した才能はありませんでした、みたいな結果になれば……怒いかり狂くるうくらいじゃ済まないかもしれない。少なくともクルトの命はかなりの危機を迎むかえそうだ。

　だというのに長老は慌あわてず騒さわがず、

「問題があるといえばあるが、ないといえばないよ。あの二人や他に押おし掛かけて来ようとした連中には『必ずしも優ゆう秀しゆうな子になるとは限らない』と念を押おしているんだ。書類にもサインを貰もらっている。こちらの責任にはならないさ──表面上はね」

「実際にはヤバいことになるかも、って話ですよね、それっ!?」

「そうさね。だが、結果は坊ぼうやに生せい殖しよく機能が備わって、相手と子供を作り、ある程度成長するまで分からない。今すぐどうこうって話じゃないよ」

「…………でも、僕ぼくの大したことない容姿とか、あんまりエルフっぽくないとことか、そういうのを加味すると……駄だ目めな意味でのレアケースになる可能性、高くなるんじゃ……？」

　自分を卑ひ下げするようだけど、これは紛まぎれもない事実だ。そのせいで分化前は結構悩なやんだし。

「悪い方に出たとしても、残念だけど仕方ないさ。坊ぼうやが気にすることはないよ」

「…………でも……それだと無責任じゃ……」

「責任は押おし掛かけた側さ。まあ、坊ぼうやが自分の立場を利用して好き勝手にやっていたなら連帯責任を負わせても良かったけれど、相変わらず子作りには否定的なんだろう？　なら、坊ぼうやは何も悪くないさ」

　淡たん々たんとした口調だが、長老は励はげましてくれているのだと思う。少なくとも自分への気き遣づかいを感じられて、クルトは自然と頭を下げていた。

　──とはいえ、だ。やっぱり、全然気にしないなんて無理すぎる。

　もし子供まで作っておいてそれが平へい凡ぼんな子なら、皆みなガッカリするに違ちがいない。何の為ために見ず知らずの男の元に来たのか、って話だし。

　だったら、クルトが出来ることがあるとしたら──

「……長老様や皆みなには悪いですけど……やっぱり僕ぼく、この同居の目的には沿えないです。一年間──残りの十ヶ月、我が慢まんして終わらせちゃいますから」

「おや？　そこで我が慢まんなんて言うからには、多少なりとも無理しているんじゃないのかい？」

「少しずつもやもやっていうか変な感じはするようになってきましたけど、全然大だい丈じよう夫ぶですから！　無節操なのは嫌きらいだし、仲良くなってきた相手がガッカリするの、見たくないですし」

「強ごう情じようだねぇ……そんなところばっかり母親似なんだから」

　口元にほろ苦い笑えみを浮うかべる長老に、クルトは少しホッとする。受け入れて貰もらえた、というより呆あきれられた感が強いけど、十分だ。

　後は自分の心持ち次し第だい、約束している同居の期間を乗り切ってしまえばいい。

「──ああ、そうだ。ちなみにだけれど、もし産まれてくる子がさほど優ゆう秀しゆうでなくても誰だれからも文句が出ない方法があるよ。勿もち論ろん、坊ぼうやからもね」

「へっ？　そんなの無理じゃないですか？　だって僕ぼくは反対の立場だし……」

「簡単さ。坊ぼうやが花はな嫁よめ候補の嬢じようちゃん達たちと相思相愛になればいいんだよ。その結果に子供を作るなら、坊ぼうやも文句はないんだろう？」

「…………や、そりゃあそれなら文句はないですけど……」

　どちらかというと現実味のなさにクレームを入れたくなる。

　ゼナやイツミは子供のことがなければ自分なんて好みから遠そうだし、ティアに至っては友達だ。異性として変に意識したら、バレた瞬しゆん間かんにあっさり縁えん切きりされてただの実験対象に格下げされる気がする。

　だからクルトは長老の言葉を冗じよう談だんの類たぐいだろうなと思い直して、真まに受けて反応したことに苦笑いをし……

「ともかく、これまで以上に身も心も引ひき締しめて臨のぞみますから。長老様達たちの思おも惑わく通りにはいかないですけど、悪く思わないでくださいね」

　改めて宣戦布告するように言うと、クルトは一礼をして部屋から出た。呼び止められなかったので、他の用件はないらしい。

　随ずい分ぶんと予想外な話をされたけど、問題ない。要は今までと同じスタンスでいればいいだけだ。

　これまで通り、誘ゆう惑わくされても乗らない。過か剰じような性的行こう為いに関しては拒きよ否ひしていく。

　実験的同居生活だしある程度は向こうの要望は受け入れなければならないけど、気を強く持ちさえすれば大だい丈じよう夫ぶなはず。

　あと十ヶ月間、耐たえ続けるだけ。それだけでいい。

　──ただ、一つ懸け念ねんがあるとすれば。

「…………あと十ヶ月……耐たえきれるのかなぁ……」

　とても魅み力りよく的な女性陣じんに迫せまられ続けて我が慢まん出来るのか、そこが唯ゆい一いつで一番の問題だ。

　容易たやすく想像出来る過か酷こくな未来予想図に、クルトは深々とため息を吐ついてしまった。











あとがき






　この本を手に取って頂き、ありがとうございます！　作者の上こう月づき司つかさです。

　ほんのり露ろ出しゆつと擬音が多めなラブコメとなりました『だれがエルフのお嫁さま？』ですが、楽しんで貰もらえたのなら何よりです。

　前シリーズが割とシリアスな場面が多かった反動みたいにやたらと女の子が脱ぬいだり迫ってきたりしてくる本作ですが、あくまでもラブコメな健全作品となっている……はず、です。あくまでも僕基準ですが！　やることやってない、というか、そもそも出来ないし！




　さて、ここから軽いネタバレを含みますので、未読の方は一応注意を！

　この作品ですが、ジャンルとしては……なんだろう、ハーレム系になるのかな？　ただしある意味逆ハーレムです。色々な意味で餓うえている女性達のターゲットが主人公なので。

　主人公のクルトは男エルフになって日が浅いので、異性との接せつ触しよくでドキドキしている部分が多いです。ただしエルフは分化すると殆ほとんどが女性になるから、分化前はむしろ女性と同性感覚で付き合っていたので、急に認識が変わって戸と惑まどっている部分も大きいです。

　この辺は思春期で異性を強く意識しだした頃ころを思い出して貰もらえればなー、と思っています。具体的には、体育の授業前に男女で分かれて着替えるようになったりとか、野や暮ぼったかったはずのクラスメイトが妙みようにお洒落しやれで見み違ちがえるようになったりとか、その辺りの出来事が一いつ遍ぺんに来ちゃった感じです。

　あとは世界観設定として、一般的なファンタジー世界に近く、魔ま法ほうが使えたり魔ま物ものがいたりしますが、いわゆる魔ま王おうはいません。人間同士の戦争も、色々あったせいで割と小規模なものばかりで、大きなものでも千人単位での戦いくらい。なので食オ人ー鬼ガが一人いるとかなり戦力バランスが傾かたむいてしまうので、重宝されています。それに対抗する為ための魔ま術ほう師しもですねー。

　まあでも、クルト達の暮らしている『叡えい智ちの森』は大陸でも有名な保護地域なので、戦争シーンはまず出て来ないはず。森を壊こわすような真ま似ねをした国はエルフだけでなく他の国からも総スカンを食らうので、デメリットしかなくやる意味がないです。

　というわけで、クルトの身を狙ねらって仕掛けて来る国や組織がいたとしても、大規模なことはして来ません。なので安心してイチャイチャ出来ますね！　当のクルトはちっとも安心出来ないと思いますけど。




　それから私事になりますが、魅み力りよく的てきなイラストを描えがいて頂いたゆらんさんや担当の湯ゆ澤あささんを始めとして、この本を出すのに多くの方々に手伝って頂きました。ありがとうございます！

　ちなみにこの作品は新作になりますが、地味に雑誌の電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥで連れん載さいしていたものに、掲けい載さいしていない前日譚たんになる話やら加筆修正やらを加えた形になっています。もしかしたら今後も雑誌の方に載のるかもしれないので、面白かったなー、と好こう感かん触しよくだった方はそちらの方もチェックしてみてくださいな。

　今後の続刊予定はまだどうなるか決まっていないので、続刊希望の方は友達の中から『よし、こいつはこれ読ませても引かないな』と確信が持てる相手に薦すすめてみてください。うっかり女性の好みとか特殊な性せい癖へきとかバレる危険もあるので、人選は慎重に！　慎重に薦すすめまくって貰もらえると嬉うれしいです！

　ではでは、無事二巻で会えることを楽しみにしていますー。
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１９８２年生まれの横浜市民。最近自分の年齢が即答出来なくなってきました。年を取るってこういうことか……。写真は飼っている猫。顔出しはそろそろ勘弁して欲しい年頃みたいです。
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イラスト／ゆらん

東京都在住イラストレーター＆漫画家。最近寒くなっておでんをよく食べてます。一番好きなのは牛すじ、大根です。また食べたくなりました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「上月 司先生」係

「ゆらん先生」係










初出


「一話・未熟なふたりの秘密の特訓？」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.50」（2016年7月号）

「三話・食人種と遊ぼう！」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.51」（2016年9月号）

「四話・マジカルプリンセス（やや熟れ）の野望」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.52」（2016年11月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。

「二話・はじまりの日のこと」は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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